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　いくらそろばんを弾いてみても足りない。

　木造平屋建ての小さな役所、その一角にあるささくれ立った椅子に腰掛け、俺は溜ため息いきを吐く。

　人口三百人の町、タフタ。

　税収　二千三百八十万ルドル。

　来年度借入金見込み　千五百二十万ルドル。

「マジか……」

　村で賄える収入の六割以上を、他の町から借り入れなければならない。

「──で、来年の返済額は……」

　帳簿に目をやると、千五百七十万ルドル。

　思わず笑ってしまった。

　もはや借金を返すために借金をしているようなものだ。

　昼間、俺しかいない役所。

　他の職員三人は皆、よその町に金の工面を交渉しに行ったり、金が足りず遅々として進まない街路の橋の修繕に出掛けたりしている。

　ドアを開けて外に出る。丘の上から街が見えた。

　寂れた街が。

　隙間が目立つ家々と畑。昔はもっと栄えていたというが、俺はその頃の裕福な街を知らない。今では毎年街から人が消え、住人がいなくなった家は途端に崩れていく。

　耕作地も減った。人が消えれば営みも消える。そんなことは分かっていたが、いざこうして目にしてみると、言葉よりも存外切れ味の鋭い光景が、俺の目を裂こうと躍起になっていた。

「あ、役所の人？」

　夏の蒸すような熱い風に乗って、声が届いた。

　見れば、奇妙な格好をした少女がそこにいる。

　恐らくは俺と同じで十六歳前後。栗くり毛げ色の長い髪は後ろで一つに結われ、風に揺れている。

　白いシャツの上に、青地に白のラインが入った肩掛けをし、胸元にはスカーフを通している。下半身は膝上丈のやや短いスカート。

　俺を知らないということは、この街の人間ではないのだろう。この辺の人間であれば、俺の素性を尋ねることなく、ハル、という愛称を呼ぶ。

「聞きたいことあるんだけど、中に入っても？」

　彼女は役所を指差した。その手の甲に浮かぶ三角の印は勇者の印。きっと「トヒト」──通称「始まりの街」からやって来たのだろう。

「どうぞ」と彼女を通し、応接用のテーブルに案内する。この役所で最も傷が少ないテーブルではあるが、それでも抉えぐれている箇所が目立つ。

　自家製の楓かえでの葉の塩漬けを小皿に盛り、彼女に出す。そして俺はその対面に座り、話を聞いた。

「今日はどうしました？」

「ここ、どこ？」

「どこ、とは？」

「この場所。何て言うか、この土地、的な」

「ん？　待って下さい。あなた勇者ですよね？　自分の意志でここまで来たんですよね？」

「勇者？　誰が？」

　互いに首を傾かしげながら見つめ合う。

「あなたの手の甲の模様は勇者の証あかしでしょう？」

「手の甲──？　うわ、何これ、ヤバ、グロ。ねえ、なにこれ？」

「ですから勇者の印──あ、まだレベル１ですね」

　手の甲にある三角の印──その中央に浮かぶ数字が、勇者のレベルである。

「何言ってんの？　頭大丈夫？」

　脳を心配されてしまったが、しかし異常が散見されるのはむしろそちらである。話が通じない。

「っていうか、ここどこ？」

　最初の質問に戻ってしまった。

「タフタの街です」

「タフタ？」

「二番目の街、と言った方が分かるかもしれませんね。よその人はタフタなんて名前使わず、『二番』だとか、『あの寂れたとこ』と言いますから」

　勇者が生まれるのが始まりの街トヒト。そして、かつての勇者は皆、この二番目の街タフタを通って旅をし、魔王討伐を目指していた。

　彼女は俺の言葉を聞いているのかいないのか、周囲をぐるぐると見回し、首を傾かしげている。

「どうかしましたか？」

「私、ついさっき、丘の下に来たの。いや、来たっていうか、『いた』の」

「はあ」

「急に。突然。学校終わって家に帰って来たと思ったらいきなり。──で、さっき歩いてる人に色々聞いたら『面倒事は役所に行け』って言われて」

「ふんふん」

「それで来たら、タフタの街とか言われるし。マジ意味分かんなくて死にそう」

　確かにこの人の相手は面倒事の予感がする。街の名を聞いて混乱するとは一体どういうことだ。

「学校──ということは、やはり始まりの街から来たんですか？」

「だから始まりの街がどうとか意味分かん──」

「怒らず冷静に。あなた、家はどこです？」

「個人情報は言えない。悪用されたら困るもん」

「は？」

　何を言っているのだろう。住すみ処かが個人にまつわる情報であることは当然の話だが。

「あなた迷子ですよね？」

「は？　違うし。ここがどこか知りたいの。家に帰りたいだけ」

「それを迷子って言うんですよ。……いいですか、別にあなたの住所がどこだろうと、僕らはその情報を悪用したりはしません」

　僕らも暇じゃない、と溜ため息いき交じりに伝える。

「まず街をはっきりさせましょう。あなたのいた街はトヒト、タフタ、ミンミ、ヨツヨ、ゴゴ──この五つの街のうちどこに属します？」

「はあ？　何それ？　そもそも日本──」

　と言いかけて、彼女は止まる。そして次の瞬間、何かを覚悟したように自身の両頰を叩たたき、問う。

「信じたくないけど、ここは日本じゃなくて？　東京でもなくて？　阿あ佐さヶが谷やでもなくて？」

「二番目の街、タフタ」

　彼女は頭を抱え込んでしまった。そして──。

　どこからか鈍く低い音が鳴った。途端、彼女は反射の如ごとき素早い動きで、瞬時に腹を押さえる。

　頰を染める彼女に対し、俺は机上の小皿を指す。

「楓かえでの葉の塩漬けです。召し上がって下さい」

　俺に促されると、彼女は黙って漬物を食べた。

「いかがです？」

「しょっぱい」

「塩抜きが足りなかったかな」

「足りない」

「今度から気を付けます。申し訳ない」

「量が足りない…………気がする」

　また腹を鳴らしつつ何か言い出した。語尾に慎つつましさを偽装して。

「量を召し上がる物でもないんですよ、漬物だし」

　彼女はこの世の終わりのような顔をした。

「もっと温かくてお腹なかに溜たまるようなもの無い？　電子レンジでチンする系のやつ」

「デン──？　何ですか、それ」

　俺が尋ねると、彼女は溜ため息いきを一つ吐いて言った。

「知ってるもの、教えて。スマホ、テレビ、パソコン、冷蔵庫、エアコン」

　俺は首を横に振る。聞いたことも無い。

「あー、絶対違う世界だよー！　あー！」

　彼女は唐突に天を仰いだ。いきなり押しかけてきて騒ぎ出す──新手のクレーマーだろうか。

「ねえ、女子高生って知ってる？　ＪＫ」

「面白いお名前ですね」

　違ちっがう、と彼女が首を振る。

「私の名前は綱つな間ま甘あま夏なつ」

「面白いお名前ですね」

「それはまあ……よく言われるけど」

「僕はハルサス・サルハと言います」

「ハルサス？　ヤバい、マジで世界が違う」

　今度は頭を抱え出した。情緒不安定である。

「僕はアマナツさん、とお呼びすれば？」

「友達からはナツって呼ばれてるけど」

「僕も町民からはハル、と呼ばれています」

「ナツとハルだって。めっちゃ季節だし。ウケる」

　急にウケた。何故なぜだ。

「面白くて何よりです──で、ナツさん、あなた結局何しに来たんです？」

「そうだ、これ見たことある？」

　彼女は俺の質問に答えず、スカートのポケットから何かを取り出した。会話が成立しない。

「これは……何ですか？」

　俺は首を捻ひねった。彼女が取り出したのは、手の平大の薄い板だ。

「スマホ。全世界の人といつでも話せるし、文字のやり取りもできる」

　やはり頭がおかしい。虚言癖持ちなのだろうかと俺が案じていると──。

「うっ」と喉から声が漏れた。彼女が持つ板から突如放たれた光が、俺の目を照らしたからだ。

「モバイルライト機能。びっくりした？」

「これは……魔具ですか？」

「マグ？」

「よくあるでしょう。魔力を原動力にした道具」

「機械だけど」

「キカ──」

　何を言い出すのだ。俺は慌てて──しかし声は潜めて注意する。

「滅多なことを言うものではないですよ」

「え、何いきなり」

　この呆ほうけた顔。何も知らないのにも程がある。わざとやっているのか？

　それにしても、確かにこんな魔具は見たことが無い。これはまさか──。

「──本当に機械なんですか？」

「だからそうだって言ってる──」

「誰にも見られてませんか？」

「え？」

「この板、誰かに見られたりしてませんか？」

「多分……。今ポケットから出したばっかりだし」

　俺は胸を撫なで下おろす。そして、改めて指摘した。

「機械の所持、製造、譲渡──いずれも禁忌です」

「は？」

「ログラの教えに背いています」

「ログラ？　教え？」

「ちょっと待って下さい。そこからですか？」

　ログラとはこの世界そのものであり、同時に、この世界の創造主でもある。

　この世界に存在するものであれば、誰もがその教えを聞いたことくらいはある。そして、教えは機械について、世に災いをもたらすものとしていた。

「意味分かんない」

　俺が説明して、返ってきた言葉はやはりそれだった。そして彼女は言葉を続ける。

「これは完璧、異世界だわ。異世界転移」

「イセカイ？　何です？」

「ヤバくない？」

　何となくヤバいということは分かった。

「っていうか、どうして私、ハルさんと話通じてるの？　普通言葉違うよね？」

「そうなんですか？」

「そこら辺の貼り紙とかの文字も日本語でしょ、これ。でもここが日本じゃないって……何で？」

「何言ってるんです？」

「えー、もー、私、どうやって帰ればいいの？」

「どうやって来たのか覚えてないんですか？」

「異世界だもん分かる訳ないでしょ！　私の今の状況分かってる!?」

「ヤバいんですよね？」

「具体的に！」

　自身の言動の割に、こちらに求めるレベルが高い。俺はヤバいとしか聞かされていないのだが。

　その後、イセカイとやらについて聞き出してみたものの、言われてすぐに信じられる内容でもない。しかし、彼女の持つその道具や衣服が、この街どころか、この世に存在する他の四つの街でも見かけないものであるということもまた事実だ。

「──っていうか」

　彼女は暮れかけた外の景色を見て言う。

「じゃあ私、今日帰る場所、無いんだけど」





＊　＊　＊　＊　＊






　とりあえず急な旅人、ということで、母と妹には説明した。行く当ての無い変な女が役所に来たのでうちに泊めることになった──という。

　役人という俺の職業柄そういうこともあるだろう、と理解したのか、深く詮索はされなかった。そして夕食を終えると、妹と母は寝室へ入り、居間には俺とナツ氏が残された。

「寝ないの？」

　ランプの灯あかりが揺れる中、ナツ氏は言った。そろばんを弾く俺を、その対面に座り眺めている。

「奥に僕の部屋があるので、ベッドで寝て下さい」

「そう言えばこの家、お父さんは？」

　相変わらず、彼女は唐突かつ勝手に話を進める。

「父はいません。三年前から消息不明です。ある日仕事に出て行ったきり、帰ってこなかった」

「え──、何か……ごめんなさい」

「謝る必要は無いですよ。三年経たてば慣れます」

「そういうもの？」

「仕事で忙しくなったせいもある……かもしれませんね」

　俺は当時を思い出す。

「父がいなくなる三年前まで、始まりの街の学校に通っていたんですけど、報しらせを受けて、急きゆう遽きよ学校をやめてこの街に戻り、働くことになりました」

「それがあの役所？」

「そうですね、周囲の気遣いもあって、推薦してもらって」

「それ、何歳の頃？」

「十三だったかと」

「ってことは今、十六？　私と同い年？　じゃあ敬語じゃなくていいでしょ。疲れるもん」

「もん、と言われても」

「いーから。仕事中だったら敬語じゃなくちゃいけないかもだけど、もうプライベートだし」

　ね、ハル？　──と、彼女は僕の名から敬称を取っていた。

　では彼女の望みどおり、こちらも敬称を取ろう。ついでに、腹に溜たまったものを吐き出す。

「君は──ナツは、よくそんな能天気になれるな」

「え？」

「明日からどうするつもりなんだ？　ここにどうやって来たのかも分からないんだろ？　人の心配よりも、まず自分の心配が先じゃないか？」

　説教ではない。彼女の天てん真しん爛らん漫まんに過ぎる振る舞いが、そろばんに苦しめられる俺の神経を逆さか撫なでしていた。つまり、これは俺の八つ当たりである。

「だって、考えても分かんないし」

「考えてないだろ。今日一日、何か食ってただけじゃないか」

「だって分かんないじゃん」

　彼女が呟つぶやいた──と思ったら。

「だって分かんないじゃん！」

　いきなりキレた。

「別に来たくて来た訳じゃないもん！　いつもどおり家に帰ってきたら、次の瞬間には知らない野原にいて……それで何が分かるの!?」

　どうやら不安は不安だったらしい。俺の一言が余計な着火剤となってしまったようだ。

「考えても分かんないからできるだけ考えないようにしてたのに……」

「それもどうかと思うが」

「ね、私どうしたらいいの？」

「俺に聞かれてもな」

　計算を続けようとそろばんに手を持っていくが、一足先に彼女がそれを持ち上げた。ジャッという乾いた音と共に珠たまの位置がずれる。

「ああ！　まだ計算途中だったのに！」

「さっきから珠たま弾いてウンウン唸うなってるだけじゃん。もう考えても分かんないんでしょ」

「君と一緒にするな！　俺はちゃんと考え──」

　考えて、どうなる。

　歳入不足の原因は明白だ。人がいない。人々の所得が少ない。結果、税金が足りない。ならば人を呼び寄せなければならない。だがどうやって？　この街に今さら人が来るのか？

「ハル？　何そんなに悩んでるの？」

「……俺も君と同じだ」

　溜ため息いきしか出てこない。

「考えても分からないことばかり、考えてる」

「何それ」

「この街、昔はもっと人がいたらしい。子供も多く、畑も今よりずっと大きくて──」

「とてもそうは見えなかったけど」

　余所よそ者ものの率直な感想だった。客観的で正しい、極めて論理的な感想。

「魔王──についても、知らないのか？」

「魔王？　勇者と戦うやつ？」

「自分のことは勇者だと認めないくせに、それは知ってるのか」

「そりゃ知ってるでしょ」

　本当にどこから来たんだ。

「世界征服しようとした魔王が勇者に倒されて、めでたしめでたし──そういうのでしょ？」

「そう──ただ、『めでたし』は長く続かない」

「どういうこと？」

「魔王が死んで魔族が滅びる訳じゃない。新たに魔王に即位する奴が出てきて、いつの間にかまた城ができている」

「じゃあ今も魔王っているの？　危ないじゃん」

「いや、そう危険でもない」

「意味分かんない」

「昨今、人間は魔族に関わらない。倒してもキリが無いなら戦うだけ無駄だからな」

「それは人間の都合でしょ？　魔族からは攻めてこないの？」

「過去を見れば、従来の魔族は人間に対して敗北の歴史しかない。あちらも進んで交戦する意志は無いらしい」

「つまりアレ？　共存？　優しい世界？」

「──という訳にも、ならない」

「何で？」

「お互いに、もしもの時の備えというのは必要だ。しこりが無い訳じゃないし、何がきっかけでまた戦争になるかも分からない」

　そこで槍やり玉だまに挙がったのが、この二番目の街だ。

「陸路で『始まりの街』から魔王の潜む城に行くには、途中、この街が管理する洞窟を通る必要があったのだけれど、魔族はそこに目を付けた」

　具体的に言えば、魔族によって洞窟が封印され交通不能になった。その代わり、この街の安全を魔族により保障される、という関係が結ばれた。

「ね、その始まりの街って何？」

「勇者が生まれる街だ。そこで生まれ育った者が、勇者の資質を手に入れると言われる」

　魔王を倒せるのは、常人とは異なるオーラを持つ存在──勇者しかいない。つまり、始まりの街こそ、この世界の希望だった。

「おかしくない？　だったら魔王が始まりの街を潰せば、自分は倒されなくなる訳でしょ？」

「今や始まりの街は人口数万人規模だ。この世界人口の四分の一は占める。そんなところを潰してみろ。魔王が世界を統治することになったとして、支持が得られる訳も無い」

「支持？」

「人の上に立った瞬間から、その者は寝首を搔かかれることに怯おびえなければならない。独裁は短期的には効率的かもしれないが、必ずしも魔王が求める政治体制じゃないんだろう」

　ナツは解げせない、という感情を眉間の皺しわに表す。

「その結果、この街なら襲ってもいーや、って魔王は言ってるの？」

「魔王の狙いは街の破壊ではなく勇者への牽けん制せいだ。さっき言ったように、この街を押さえることで洞窟は塞がれ、勇者は山越えを余儀なくされる」

「それ、ダメなの？」

「峠の魔獣は、始まりの街から来た駆け出しの勇者には強過ぎる。山越えは無理だ」

「空飛んでいけば？　魔法とか無いの？」

「そうすると、戦闘経験を重ねないまま三番目以降の街に行くことになる。それだと、その後に待つダンジョンの魔獣たちに敵かなわない」

「どういうこと？」

「洞窟に出てくる雑魚ざこ魔獣が、駆け出し勇者の戦闘経験を積ませるのに最適なんだ。けれどそれができなくなると、勇者は低レベルのまま、先々のダンジョンで強力な魔獣に襲われてしまう」

「始まりの街とかで弱いモンスター倒してればいいんじゃないの？」

「始まりの街周辺の魔獣相手だと、レベル３から４に上げるまでに三十年掛かる。しかし魔王と戦うにはレベル70以上は必要と言われている」

「極端過ぎるでしょ」

　しかし事実である。それほどまでに経験値の不均衡がある世の中なのだ。そして、海路にも駆け出しの勇者に適した魔獣はいない。

「さっき、洞窟を封印する代わりにこの街の安全が保障されるとか言ってたけど、どういう意味？　この街って、魔族に守られてるの？」

「それは方便だ。お前の街は襲わないでいてやる、という魔族からの脅しを言い換えたに過ぎない」

　だが、力の無い街に抵抗する術は無い。

　この関係については、二百年ほど前に街と魔族が交わしたらしい契約書が未いまだに残っており、その経緯を確かめることができる。

　逆に言えば、魔族との関わりはそれが最後。今では魔族領に立ち入る人間はほぼいない。

「他の街と協力したりしないの？」

「皆、自分のところで手一杯だ。それに、うちに手を貸せば魔族に目を付けられてしまう」

「でも、そんなバラバラの状態じゃ、勇者が魔王を倒すなんて無理じゃん」

「そうだな」

　魔王を倒す勇者などもういない。際限なく涌く魔王を倒して一時の平和を得るより、現状維持で小康状態を保つ方が、生物の性に合っているのだろう。

「ただ、そのおかげか、実際にこの数百年、街と魔族とで武力的な衝突は無い」

　それでも、間接的に魔王の監視下にあるこの土地に住み続けたがる人間は少ない。始まりの街へと移り住む人々は多くいたし、そうして有効打を打てないまま、人は減り、田畑は荒れ、税収が減り、今やこの街の存続が危うくなっている。

　街を守るにも、畑を耕すにも、家を建て直すにも人の手は要る。そして人の手が足りなければ、借りてこなければならない。そのためにかさんだ借金は、目も当てられないほど大きい。

「とにかく税金が足りない。俺が悩んでいるのはそういう訳だ。この街に人を呼ぶ──何か良いいアイデアは無いか、異世界人さん」

「いきなりそんなこと言われても……観光名所とか無いの？　ここ」

「丘の上から見ただろ？　家と畑しかない」

「他には？　何か無いの？　人を呼べるような見世物──あ、私、魔王見たい、魔王」

「恐ろしいことを……。魔王を見た人間なんて、直接魔王と戦った勇者くらいしかいない」

　それも直近で数百年前。つまり今は誰もいない。

「でも、それなら余計、魔王の姿を見たがってる人、いるでしょ？　怖いもの見たさで」

「確かに興味を持つ野次馬もいる。ゴゴの街と魔族領の境界は観光名所だし……」

　それを聞いた彼女は、こちらに身を乗り出した。

「ね、ハルの仕事手伝うから、その代わり、もうちょっと私、ここに置いてもらっていい？」

「手伝う？　どうやって？」

「良いいアイデア、あるの」

　彼女は自身の顎をさすり、胸を張った。

「魔王に来てもらえばいーんだよ」
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　──ナツの案は、馬鹿げていた。

「この街と魔族は建前では仲が良いいんでしょ？　だったら魔王に来てもらって『世界で唯一安全に魔王を見れる街』にして、観光の目玉にしちゃえば？」

「相手は魔族だぞ？　安全が保障できる訳──」

「事前に交渉して、安全にしてもらえば？」

「交渉？　魔族と？」

「二百年振りに。案外上手うまくいくかもよ？」

　そんな彼女の言葉を受けて、俺がダメ元で作ったのがこの文書だった。

　同時に、観光事業の草案も考えてみたが、考えれば考えるほど、バカか、と思った。バカか、と思いながら、職場に相談した。先輩には「バカみてえ」と笑われ、上司には「バカか」と首を傾かしげられ、町長には「バカみたいだな」と溜ため息いきを漏らされた。

　でもみんな「やってみるか」とも言った。

「ダメで元々だろ。被害が出ずに人が来るなら、それに越したことは無い」

　みんな、そんなようなことを言ったのだ。

　皆、この手詰まりの状況をどうにかしたいのだろう。その想おもいだけは一致していた。

　もっとも、誰も返信が来るなどとは期待していなかった。ダメで元々のはずだった。

　──しかし、「それ」は二週間後に来た。
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「絶対行きたくねえ」

　先輩はそう言った。

　そりゃそうだ。死ぬかもしれないけど頑張って来い、と丁寧な言葉で言われているのだ。

「こっちに来てもらうのは無理なのか？」

　先輩は言う。

「申し入れたのはこっちですからね。こっちから出向くのが筋でしょう」

　俺はそう答えるしかない。事実、そのとおりなのだから。

「でもさあ、これマジで死ぬかもしれないぞ。道中はもちろん危ないし、城に入った後だって何されるか分からない」

「あちらが話し合いたいと言ってくれているのは儲もうけものです。それだけでも喜ばないと」

　俺は自分に言い聞かせるように唱えた。そう、ダメで元々だったのが一歩前進したのだ。

「お前、いざとなったら戦えるの？」

「どうしてそう物騒なことばっか言うんですか」

「だってそうだろ。変なこと言って機嫌損ねたら死で償わされるかもしれないぞ」

「脅おどかさないで下さいよ」

「分からねえぞ。そもそも魔王城に出入りしたことある人間なんてほとんどいないんだから」

「魔女郵便の人たちは出入りしてるでしょう」

「そいつらだって郵便受けまでだろ？　城の中には入ってない。そもそもあのねーちゃんたちは空飛べっから。いざとなったら逃げれるから。でも俺たち、飛べないだろ？」

「そうですけど……」

　話すうちに、不安が大きくなってきた。確かにこの紙切れ一枚が返ってきたところで、あちらが友好的かどうかの根拠にはなり得ない。

「仮に俺たちの誰かが城で殺されたところで、うちは泣き寝入りだからな。何の報復措置もできん」

「やめて下さいよ。もっと良いい方に考えましょう。どっちにしろ、こっちが提案した以上、もう行くしかない訳ですし。そう、行くしかないんです」

「じゃあ、お前一人で行けよ」

「え？」

「町長を連れていける訳ないし、俺や実務長は他の仕事で忙しいし」

「魔族とのファーストコンタクトですよ？　僕みたいな下したっ端ぱが──」

「大丈夫。俺たちはお前のこと、評価してるから」

　先輩は親指を立てて笑った。

　その日から、先輩たちはとても優しくなった。俺が主賓の飲み会も急きゆう遽きよひらかれた。みんな何故なぜか、俺との今までの思い出を語ってきた。多分お別れ会だったんだと思う。

　そして──。

「私も行く！」

　魔族との会議を控えたある日、家に帰ると、ナツが威勢良く吠ほえた。

「どうした急に」

「魔王の所に行くんでしょ？」

　その瞬間、俺は彼女の口を塞ぎ、急いで外に連れ出した。

「どうしてそれを知ってる」

「これ」

　彼女が指で摘んでヒラヒラとさせていたのは、七月二十五日付けで魔王から来た返信だった。

「おいおい、公文書を勝手に……」

「昨日の夜、家のテーブルの下に落ちてたんだもん。そっちの不注意でしょ。それに、仕事場の書類、家に勝手に持ち帰っていいの？」

　それを言われると痛い。俺の頭から怒りと焦あせりが急速にしぼんでいった。

「あんまり持ち帰りの仕事しない方が良いいよ？」

「忠告はありがたく受け取る。で、このこと、母さんたちには──」

「言ってない、言ってない」

　慌てた様子で首を横に振っていた。最低限の配慮はしてくれていたようだ。

「あのな、本当に危ないかもしれないんだ。観光気分で言ってるならやめてくれ」

「違う、違うの」

　彼女は文書番号「魔秘第二号」の書類を俺に見せると、右上の魔王直筆サインを指差した。

「これ、読めた？」

「さっぱり分からない」

　そう、他の文字は普通なのに、この部分だけ異様に崩れているのだ。サインだからわざと崩しているのかもしれないが。

　俺が首を傾かしげていると、ナツは文書を指差しながら声を出した。

「ゆふいん・いふゆ」

「ん？」

「──って読むの。それが魔王の名前」

「待て、どうやったらそう読める？」

「ギャル文字」

「ぎゃる──？」

「私のいた世界にあったの。カタカナとか記号とか組み合わせてそれっぽい文字にして──」

　ナツから読み方を教わって、何となく仕組みは分かった。かなり無理があるが、不自然な空白を詰めてみれば、そう読めないことも無い。

「こんな奇怪な文字が流行はやってるのか」

「いや、流行はやったのは多分私が生まれたくらいの頃だと思うけど」

「なに？」

「私の友達かもしれない」

「待て、意味が分からない」

「湯ゆ布ふ院いん衣い冬ふゆ──私はフユって呼んでる。クラス同じでよく遊ぶの」

「だから待て、今俺は文字の話をしている」

「フユがよく使うの、ギャル文字。フユのお母さん高校生の頃にフユのこと生んだからめちゃ若くて、ギャル文字もフユに教えてて、だから」

「待てって。ナツは異世界とやらから来たんだろ？　どうやって来たのか分からないんだろ？　なのに何故なぜそんな所からまた人が来る？　しかも魔王？　友達？　言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

「私にしてみればこの世界だって滅め茶ちや苦く茶ちやだもん。今さら滅め茶ちや苦く茶ちやが一つや二つ増えたところで大したことないし」

「こっちの身にもなってくれ」

「なにそれ？　いつも私の身にはなってくれないくせに。私の言うことなんて全然信用してなかったくせに。私のこと『頭おかしい奴やつ』みたいな目で見てたくせに」

　彼女はここぞとばかりに、これまでの不満を噴出させた。こちらが割り込む隙も無いほど、言葉が溢あふれ出でてくる。

「分かった分かった、俺が悪かった、謝る」

「うそ、悪いなんて思ってないくせに。適当に謝れば場が収まると思ってるんでしょ」

　バカのくせに勘が鋭い。こちらが思わず言葉を詰まらせると、ナツは若干ドヤ顔になっていた。無性に腹立たしい。

「……分かった。とりあえず君を連れていけば良いんだな？」

　護衛という名目で連れていくのならば、まあ不自然は無いだろう。一応勇者なのだし。

「でも、一緒に来てどうするんだ？」

「どうするって……できればその魔王と一緒に、元の世界に帰る」

「人違いだったら？」

「お城観光して帰る」

　図太い。

「なにその目!?　いーじゃん別に！　それに、もし私と魔王が知り合いだったら、交渉だって上手うまく進むでしょ？」

　それは確かにそうかもしれない。ただ──。

「魔王が直接会議の場に出てくるとは思えない」

「何で？」

「偉い人は忙しいんだ。今回のは担当者レベルでの話し合いだし、それに、いつ敵対関係になってもおかしくない俺たちの前に、魔王がのこのこ姿を現す方が不自然じゃないか？」

「でも魔王とか魔族って凄すごく強いんでしょ？　こっちが奇襲したところで、私たちすぐ殺されちゃうんじゃないの？」

「なるほど、それもそう…………あー！　すげえ行きたくねえ！」

　出発は三日後に迫っている。

「そんなに嫌なのに、何で魔王城なんか行くの？」

　間の抜けた顔でナツが言う。

「君が言い出したことだろ！」

「それはそうなんだけど、町の財政破綻？　それを防ぎたいって言うけど、そもそも破綻したらどうなるの？　そんなにダメなの？」

「そりゃ──」

　と言いかけて、俺は一瞬の間を置いた。

「多分、実際は大したことない」

「そうなの？」

「人がこの土地に住めなくなるだけだ。一度の大量受け入れが可能かどうかは分からないが、始まりの街に移住すれば済む話でもある」

　費用としてかさんでいるのは、街の外の魔獣に対するための災害対策費、それに伴う橋きよう梁りよう補修等などの土木費、老齢者のための医療補助、そして作付け増大のための農業補助などだ。

　これらを打ち切れば他の街からの借り入れ金は減る。健全に近い財政状態にはなる。しかしこの街での人の営みは成り立たないだろう。

　自給できる食糧は減り、病で人が死に、魔獣に死肉を漁あさられる餌場となる。

「ここ十数年で移住している人間も多くいる。理性的に考えればそれが妥当なんだ。わざわざこの街にしがみつく必要はない」

「だったら──」

「それでもだ。ここで生まれ育った人間は、この街に根付いている。よそに移りたくないと思う人たちがいる」

　始まりの街に行けばまだ良いい暮らしができるかもしれないにもかかわらず、だ。そして、そういう人たちのために役所がある。

「人間、論理的な考えだけで動く訳じゃない。たとえ不合理でも、この街で暮らしたいっていう感情があるんだ」

「そういうもの？」

「元いた場所で暮らしたい。そう思うからこそ、ナツも異世界に帰りたいって言うんじゃないのか？」

「それとはちょっとレベルが違うでしょ」

「そうか？」

　そーでしょ、とナツは当然のように言う。その違いは俺にはよく分からないが。

「って言うか、一般論はいーから。ハルはどうなの？　ハルはどうしたいの？」

「どうって……」

「ハルもこの街にいたいのか、ってこと」

「俺は……まあ、そうだな。父親のこともある」

「お父さん？　いなくなっちゃったっていう？」

　どこにいるかも分からない。死んでいるかもしれない父親。それでも──。

「万一生きて戻ってきた時に、もう街が無かったなんて、そんなの収まりが悪いだろ」

「元いた場所で、また一緒に暮らしたい？」

「まあそういうことか」

「良いいお父さんだったんだ？」

「どうかな。でも家族ってそういうものだろ？」

「えー、そう？　お父さんって話つまんないし、すぐ怒るし、変なニオイするし最悪」

「仲悪いのか？」

「悪いっていうか、関わらない。あんま近寄りたくないし」

「何故」

「臭いから」

　直球。
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　魔王城への移動を引き受けてくれたのは、アンデッド交通有限会社だけだった。

　普段であればエルフ交通株式会社を使うのだが、行き先が魔王城という時点で即刻断られたためだ。普段から魔王城近辺の配達業務を扱っている魔女郵便に頼んでも良かったが、費用がバカ高いので、他に選ぶべきものは無かった。

　三人乗りのホウキに、腐りかけの運転手、俺、ナツとまたがり、晴天の空を飛んだ。

「運転手さん、無事に着きますかね？」

「こっちは一度死んでるんで、心配無いですよー」

「あの、僕らは──」

「はい、しっかり摑つかまっててくださいよー」

　この多くを語らないスタンスこそ、アンデッド交通㈲の醍だい醐ご味みだ。業界最安値は伊達だてではない。

　さて、この度、ナツも同行する運びとなったが、まがりなりにも勇者である。連れていくのはどうかとも思ったが、文書で事前に彼女のレベルが１であることを伝えると、魔族側は意外なまでにあっさりと同行を認めてくれた。

　恐らく眼中に無いのだろう。もっとも、そのおかげで連れてくることができたのだが。

　タフタ町から魔王城までは直線距離にして、北へおよそ百四十キロメートル。ホウキでの空路移動であれば、朝の九時に出発して、昼の十二時半には到着できる見込みだ。

「キロメートルっていう単位まで同じなの？」

　途中、ナツがそんなことを言ってきた。どうやら彼女の世界とこの世界とで、共通する単位が多いらしい。長さ、重さ、時間──などなど。

「おかしいのか？」

「おかしいでしょ」

「どうして」

「いや、分かんないけど」

　この女の思考回路は謎だ。深入りしてもまたケンカになりそうなので黙っておく。

　出発して一時間で山々を越え、眼下に五番目の街「ゴゴ」が確認できた。うちの街と違い、建物が多く、街中は石畳で舗装されている箇所もある。

　さらに一時間ほどすると、今度は大地が濃い紫色に変化していった。

「なにあれ？」

「毒の沼地だ。魔王城は毒沼に囲まれている。大体あと一時間はこの景色が続くはず──」

「毒？　あの沼、入ったらどうなるの？」

「死ぬ」

「噓うそでしょ」

「噓うそじゃない。だから誰も立ち寄らないんだろ」

　ナツは俺の衣服の背をギュッと握りしめた。今になって落下の恐怖が湧いたらしい。

　徐々に空も薄暗くなっていく。まだ昼前で雨も降っていないが、黒炭のように黒い雲が空にまとわりついている。

　途上には小さな砦とりでもあり、その近辺では噂うわさに聞くドラゴンの姿も見えた。軽く一軒家くらいはありそうな巨体が自在に空を舞い、こちらを凝視して付きまとう。

　──というようなこともあったが、事前に魔族から送られてきた入行許可証の効力は働いてくれたらしく、死人は出さないまま魔王城に着くことができた。

　暗雲立ち込める空。見張りなのか、砦とりで同様、ドラゴンの類がウヨウヨと舞っている。

　そして、ただただ大きい石造りの城。空から見下ろしていた時には気付かなかったが、こうして城壁の前に立つと、外部からの侵入を遮断するこの壁が果てしなく高いことを実感できる。

　入り口にいた門番は、頭から足先まで全身に鎧よろいを纏まとっていた。顔面も覆われている。

　ちなみに俺はいつもよりもやや上等な衣服を纏まとい、一方のナツは一応護衛として連れてきているため、自前の制服（確かセーラー服とか言った）の上から、役所にあった安物の革の防具を着けている。

　ただし剣は無い。交戦意思があると思われると面倒だし、そもそも俺も彼女も、剣を持っていてもまともに使えない。

「あの、タフタ町の者ですが──」

　鎧よろい尽くめの門番に声を掛けると、彼（？）は無言のまま俺の前に移動してきた。歩く度にガシンガシンと鳴る鎧よろいの重厚な響きは、威圧感となって俺の神経を削る。

　そしてやはり無言のまま、俺の前に立つ門番。

「あの、タフタ──」

　再度俺が声を掛けた瞬間、門番の右手が俺めがけて突き出され──。

　──あ、殺される。

「……記帳を」

　俺が命の尊さを嚙かみ締しめていると、目の前からくぐもった低い声が聞こえた。

　気付けば俺はまだ生きていた。突き出された門番の右手には、一冊の帳面がある。そこには「入城者名簿」の文字と、いくつもの空欄が見えた。

「……名前、所属、訪問目的をご記帳願います」

　幾分たどたどしい声色で、門番は言った。意外と事務的な手続きが必要らしい。

　記帳を終えると、門番は俺を殺すことなく門を開け、俺たちを案内した。そして、城壁を越え、城本体の入り口に差し掛かったあたりで、再度彼が言葉を発した。

「……お荷物、お持ちしましょうか」

「え？　あ、いや、お構いなく」

　突然の申し出に俺は完全にビビっていた。わざわざ俺の荷物を持つとはどういうことだろう。片手が塞がっていても俺を殺すことなど朝飯前だとでも言いたいのだろうか。

「……お客人、あの、案内とは、このような感じで良いい……のですよね？」

「は？」

「恥ずかしながら、このようなきちんとした来客が初めてで、こう、どうすれば良いものか」

　門番は兜かぶとの後ろに手を当てながら、緊張と羞恥の狭はざ間まで「へへへ」と不気味に笑っている。

「えっと……今まで何も無かったんですか？」

「来るとすれば郵便屋くらいで……。昔は魔王様を狙う勇者も多く来て、とりあえず殴っておけば良かったと聞きますが……」

　帰りてえ……。

　──そんな、来客対応に不慣れな番人に連れてこられた小会議室は、少なくともうちの役所よりはずっと小奇麗だった。

　四角いテーブルと、その周囲に椅子。八人くらい席に着けるだろうか。

　石壁は見ると寒さを感じるが、季節のせいもあってか、部屋の中はやや暖かいくらいだ。

「じきにナキシが参りますので、お待ち下さい。あ、部屋の温度大丈夫ですか？　待つ間に話し相手とか要りますか？　私もここに残って──」

　頗すこぶる迷惑な提案をしてきた門番。俺は丁重にお断りし、可及的速やかに持ち場へと戻って頂いた。

「さっきの人、めっちゃ緊張してたね」

　門番が去ると、いち早く椅子に座ったナツが、背伸びをしつつ笑っていた。対して、俺は溜ため息いき交じりに呟つぶやく。

「勇者を殴ることには慣れていて、来客の出迎えには緊張する──か」

「はは、ちょーウケる」

「ウケない」

　自分の身が一番危険だということが分かっていないのだろうかこの女は。

「ねえ、魔王って来るかな？」

「来ないだろうな。例のナキシって人が担当なんだろうから、その人で全部済ますだろ」

「えー、やだー、私会いたいもん」

「もん、と言われても」

　こればかりはどうにもならない。そもそも、最初から会える訳ないと伝えていただろう。そんな小言が口をついて出そうになったその時──。

「魔王様！　お離し下さいませ！　魔王様！」

　廊下から女性と思おぼしき叫び声が聞こえてきた。

「ね、今聞いた？　魔王って」

「聞き間違いだろ」

　ナツの問いに答える──というか、半ば自分に言い聞かせていた。口調からして、明らかに揉もめ事ごとのニオイがする。関わりたくない。

「魔王様、ホウキ！　ホウキをお離し下さい！」

「ちちち違います！　これはホウキじゃないです！　ギリギリでホウキじゃないです！」

「ホウキに乗っての勝手な外出はお控え下さいませ！　まだ公務がございます！」

「そそ外には出ません！　ただホウキ持ってるだけです！　ももも持ってるだけです！」

「またがって飛ぼうとなさったではないですか！」

「フィ、フィット感を確かめていました……」

「わざわざ窓を開けて!?　しかも窓の桟に足を掛けてでございますか!?」

「それは……えーと……下着が蒸れたので通気性を確保」

「噓うそをつかない！」

「ぅぅぅ噓うそじゃないです」

「正直に仰おつしやれば怒りません」

「ごめんなさい噓うそです」

「外は危険なのです！　あなたは魔族の王！　いつ人間に襲われるか分かったものではない！」

　廊下にこだまする二人の絶叫。ナツと目が合う。

「やっぱり魔王って言ってるじゃん」

「でも魔王の割には口調がおかしいぞ。敬語だし」

「腰の低い魔王なんでしょ」

「そんな魔王いるか」

「いたって良いでしょ。魔王が魔王らしくしなくちゃいけないって、それ時代遅れだから」

　どさくさに紛れて軽く説教された。時代遅れも何も、二百年以上付き合っていないのだから多少の遅れは許して頂きたい。

「って言うか私、あの声、普通に聞き覚えが──」

「そんなことよりもう帰りたい。帰らないか？」

「は？　何で？」

「何か取り込んでるみたいだし。俺変なことに巻き込まれたくないし」

「だいじょぶだいじょぶ。取り込んでる方が面白いし。っていうか私は魔王に会いに来たんだから、魔王がいるなら丁度良いいし」

「丁度良くなんかない。魔族同士の諍いさかいに巻き込まれてみろ。仮に殴り合い、魔法のぶっ放し合いになったらどうする？」

「心配し過ぎ。それに、もしも魔王がフユならそんなことできないから。虫も殺せない子だし」

「でもまだそうと決まった訳じゃないだろ。仮に魔族最高峰の魔力がとばっちりで──」

　刹那、眩まばゆい光と共に、部屋のドアがぶっ飛んだ。扉は反対側の壁に叩たたきつけられると、粉々の黒い塵ごみと化して床に散った。

「ああああ！　魔王様！　城の中で魔法をお使いあそばされるなと何度申し上げれば──！」

「使ってない！　使ってないです！　出ちゃっただけ！　漏れたんです！　つい！　つい！」

　廊下に響く喧けん噪そう。部屋に舞う砂すな埃ぼこり。そんな中、ナツが俺を見て言う。

「ね、ハル、私帰っていい？」

　女の身勝手の真骨頂を見た。と同時に、初めてナツと意見が一致した奇跡に若干感動を覚える。

　そんな中、部屋の入り口を一人の少女が覗のぞいていることに気付いた。

　黒い髪が肩の辺りで切きり揃そろえられており、背丈はナツより頭半分小さい。フリルの付いた暗い色のスカートは洒落しやれっ気けのある魔女のようにも見える。

「フユ……？」

　彼女を見て、ナツが名を呟つぶやいた。

「なっちゃん……？　え、うそ？　本当になっちゃん!?」

　二人は互いに駆け寄ると、ドアの無くなった入り口付近でピョンピョン跳ねていた。

「ほらハル！　見た!?」

「見たって……何を」

「フユだもん！　私の言ったとおり、やっぱりフユだったもん！」

「もん、と言われても……え、いや、だってそんなはず……」

　俺が戸惑いに襲われていると、すぐにもう一人、別の女性が部屋にやってきた。

「魔王様──って、あー！」

　銀髪を背中に下げ、青いワンピース型の衣服を身に纏まとう彼女は、部屋の様子を見るなり絶叫した。

「その手の紋様は──勇者!?　魔王様！　勇者などと抱き合っ──死ぬおつもりか!?」

　俺よりも一、二歳ほど上に見える彼女は、頭を抱えて膝から崩れ落ちそうになっていた。その様子に気付き、フユと呼ばれた女子が手を横に振る。

「えっ？　あっ、シキさん違うんです、なっちゃんは勇者とかそういうんじゃなくて──」

「あ、でもフユ、私、勇者になったんだって」

「えっ、何で？」

「知んないけど、そこの理屈っぽい人が言うから」

　ナツは俺を指差した。

　いや待て。俺が特別理屈っぽい訳ではなく、単にナツが普段から感性に頼り過ぎた会話をしているだけである。ナツの論にもならない感情論に対し、俺が理屈を付与しているだけなのだ。礼を言われることはあっても、このように蔑みの視線を向けられる謂いわれは無い。

「あの、僕たち、タフタ町の者でして……提携事業の件に関して、ナキシさんという方にお目通り願いたいのですが」

　盛り上がる二人については放置し、唯一まともそうな女性──銀髪の彼女に語り掛けた。

「──え、タフタ……もうそんな時間……!?　申し訳ございません！　わたくしがシキナシ・ナキシにございます！」

　深々と礼をする彼女を尻目に、魔王様とやらがナツに問い掛けた。

「なっちゃん、テーケージギョーって、何の話？」

「ん？　ああ、フユも話聞いてけば？」

　何だか、面倒なことになりそうである。
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「──イセカイ人？　魔王様が？」

「だからあたし、何度もそう言ってたじゃないですか……」

　会議室のテーブル。俺とナツの対面で、ナキシ氏と魔王が並んで言葉を交わしている。

「一ヶ月前に突然このお城に来ちゃったっぽいだけで、それまでは普通に日本の家にいたんです」

「戯たわ言ごとを仰おつしやらないで下さいませ。魔王様はご生誕からずっとこの城にいらっしゃったでしょう」

　先ほど、ナツと魔王が改めて自分たちの境遇を説明したところだったが、ナキシ氏は一向にそれを受け入れない。

「だからそんな訳なくって……それだとあたしがなっちゃんと知り合いだってことの説明がつかない的な感じじゃないですか？」

「そーそー。この何百年かで人間と魔族で付き合いが無かったんでしょ？　それなら私とフユが知り合いだっていうの、おかしいじゃん」

「いやしかし、魔王様はよく脱走を試みるお方にございます故、その際に知り合ったあなたに口裏を合わせるようお仕組みあそばされて──」

「でもあたし全然脱走できてないじゃないですよぅ。いつもシキさんが直前で止めるから……」

「当然にございます。あまり身勝手な振る舞いもいい加減お控え下さいませ」

　ナツも加わっての現状把握に熱がこもり始めるが、聞いていると、どうやらナキシ氏と他の二人の言うことに根本的なズレが生じていた。

　ナツと魔王は一ヶ月前にこの地に来たはずだが、ナキシ氏はそれ以前からずっと魔王がここにいた、と言う。

「確かに魔王様はこの一ヶ月、急におかしな言動をなさるようになりましたが、しかし、このわたくしの記憶に懸けて、それ以前から魔王様はこの魔王城の主にございました」

　それに──と、彼女は付け加える。

「その尖とがった耳は魔族の証あかし。魔王様もわたくしも、この世の魔族の血を引く身でございます」

　言われてみれば、確かにナキシ氏も魔王も、耳のてっぺんがやや尖とがっている。対して、俺やナツなどのいわゆる人間の耳は丸い。

「あれ、ホント……。フユ、あんたその耳どうしたの？　整形？」

「ちち違うよぅ。こっちの世界に来たら急にこんな風になってて……っていうかなっちゃんも、手の痣あざどうしたの？　メンヘラ自傷行為？」

「違う！　私もこっちに来た時から急にこんな風になってて……どういうこと？」

　急に俺に振られた。多分俺が一番把握してないと思うんですが。

「いや、正直僕にも何が何だかさっぱりで……」

「うちの城には魔王様の直筆のサインが記された過去の文書も多くございます。それが何より、魔王様がこれまでここにいらっしゃった証拠ではございませんか」

　ナキシ氏は、紐ひもで綴つづられた書類の束をバラバラとめくり、ギャル文字で記された「ゆふいんいふゆ」のサインを幾度も晒さらした。

「こんな一年も二年も前の日付のやつ、あたし知らないですもん！　何がどうなってるかなんてあたしだってさっぱりですもん！」

「魔王様の戯たわ言ごともここまで来ると圧巻にございますね。さっぱり意味が分かりません」

「あたしだって分かんないですよぅ……助けてなっちゃん」

「んー、全然意味分かんない。ねえハル、これどうなってるの？」

　ナツがとんでもないことを言ってきた。今の話の流れで、なにゆえ俺にどうにかできると思えるのだろう。女なら何言っても許されるの？

　この魔王の態度や発言を見る限り、ナツと同じく異世界人であることは間違いなさそうだ。しかし、このナキシ氏が噓うそを言っているようにも思えない。この二人の記憶の食い違いは一体──。

「あ、サインで思い出したけど、フユさ、この前の書類どうしてギャル文字で名前書いてたの？」

　俺が問いの答えを必死に考えていると、当の質問者はすでに別の話題に移っていた。ざけんな。

「え？　あれはシキさんが『ここにサインを』って言うから……こう、サインっぽい感じに崩して書いた方が良いいのかなって……」

「あー、芸能人的な、はいはい、分かる分かる」

「どういうことだ。さっぱり分からない」

「ハルは分かんなくていい、こっちの話。っていうか、さっきの答えは？　どうなってるの？」

　さっきのはさっきのでまだ続いていたらしい。

「そうですよ、あたし、一体どうなっちゃってるっぽいんですか？」

「魔王様の虚言癖について何かお分かりであれば、わたくしも是非伺いたく存じます」

　みんな食いついてきた。マジかよ。

「えーと、ですね……」

　俺は咳せき払ばらいを一つ打ち、唯一どうにかできそうなことを言う。

「それ、今日の打ち合わせと関係無いので、一旦保留にしましょう」

「それ、つまり分かんないってこと？」

　ナツが何やら核心的なことを言った気がしたが、無視して進める。

「今日はとりあえず、先般お送りしておりました、うちとの事業についてのご説明を──」

「いや、別に私はそんなことのために来た訳じゃないんだけど」

　ナツが何か言っているが、そもそも建前上の彼女の役割は道中の護衛である。本来ならこの場での発言権すら無いことを忘れてはならない──というようなことを事前に説明しておいたはずだが、やはり微み塵じんも理解する気は無かったらしい。

「いかがですか、ナキシさん」

「仰おつしやることはもっともにございます。冷静さを欠いておりました。失礼いたしました」

　この人は異世界人と違い、分別がある。落ち着いている。やかましくない。物腰が丁寧。理不尽なことを言わない。優しい。好き。

「改めまして、タフタ町財政係のハルサス・サルハと申します。こちらは今回護衛として雇った勇者のツナマ・アマナツです。それぞれハルとナツとお呼び下さい」

「あ、えっと、あたしは湯ゆ布ふ院いん衣い冬ふゆって──」

「魔王様はさっさと魔王室へお戻り下さい。わたくしは秘書のシキナシ・ナキシと申しますが、お声掛けの際はシキとお呼び下さいませ」

　ナキシ氏は流れるようなコンボで魔王への指示と俺への挨拶を終えた。

「え、でもでも、あたしも打ち合わせしたいっぽい的な……」

「魔王様はまだ文書決裁が──」

「書類読むの疲れるんですよぅ……何書いてるかよく分かんないですしぃ……お願いですからたまにはお話する仕事させて下さいよぅ……」

「……致し方ない……この時間だけですよ？」

「お客さんの前だからシキさんが優しい……」

「魔王様？」

「ごめんなさい噓うそです」

　魔王が肩をすくめて縮こまる。どうやら話はついたらしい。あと、魔王の頭の中身も大体摑つかめた。とろけ過ぎて摑つかみたくないレベルのアレだ。

「えー、文書で送らせていただきましたとおり、平たく言えば、魔族の方々と穏便に共生し、できれば観光の一つの目玉として、そちらにもご協力頂きたい、というのが本日の提案です」

「伺っております」

「その前に一つ確認で──魔族と人間とでは、ここ二百年間、ほぼ関わりが無かった訳ですが、その……魔族さんは未いまだに人間を征服してやるぞ、みたいな、そういうのってあるんでしょうか」

　努めて笑顔で尋ねた。でもきっと引きつった笑いになっているだろう。汗が止まらない。

「正直な話をさせて頂きますと、さほど……」

「そういうつもりは無い、と？」

「無いという訳ではございませんが、もうそこまで期待している魔族も少なくなっておりまして……ほら、魔王様もこんな感じですし」

「ええ、分かります」

「あ、あの、あたし今バカにされました？　あたしの座高が高いからですか？」

　突如コンプレックスに苛さいなまれたらしい魔王がシキ氏の肩を揺するが、シキ氏は無視して続ける。

「逆に、人間側は如何いか様ようなお心積もりにございましょう？　魔族を滅ぼすとかそういう……」

「いえ、こちらも全くそういう声が無い訳ではないですが、ほぼそういうことは諦めてるというか、もうそこまでしてもしょうがないよねというか」

「それは僥ぎよう倖こう」

「あ、もちろんうちの街の話であって、他の街も同様という風には言い切れませんけれども」

「無論左様にございましょう。故に、洞窟の封鎖は続けさせて頂きたく存じます」

　シキ氏は笑顔を崩さず、サラッと呟つぶやいた。こちらの狙いもまさしくそれ──洞窟の開放だったのだが、先手を打たれてしまった。

「わたくし共も自衛手段は必要にございますが、洞窟を開放してしまえばそれも叶かないません。レベルの育った勇者にいつ安全を脅おびやかされないとも限りませぬ故」

　確かにそのとおりではある。ただ、こちらもあの洞窟を塞がれることにより、支障は被こうむっているのだ。三番目の街へ行くのに空路は高いし、山越えは時間が掛かる。ある程度戦闘に長たけた人間ならば、洞窟ルートが最も速く移動できる手段であるが、それが二百年、塞がれているのだ。

「それにこれは、互いに契約書も交わしております故、今さら何か新たなお話が出てくるようなこともございませんでしょうが」

　シキ氏は変わらず笑顔で言う。ああ、この女、実はそんなに良いい人ではないのかもしれない。

　まあしょうがない。この件に関しては今日の主題ではないし、そもそも上手うまくいくとも思っていない。とりあえず保留。

「それについては了解です。それでは本題──観光事業の件なのですが」

「伺います」

「一言で申し上げますと、魔王様を我が町にご招待したいのです」

「魔王様を？」

「洞窟封鎖と引き換えに、我が町の安全を魔族様にお守り頂きかれこれ二百年ですから、友好二百年の記念として──です」

「それと観光とどんな関係が──」

「現職の魔王様のお姿を拝見した人間というのは存在しませんから、魔王様がいらっしゃるとなれば、それはもう多くの人間が我が町に来ます」

　そして、金が落ちる。街の事業者の収入が増える。うちの税収も増える。

「魔王様を呼び水にするという──？」

　シキ氏の笑顔が一瞬険しくなる。俺も努めて笑顔を崩さないようにしているが、汗は止まらない。

「え、あたし旅行できるんですか？　行きます」

「魔王様、軽々しくそのような──」

「魔王命令、魔王命令、行きます行きます」

「魔王命令は魔族行政規則第八条に定める第四号様式による書面で通知することにより効力が発せられるので、今の命令は無効にございます」

「えっえっえっえっ？」

　魔王の目が泳ぎ、声が上ずる。

「そちらの魔王様、泡噴きそうになってますけど大丈夫ですか」

「行政用語を耳にすると拒否反応を起こすご体質なのです」

「あの、あ、あたし今バカにされました？　あたしが末っ子長女だからですか？」

　なるほどシキ氏も苦労が絶えないであろう。

「それよりハル殿、魔王様を衆目に晒さらすなど危険極まりのうございます。良からぬことを考える人間がおらぬとも限りませぬ故」

「もちろん安全対策は万全を尽くします」

　しかし、日常的にドアを吹っ飛ばすような魔王様を、果たして人間が倒すことなどできるだろうか。逆に消し炭にされそうである。

「ねえシキさん、一生のお願いです、あたし旅行したいです」

「一生のお願いはこれで六十二回目、却下したものを含めれば三千二百五十六回目にございます」

「じゃあ六十二回生き返りますから！　お願いしますよぅ！」

「そういう問題ではございません！」

「じゃじゃ、じゃあどういう問題ですかぁ!?　も、問題点が不明瞭！　問題点が不明瞭です！」

　強引に逆ギレした魔王に、シキ氏は頭を抱える。

「致し方ございません……」

　シキ氏が諦めたように呟つぶやいた。

「タフタ町のご提案、お受けいたしましょう」

「本当ですか？」

「ただし、こちらがリスクを負う代わり、そちらにもリスクを引き受けて頂きます」

「と仰おつしやいますと？」

「事業が完了するまで、そちらの街から人質を頂きましょう」

「人質……ですか？」

「事業を行うにあたり、今後、魔王城へタフタ町の方の出入りも増えていくことと存じます故」

「うちが魔王様に対して何かすると──？」

「疑っている訳ではございません。ただ、不安は常に付きまといましょう？　我が魔族内部の者たちを納得させる口実としても、一つ、友好の証あかしということで──」

　友好の証あかしに人質というのもおかしな話だが、相手が乗り気なのはチャンスだ。引くべきか、押すべきか──。

「例えば人質というのは具体的に誰を……？」

「こちらが魔王様のお命を危険に晒さらすことを鑑かんがみれば、街の責任者、あるいはその親族──」

　やはり町長か。俺は唇を嚙かみつつ会話を続けた。

「うちの町長には母、妻、娘がおりますが──」

「さすがに町長本人という訳にもいきませんでしょう。そのお三方のいずれかが適任かと」

「では……奥さんでしょうか。娘さんは今が盛りの十六歳ですし、お母様はもうご高齢で」

「お待ち下さいませ、父と娘を残すと、家庭環境が地に落ちること請け合いにございます」

「えっ」

「それ分かる。私もお父さんと一緒に過ごすとかマジヤバいし。死にそう」

　ナツが口を挟んできた。シキ氏と同調して、うんうんと頷うなずいている。

「いえ、しかしですね、娘さんは今、始まりの街の学校の寮にいらっしゃるので、町長と同居している訳ではないんですよ。だから──」

「されば余計に奥方はまずうございましょう。娘が久々に里帰りした際に母親がいなくては」

「そうだよ、お父さんなんて娘の話に付いてこれないし、臭いし、マジ最悪」

「ナツは黙って。……でもまあ、それなら奥さんと娘さん二人に来てもらう……あ、ダメだ、娘さんがお祖母ばあちゃん子なんだ」

「致し方ございません。されば三人──母・妻・娘、全てこちらの城でお引き受けいたしましょう」

「三人もですか？」

「町長のお子に寂しい思いをさせるのは本意ではございませぬ故」

「うわ、ハル、この人優しい。ヤバい」

「シキさん、お客さんの前だとこんなに優しいんですねぇ……」

　ナツと魔王がそれぞれ感嘆の声を上げていた。

　しかし、娘を案じているなら、そもそも人質自体を撤回してくれれば良いだけなのだが、この二人は一体どこに感動したのだろう。

　釈然としない中、俺の頭の中には町長の顔が浮かんでいた。人質なんて、あの人は納得するか？

　家族全員魔王城に奪われ、自分一人だけ家に残る。そんなの承諾する訳が無い。

　いや、立場的に町長が断らずとも、奥さんや娘さんが納得するとも思えない。全て白紙。今日ここに来たのも無駄足となりそうだ。

　結局俺は、「この件について持ち帰って内部で検討します」と言い残し、ナツと二人、魔王城を去った。ナツは「フユと一緒に元の世界に云うん々ぬん」と何やら喚わめいていたが、元の世界とやらに帰る手段が見つかっていない以上、どうすることもできなかったようだ。
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　その三日後の朝。上司の実務長から告げられた。

「魔族との観光事業の件、進めてくれ」

「──は？」

「町長の家族が承諾したらしい」

「まさか、噓うそでしょう？」

「皆、乗り気らしい。『魔王城？　行ってみたい行ってみたい』──特に娘さんが」

「奥さんとお母さんは？」

「『あの子が帰ってこない家にいてもね……』──ということで、みんな魔王城を選んだ」

「魔王城ですよ？　魔族の拠点ですよ？　町長より、魔王城を選んだってことですか？」

「男親なんてそんなもんだ。お前も子供を持てば分かる」

「そんなもんって……町長、大丈夫なんですか？　その、精神的に……」

「ありゃダメだな。今日もさっき、何も無いところジーッと五分くらい見続けたかと思えば──」

　その時、建物の奥の部屋──町長室の扉が家鳴りと共にひらいた。そこに立っているのは青い顔で虚うつろな表情を見せる町長その人だった。

「（ま、そういうことだから頼んだ）」

　実務長は急に声を潜めると、外勤のため素早く外へと立ち去った。

　すると、入れ替わりで中に入ってきた女性が一人。セーラー服の勇者である。

「ハル、仕事してる？」

「何しに来た」

　入り口付近のカウンターに移り声を掛ける。

「山に薬草？　的なもの採りに行くついでに通り掛かったから──って、あれ誰？」

　ナツは町長に視線を向ける。町長は外のトイレに用を足しに行くのか、ゆっくりとこちらに歩いてきていた。

「（うちの町長だ）」

「（何で小声なの）」

　俺につられて、ナツも声を潜める。

「（例の人質の件で……家族が承諾したんだ）」

「あ、やっぱり」

　ナツは両手を合わせて音をパチンと鳴らす。

「私の言ったとおりでしょ？　娘からしたらお父さんなんて別に一緒にいたくないし、目にしみるような苦いニオイするし、きっとその子も凄すごく喜んでるんじゃない？」

「（声がデカい、声が──！）」

　ナツのすぐ後ろ、玄関扉に手を掛けていた町長の動きが止まる。

　そしてその直立状態からゆっくりと体が傾いていき──。

「町長!?」

　泡を噴き、仰向けに倒れていた。

「え？　ちょっと？　何？　どうしたの？」

「ナツが余計なこと言うから……！　すいません先輩、医者呼んでもらえますか!?」

　町長に駆け寄りつつ、自席に座る先輩職員に呼び掛けた。静かだった役所が突如慌ただしくなる。

　異世界ＪＫのトラブルは、まだ続きそうだ。
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　九月も十日を過ぎた頃。俺はタフタ町の隣──三番目の街ミンミに来ていた。

　魔王を我がタフタ町に招致し、友好協定締結のセレモニーを行い、魔王目当てに全土からやってくる物好きな野次馬連中を観光客として引き入れる。

　それが今回の魔族を利用した観光事業のあらましだったが、そのセレモニーが二十日後に迫っている。

　そのため、この世界に存在する、うちを除いた四つの街に、イベント周知のための宣伝協力をしてもらう必要があった。

　既に文面での依頼と承諾は済んでいたため、今日は改めて顔を合わせての挨拶と、広報用の文書の届け出が目的だ。

　石造りの二階建て建築。木造平屋建てで手狭なうちとは規模も格式も違う。ちょっと中に入れば、数十の職員が忙せわしなく動き、市民と思おぼしき一般人もまたひっきりなしに出入りしていた。

「ここ、ハルのとこと違って、ちゃんと仕事してるね」

　俺の隣では、異世界女子のナツが、半開きの口で何か言っている。こちらの世界では勇者の職に就いているが、異世界では女子高生とかいうまこと奇々怪々な立場にあったらしい。

「変なことを言うんじゃない」

「でもタフタ町って、役場に全然人いない」

「うちは慢性的に人が足りてないから、役場に常駐できる職員がいないんだよ。貧乏暇なし」

　ナツに説明しながら二階に上がると、財政課のフロアに着いた。一階とは違って市民の出入りが少なく、静かなものである。

　そして俺は、椅子に座ったまま書類に目を通す一人の男性に声を掛けた。

「カルツ主任、ご無沙汰です」

「お、来たね。じゃあこっちにどうぞ」

　俺よりも十歳近く上の彼は、応接室へと俺たちを通した。主任は軽く挨拶を済ませると、改めてこちらに着席を促し、自分もまた席に着く。

「ハルくん、魔王城行ってきたんだってね？」

「おかげさまで」

「よく生きてるね」

「僕も不思議です」

　冗談めかして笑い合うが、そう冗談でもない。互いにそれは理解しているはずだ。

「まあ魔族と仲良くやっていこうっていうなら、悪い話じゃないな」

「そうですか？」

　などと相あい槌づちを打ってみるが、主任の反応は予想どおりでもある。

「魔王を倒す下調べを──なんていう話よりかはよっぽど良いいさ。こんなこと言っちゃ何だけど、魔王が倒されたらうちも……ねえ？」

　言わずとも分かるだろ、という吐息が場の空気に溶け込んだ。

「それに、観光と結びつけるんなら、今後の税収の当てにもなるんだろ？」

「成功すれば、ですけど」

「是非とも成功させてくれ。でもって、うちへの返済もバーンと済ませたりしてさ」

　主任は笑っている。半分冗談だが、半分は本気だろう。うちの街の借金はここからの借り分がたんまりある。頭が上がらない。

「できれば封鎖されている洞窟も開放して、人の出入りを増やせればとも思っています」

　二百年前に魔族と交わした（と言うより、力関係により交わすことを余儀なくされた）契約により、タフタとミンミを結ぶ洞窟はずっと封鎖されてきた。

　勇者は始まりの街で生まれるが、そこから二番目の街タフタ、三番目の街ミンミへと魔獣を倒しながら冒険することで経験値を得て、魔王城を目指す──というのは過去の話。

　そうして順調に勇者のレベルが上がってしまっては、魔族もいつ自分たちが危険に晒さらされるか知れない。だから彼らは洞窟を封鎖することで、序盤の勇者がそこに棲すみつく魔獣と遭遇することを防いだ。つまり、手頃な経験値を持った魔獣との遭遇を防ぎ、勇者のレベルアップを非効率化させたのだ。

　洞窟を使わない山越えルートは魔獣が強過ぎて殺されてしまうし、今日の俺たちのように空路で抜ければ、魔獣と出会わない代わりに経験値も得られない。

　だからここ二百年、新米勇者がレベルアップをするには、血縁関係のような、信頼に足る繫つながりを持つ強つわ者ものを師とし、彼らに付き従い、半ば護まもられるようにしながら、（レベルに見合わない）強い魔獣と戦うしかない。それでも、複数人での戦闘は得られる経験値も少ないため、やはり効率は悪い。

　そういう現状の中、封鎖された洞窟の開放というのは、タフタ町にとっての懸案事項である。

　洞窟が開放されれば、始まりの街から洞窟を目指して来る勇者も俄が然ぜん増える。そうなれば、その通り道であるタフタ町においては、宿屋の利用や食料売買の機会も増える。また、手付かずだった洞窟内の資源利用も見込まれるため、それに伴う経済効果もあるだろう。それらがタフタ町で消費されれば、巡り巡って住民から得られる税収も増加するという訳だ。

「あー、洞窟ね、はいはい……」

　洞窟の開放、というこちらの言葉を聞いた主任は、肯定も否定もせず、含みを込めた半笑いを見せるに留まった。

「それで、あれでしょ、イベントの周知文書。うちの街の施設の掲示板に貼って、それから広報にも載せる感じでいいかな？」

　主任は先の話題を切り上げ、本題に入った。こちらもそのために来たのだから願ったり叶かなったりではあるが、やはり唐突さは否いなめない。

　そんな嚙かみ合あわない歯車のような気持ち悪さを感じつつ、俺たちは役場を後にした。

　その後、店で昼食用のパンを買っていたら、ナツが首を傾かしげて話し掛けてきた。

「意味分かんないんだけど」

「何がだ」

「この街、魔王と仲良いの？」

「まさか。良いも悪いも無い。我関せず、だな」

「でも魔王倒されたら困るみたいな感じだった」

　なるほど、さすがのナツでもそれくらいは理解してくれたらしい。

「魔王が倒されたら困るというより、それによって洞窟が開放されることが困るんだ」

「どういうこと？」

「今の時代、もはや勇者が魔王を倒す気はない、っていうことは前に少し説明したよな」

「強いし何度も復活するしもういーや、っていう感じのアレ？」

「そういう感じのソレだ。じゃあ勇者は、普段何をして金を稼いでいる？」

「知らない」

「ちょっとくらい考えてくれ。聞いたこっちが恥ずかしくなっちゃうだろ」

　そもそもお前も勇者だぞ。護衛任務で日当を貰もらっていただろうが。

「強盗とか？」

「稀まれにそういう勇者もいるけども……普通は魔獣を狩って、それを業者に売る」

　魔力が宿った魔獣の皮や内臓は、加工業者には高値で売れることも多い。

「ふーん。でもそのことと、魔王が倒されると困ることと、何の関係があるの？」

「勇者の縄張りと資源の問題だ」

「縄張りと資源？」

「これも前に話したけども、うちの街と三番目の街を繫つなぐ洞窟が、魔族の圧力によって封鎖されている。それによって、レベルの低い勇者が安全にレベルを上げることができていない」

「ちょうどいい経験値稼ぎの相手がいない、っていう話でしょ」

「そう。だから高いレベルの勇者がなかなか出てこない。でも、それが魔獣の個体数維持に繫つながっている」

「個体数維持？」

「魔獣だって無限にいる訳じゃない。狩り過ぎればいずれはいなくなる」

「魔獣って危ないんでしょ？　絶滅させた方が良いいんじゃないの？」

「人間にとっては金になる資源だ。絶滅すれば勇者が路頭に迷う」

「お金になるから獲とり過ぎないようにしましょう、ってこと？」

「そうだ。だから、よその街から続々と勇者がやってくると、それまでここの街の周辺を狩場にしていた勇者と衝突する。俺たちは適正な数を獲とってるのに勝手に何やってんだ──とかさ」

　事実、残っている資料を見れば、洞窟が封鎖される以前はそれでよくもめていたらしい。

「へー。じゃあ魔族との洞窟封鎖の契約が、結果的に一部の人の役に立ったってこと？」

「どちらかと言えば、魔族のいる世の中に人間が適応した、って言い方が正しいな」

　それと──。

「『魔族が人間の役に立った』っていう言い方は、色々と危険だからあまり口にするな」

　魔族を良く思わない人間はいるし、少なくともうちの街の「歴史的」住民感情としては打倒魔族である。

　このミンミの街も同じはずだ。決して魔族を肯定している訳ではない。しかし結果として、魔族による洞窟封鎖が街の勇者業を安定させている。皮肉なものだが、その皮肉な事実は厳然とそこに在るのだ。

「何て言うかアレだね。みんな色々考えてるんだね」

　ナツはとても大胆に話をまとめた。そうだね。
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「魔族と友好だなんだというが、そもそも洞窟を封鎖してこちらの街の経済を潰してきたのは魔族ではないか」

　そんなごもっともな意見を頂戴したのは、翌日。

　タフタ町役場に乗り込んできたのは、御年七十を数えるサンドラ氏。白髪と白しら髭ひげを蓄え、自身に与くみする数十人の署名を町長に見せていた。

『魔族との友好協定締結反対及び、タフタ町民の誇りと尊厳を回復する嘆願書』

　それによってサンドラ氏が主張するのは、つまりこういうことだ。

　この街の経済を潰したのは魔族なのだから、友好協定の前にまず謝罪を求めるべきである。そうして、長らく虐しいたげられていた町の地位と尊厳を取り戻すこと。また、洞窟を即時開放し、この二百年間の経済損失について魔族に賠償を求めること。

　──なるほど老害である。

　現実が全く見えていないのだ。こんなことを魔族に言ってみたところで戦争になるだけ──いや、それどころか相手にもされないだろう。

「お前か、担当者は！」

　町長との話し合いが済んだのか、あるいは途中で打ち切ったのか、町長室から出てきたサンドラ氏は、一目散に俺の席へとやってきて、机にバンと手を置いた。

「どうもお久し振りです、サンドラさん」

「挨拶など要らん！　町長もお前もどういうつもりだ！　魔族と友好協定など！」

「三週間前、事前に町民への意見聴取はしたはずなんですけどね。この前締め切りましたけど、反対意見出てきませんでしたよ」

「当たり前だ！　誰も上手うまくいくなんて思っとらんかったからな！　しかしここまで話が進んでしまえば別だ！」

　とんでもない理屈である。自分の予想と違ったから慌てています、と言っているようなものではないか。

「洞窟を一方的に封鎖に追い込んできた憎き魔族と、どうして馴なれ合あう必要がある!?」

「逆です。馴なれ合あわなくちゃ洞窟を開放できないんです。この友好協定は洞窟開放の第一歩なんですよ」

「ふざけるな！　必要なのは友好協定などではない！　謝罪だ！　相手の誠意だ！」

「無理ですよ。二百年前に、こっちも『洞窟封鎖して良いですよ』っていう契約書にサインしてるんですから。形式的には互いの合意があったってことになってるんです」

「知るか！　そもそも魔族というのは、いつも我々の邪魔をする！　かつて儂わしらの農地が、魔族の瘴しよう気きにあてられ全滅したことすらある！」

「それは肥料の配合を誤っていたのと天候不順が重なっただけです。四十年前の資料ですけど読みます？」

　俺は机の下の資料簿を取り出すが、サンドラ氏の右手は勢いよくそれを払いのけた。

「お前はこの街を魔族に売るつもりか!?」

「そんな訳無いでしょう。そもそも財政破綻目前のタフタ町を欲しがる人なんていません」

「うるさい！　そうやってまた魔族の言いなりになるつもりか!?　対等な力を持て！　魔王を倒せる勇者の一人でも連れてこい！　魔王なんてさっさと倒してしまえ！」

　ドスドスと足音を立てて役場を後にするサンドラ氏。

　嵐が去って訪れた静寂は、重量を伴って俺の肩にのしかかった。そして今日もまた溜ため息いき。

　アホのような話だ。

　魔族と仲良くして洞窟を開けようとしたら、仲良くするのは良いいが洞窟は開けるなと隣町からつつかれ、はたまた自分の街の住民からは、魔族を倒して洞窟を開けろと詰め寄られる。

　町長は自席に突っ伏しているのか、町長室から全く出てこない。そして他の職員はやはり今日も外勤に出ている。

　限りなく独りに近い役場の中で、限りなく白さ湯ゆに近い茶を口に運ぶ。

　その時だ。

　サササ、と外から足音が聞こえたかと思うと、役場のドアが開いた。

　恐る恐るという様子で、ドアを盾に室内を覗のぞき見る少女。大きな黒い帽子で日陰となった目元では、上目遣いの瞳が見え隠れする。

「あのぉ、ハルさんいますか？　魔王ですけどぉ」

　俺は茶を噴き出した。

「あっ、ハルさん──え？　今あたしを見て吐きました？　あ、あたしがどちらかというと陰キャだからですか？」

　ああ、この受け答えは間違いない。一ヶ月前に魔王城で会ったその人だ。

　俺は即座に席を立ち、その小さな少女の腕を引いて外へ出た。

「まさか魔王城から一人で来たんですか？」

「えっ、お、怒ってます？」

「いいから質問に答えて」

「あっ、ふた──三人くらいで来ました」

「噓うそおっしゃい！」

「はい噓うそですごめんなさい！　抜け出して一人で来ました！」

　だろうよ！

　俺は彼女の腕を引き、近くの林を目指して走り出す。

「あっ、ど、どこへ連れて行くんですか？」

「静かに！　とりあえず人気の無いところまでいきますよ！」

「人気の無いところ……？　えっえっ、それはあたしが中の下だからですか？　中の下だから無理やりでもいいだろ的な感じですか？」

　何やら俺の性癖が疑われるようなことを言っているが、構わず林の中へと彼女を連れ込んだ。周囲に人がいないことを確認して、俺は潜めた声で尋ねる。

「一体どういうつもりですか？」

「えっえっ、あ、あたし、そんなつもりじゃないのに……」

　羽織った黒いケープの下で、彼女は自身の体を隠すように腕を組んだ。泣きそうな声で「堪かん忍にんしてぇ……」と呟つぶやいている。

「何を勘違いしてるんですか！　僕にだってそんなつもりは無い！」

「ひぇっ」

　彼女は帽子で顔を隠し、俺の怒号が遮られる。か弱い小動物を虐いじめているような罪悪感に駆られた俺は、咳せき払ばらいで仕切り直す。

「……フユさん、あなた今、ご自身の立場を分かってますか？」

「怒られてて怖い」

「感想じゃなくて立場。……元は異世界人かもしれませんが、今は魔王様なんですよ」

「嫌です」

「嫌かもしれないけど魔王様なんです。魔族の一番偉い人ですよ。そんな人が護衛も付けずに、たった一人でこんな所まで──」

「えっ、でも、この町は安全ですよね？　魔族と友好協定？　仲良し？　です？」

　えへっ、と恐る恐る正解を窺うかがう笑みを見せる魔王。

　ミンミの職員もタフタの住民も、これだけ素直だったらどんなに良いいだろう。

「街の住民だって一枚岩じゃないんです。ついさっきまであの役場に、魔王なんてぶっ倒してやると豪語してた人間もいたんですよ？」

「えっえっ、友好協定は噓うそだったんですか？　ひどいです！　う、噓うそつき！　ひ、人でなし！　クソザコなめくじ！」

　身を案じたのに罵倒される理不尽さよ。しかし俺も、ここ数年の役所勤めでストレス耐性は付いていた。でも最後のはお前許さないからな。

「とにかく、できるだけすぐ帰って下さい。まだあなたの姿は公表されていませんけど、情報はどこから漏れているか分かりませんから」

「でもでも！　いい加減魔王城にいるの飽きたんですよ！　もっとなっちゃんと会いたい！」

「気持ちはお察しします。でもそれが、お城の人に内緒で抜け出していい理由になりますか？」

　幼少の子供にするような説教。すると魔王は、帽子のツバを両手で下げて、上目遣いでいじけたようにこちらを見てきた。

「ハルさんって、うちの秘書のシキさんと同じような意地悪言いますよね？　何か今もバカにした目で見てませんか？」

「意地悪なんてとんでもない。僕はさっきからあなたのことを心配してるんですよ？」

「えっ」

「驚くところじゃないです。あなたのことが心配だから、早く帰れだの一人で来るなだのと言っているんです」

　この街で魔王の身に何か起きてみろ。それこそ魔族との全面戦争だ。要するに魔王の存在というのは、今の俺にとってなるべく関わりたくない不測の災害のようなものなのだ。

　そんな俺の考えが果たして理解されたのかどうか、魔王は急にしおらしい態度を取り始めた。

「あたしのことが心配って、えっ、それはあれですか？　あたしが上の下だからですか？」

「は？」

「あっ、す、すいません調子乗りました。いっても中の上ですよね。えへっ」

　頰を赤らめて笑っている。

　役所勤めで大抵の人間の相手はできるつもりでいたが、これは新種だな……。

　俺が心の距離感を測りかねていると、彼女は物理的な距離を一気に縮め、俺の懐ふところに身を寄せた。そして、大きな帽子を外して言う。

「ちょ、ちょっとだけなら、頭を撫なでてみてもいいですよ。えへっ」

　怖っ。
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　俺のコミュニケーション能力が悲鳴を上げている。予期する反応が全く返ってこない。

　自己評価が低いのか高いのかよく分からない魔王に戸惑っていると、林の向こうから足音が聞こえてきた。

「魔王様、誰か来ました。離れて」

「えっ、でもあたしのことが心配なら離れない方が良いいと思います。な、撫なでていいんですよ」

「そういう話じゃないんですよ」

「どうしてそこまで照れてるんですか？　もしかして、実はあたし、じょ、上の中ですか？　だから激しく照れてるんですか？」

　何故なぜかさらに頑かたくなに引っ付こうとしてきた魔王から逃れようとしていると、ついに足音がすぐ傍そばで鳴った。

「誰かいるの？」

　と、茂みから顔を覗のぞき込こんできたのは──。

「……ハル──と、フユ？」

　──ナツ。

　彼女は俺と、俺の胸元に頭をくりくりとこすりつける魔王を黙って眺めている。若干眉間にシワが寄っているようにも見えた。

「ハル、あんたフユに何してんの？」

「待て、俺が何かしてるように見えるか？　俺は何かされてる側だ」

　そして実際に何をされてるのか、当事者でも全く分からない。

「ほら魔王様、本当に早く帰って下さい。僕、今日はこの後、外せない用件もあるんです」

　俺は魔王を引きはがす。

「用件って？　今日何かあるの？」とナツ。

「町長の娘が帰ってくるからな。顔見せと挨拶をする必要があるんだ」

　セレモニーに伴い魔王がうちの町に来る交換条件として、魔族側は、うちの町から人質を出すことを提案していた。その条件を吞のむしかなかったタフタ町は、町長の母・妻・娘の計三人を、魔王城に引き渡すことを決定していたのだ。

「町長の娘──？　元々この街にいないんだっけ？」

「今までは始まりの町──トヒト町の学校に通っていたが、今回の件で休学して戻ってくる」

「ああ、魔王城に人質に出されるんだっけ。その前に最後の一家団だん欒らん──みたいな感じ？」

「人質じゃない。人材交流だ」

　世間的な建前としては、友好関係を築くための文化人材交流である。表立って人質という言葉を使える訳ではない。

「でもー、世間は人質だって分かってる系だけどねー」

「まあそうだけども──あ？」

　ちょっと待て、今、誰が喋しやべった？

　間延びした女の声。

　ナツのものでも、魔王のものでもない。

　振り向いた先にいたのは、一人の茶髪の少女。無造作に結われてぴょんと跳ねた前髪の束をつまみながら、俺たちの目の前まで歩いてきた。

　彼女のウェーブの掛かった後ろ髪は首筋まで伸びており、ところどころ跳ねている。また、どういう訳か、頭頂部の毛髪だけ金色ではなく黒色に染まっていた。

　それに衣服。下のロングスカートはいいが、上の──肩と胸元の布地が少な過ぎる気がする。随分と露出の多い服を着ているものだ。

「……どなたです？」と俺。

「あきのこと？」

　少女は自身を指差して言う。俺と同じくらいの年代に見えるが、どうにも喋しやべり方がぽやぽやしていた。

「アキさんと仰おつしやるんですね？　アキ──」

　待て、確か町長の娘の名が──。

　いやまさか。仮にも権威ある町長のお嬢様だぞ。こんな開放的な衣服を纏まとい、こんな適当な言葉遣いな訳──。

「あの、恐らく僕の勘違いだとは思うのですが、アキ・キアサというお名前にお心当たりは？」

「それ、あきのこと」

　ふざけんなよマジでお前。町長の娘がどうしてこんな所をノコノコ歩いてんだよ。って言うか到着の時間が予定と全然違うし、魔王といいこの小娘といい、どうしてお偉い立場の人間は往々にして突然いきなり前触れなく俺の目の前に現れるんだよ。発作で殺すつもりか。

「お待ち下さいアキ嬢。もうお父様とはお会いになりましたか？」

「ユーバさんのこと？」

　父親を名と敬称で呼んだ。家族仲が心配です。

「まだ会ってない系。ってゆーか、ユーバさんどこいるか、あき知らない系だしー」

「では今からご案内します。──という訳だから、まお──フユちゃん、早くおうちに帰りなさいね」

　と、俺が魔王の身分をごまかしつつ、帰宅を促すが──。

　魔王はポケーっとした顔でアキ嬢を眺めている。そして、その横にいたナツもまた、全く同じ反応を示していた。

「二人とも？　どうした？」

「何でアキがいるの？」

　ナツが目を大きく開けて呟つぶやいた。

「こらナツ、呼び捨てはやめろ。俺だって信じられないけど仮にも多分恐らく町長のご令嬢だぞ。どこぞの知り合いみたいに──」

　俺がそこまで声に出した時だ。

「あー、なっちん、フユちょん。やっぱりいた系だー」

　眠たげな目で、しかし明確な声色で、アキ嬢が口をひらいていた。

　俺の胸の中を、悪お寒かんが駆け巡る。そして俺は、右手を挙げてこう尋ねるのだ。

「……この中で、女子高生の人ー？」

　天に上がる、三人の女子の手。

　マジかよ。
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「多分ねー、この世界ってゆーのは、私あきが作ったアプリゲームの世界でー。そー考えれば辻つじ褄つま合う系なんだよねー」

　五分後、変わらず林の中で、木き浅あさ亜あ紀きはそう言った。

「アプリ？　あんた何言ってんの？」とナツ。

「去年なっちんとフユちょんにインストールしてあげたやつ。覚えてない系？」

「あ！　あのクッソ重い素人しろうとアプリ？　まともに動かなかったから開始十秒でやめたわ。思い出した」

「そーそー、それそれ。街の名前とか、マップの設定とか、言語とか単位とか、この世界とゲームとで全部一緒な感じでー」

「あ、もしかして、だからみんな日本語使ってるの？　街の名前も子供が適当に付けたような名前ばっかりだし……」

「でもってー、あきと、なっちんとフユちょんが来ちゃったのはー、多分、うちら三人だけがスマホにゲームをインストールしてたからかなー、っていう」

「待って待って、そこ分かんない。私たち三人がインストールしてたのは良いいとして、どうしてそれでゲームの中に入る、なんてことになるの？」

「んー、不思議な力みたいな？」

　それを聞き、脱力するナツ。話を聞いていても俺はよく分からないが、どうやら肝心の部分が未いまだ不明であるらしいことは理解できた。

「っていうか、アキも作るならもっとまともな世界観のゲーム作りなよ。勇者が魔王倒すの諦めましたなんていう世界、ひねくれ過ぎでしょ」

「あ、それ違う系」

「何が？」

「元々は、勇者が魔王を倒すゲームとしてあきが作ったの。でも、その後、勝手に変わった系」

「は？　勝手に変わる？」

「キャラクターには人工知能をプログラミングしてるから、モブの一人一人がきちんと思考してる系でー。その結果として、時間経過とともに社会も変わる、みたいな感じ」

「もっと分わかり易やすく言えない？」

「んー、ゲーム自体が小さな社会っていうか、剣と魔法がある小ちっちゃい日本みたいな感じ。この一年でゲーム内では二百年が経たってて、たくさんの個性を持ったＡＩ同士が関わった結果、こういう社会になりました──かな？」

「つまり、アキが作り終えた時点のものとは、全然違う世界になってる、と？」

「面白い系でしょ？　開発者もどうなるか予測つかないゲーム。おかげで超絶重くて碌ろくに動かなくなっちゃったけど……まー、ゲームとしては失敗で、実験としては成功、みたいな？」

　んふー、と笑うアキ嬢に対し、ナツは大きく溜ため息いきをつく。

「全っ然面白くないし！　結局あんたのせいでこんな訳の分かんないことになってるってことでしょ!?　どうやって元の世界に戻ればいいんだっつーの!?」

「あ、それ、もしかしたら解決できる系」

「は？」

「ゲームである以上、主人公が目的をクリアするっていうゲームクリアの概念がある訳でー。そうなればゲームもとりあえず終わりってことだから、うちらみたいな異物も一旦リセットされて元に戻るのかなー、みたいな」

「主人公って誰？　そんなの設定されてんの？」

「時代ごとに設定されてるはずだよー。言っちゃえば、主人公属性がある系の人？」

「何それ」

「例えば勇者である、とかー」

「は？　私？　私主人公？」

「いやー、多分もーっと主人公属性がある人じゃないかなー」

「だからその主人公属性って何なの」

「勇者それ自体じゃなくってもー、勇者とか魔王とかに巻き込まれる周辺人物もそうだよねー。あとは、最初はしょっぼい田舎に住んでるとか……そーそー、死別もしくは生き別れた家族がいる、とか」

「ふざけないでよ、そんな意味分かんない属性てんこ盛りの人間、そうそういる訳──」

　ナツの言葉が止まる。どうしたのだろう。

「ハル、あんた主人公？」

「あ？　何が？」

「いや、あんたしかいないでしょ」

「だから何がだよ。正直俺は、今までの君たちの話、ほとんど意味が分からなかった」

「だって、私とフユっていう勇者と魔王と関わってて、こんなクッソしょぼい冗談みたいな田舎町にいて、しかもお父さんと──でしょ？」

　俺の質問に構わず、話を続けてくるナツ。何か最後だけモジモジ言いにくそうにしていた。恐らく俺が父親と生き別れているという現状を口にするのを憚はばかったのだろうが、その前にまず『クッソしょぼい冗談みたいな田舎街』についても憚はばかられる必要があったのではなかろうか。

「えっえっ、じゃあハルさんが主人公なら、ハルさんの目的を叶かなえてあげればゲームクリアで──あたしたちはここから出られるってこと？」

　魔王がアキ嬢に尋ねると、「そんな感じー」という答えが返ってきていた。

「とりあえず、私たちは今後、ハルのサポートをしていけば良いってことだよね？」

　ナツがアキ嬢に問う。

「可能性としてはまあ、そんな感じかなー」

「って言っても、ハルの目的？　ってつまりどういうこと？　ハル、あんた何が目的なの？」

「犯罪者を問い詰めるような言い方をするんじゃない。そんなこと俺が知るか」

「はあ？　自分の目的くらい把握しておいてよ」

「だからその目的っていうのが、何を指してて、どんな範はん疇ちゆうのことを言ってるのか分からないんだっつーの」

　少々言葉が荒くなってきてしまう。でも、こっちはさっきから訳の分からない単語ばかり出てきて、正直お手上げなのだ。察してくれ。

「んーとねー、目的っていうのは、言ってみればゲーム中のクエスト、って考えれば良い系だからー」

　伸ばした人差し指を自身の唇に当てつつ、アキ嬢が呟つぶやく。

「ハルくんの場合、勤め先の役場で起こるトラブルとかを解消したりー、イベントを成功に持っていったりー、っていうことかなー？」

「それもう、そもそものゲームとジャンル違っちゃってない？　いつの間にＲＰＧが自治体運営シミュレーションになったの？　ハル、あんた何したの？」

「え？　俺のせいなの？」

　何だかよく分からないが、言ってきたナツもよく分かってなさそうだった。こいつまた適当に俺のせいにしただけだな。

「えっとえっと、とりあえずあたしたちはこれから、ハルさんのお手伝いをしていけばいい、ってことですよね？」

　俺主人公理論を把握したらしい魔王が、何やら殊勝なことを言う。

「ありがとうございます。じゃあ早いとこお城に帰ってもらっていいですかね」

「えっ、や、やることやったら用済みですか？」

「用済みも何も、そもそも用が無いんですよ」

　このままひっそりと無事ご帰宅して頂くことが俺への一番のお手伝いになるというのに、どうしてこうも理解してもらえないのだろう。

「あ、あたしのことはいいんですよ。そうだ、そう言えばなっちゃんは、こんな林の中で一体何をしてたの？」

　俺の対応が芳かんばしくないと見るや、即座に話題を変えた魔王。知恵は無いが賢しさがある。

「私は……ちょっと魔獣を見てみようと思って」

「魔獣？　何でだ？」

　ナツの発言に俺が食いつく。

「今までそんなことしてなかっただろ。どうして急に？」

「え、いや、何てゆーか、私もレベル上げとかした方がいいのかなって、ちょこっと、ほんのちょこっとだけ思ったの」

「レベル上げ？」

「何か前からレベルが１だとかでバカにされるし、上げといて損は無いでしょ？　だから──」

「剣の扱いも知らないのに、いきなり魔獣と戦える訳ないだろ」

「分かってる、分かってるもん。だからちょっと、どんなもんかなって、遠くから見てみようって思っただけ。思っただけだし。バカ。アホ」

　補足みたいな感じで怒られた。何故なぜだ。

「あのな、今まで冗談めかして発破を掛けたことはあったかもしれないけど、本気で魔獣と戦ってもらおうなんて俺は思ってない」

「でも護衛とかあるでしょ」

「君を公的にどこかへ連れていくための口実に過ぎない。本当に護衛が必要なほど危険な場所には多分連れていかないし、そもそも俺だって行きたくない」

　それに、だ。

「ナツにはレベル１のままでいてもらった方が良いい。護衛の日当が安く済む」

　すると、話を聞いていた魔王が、ナツの肩にポンと手を置いた。

「なっちゃん大丈夫。あたし魔法使えるっぽいから、なっちゃんが戦えなくても、代わりにあたしがバーンってできる」

「絶対にやめて下さい。魔王様、魔法の制御できてなかったでしょう」

　慌てて俺が口を挟む。彼女と初めて会った時、彼女の暴発した魔力で城の扉が粉砕されていた。

「えっ、でも、勇者と魔法使いの連携って、格好良いんですよ？　勇者が振りかぶった剣に魔法を放って『魔法剣』っぽいのができたり」

「フユちょん、それ剣壊れちゃう系だから」

　アキ嬢が口を挟む。

「えっえっ、何で何で？」

「武器防具には普通に耐久値ある系だからー。ってか魔獣とか建物とかボロボロにできる魔法なのに剣は無傷とか、あきのポリシー的なものに反する系だしー」

「えっえっ、どうしてアキちゃんはいつもそうやってプレイヤーが望んでいない小こ賢ざかしいリアリティを追求するようなゲーム作りをするの？　あたしがアイスクリームの蓋をなめる派だからなの？」

「もういい！　分かった！　分かったから！」

　しばらく黙っていたナツが会話を止める。

「私のレベルがどうとか、もう言わないから。いつの間にか何で二人がそんな口論してんの？　意味分かんない」

　もう、と呆あきれた様子でナツが腰に手を当てる。

「そ、そうだよね、無理してなっちゃんが頑張る必要なんて無いもんね」

　魔王が慌てた様子でフォロー。そして──。

「あっ、あたしがセレモニーでここに来る時も、護衛とか気にしないでね。ドラゴンとか来るから、全然大丈夫だし」

「ちょっと待って下さい魔王様、今何て？」

　何か聞きたくない単語が出てきた気がする。

「えっえっ、だから、ドラゴンも来るって──」

「それ、うちではまだ聞いてないですけど」

「えっ、でも秘書のシキさんが、何か、こっちの力を見せつけておいた方が良いいとか何とか」

「えぇ……」

「だ、大丈夫ですよ、凄すごく人に慣れてるドラゴンですし、暴れない限り超安全です」

「暴れたらどうなるんですか」

「えっあっ、じゃっ、そろそろあたし帰ります」

「おい待て」

　俺の制止も虚むなしく、魔王は木に立て掛けていたホウキにまたがると、高速で空へと飛び立っていった。
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　二週間後。

　役所の前、直径二十メートルの円周上に十も二十も杭くいを打つ。九月下旬の夕暮れに、ハンマーと杭くいとがぶつかる音が、何度も響いている。

　涼しくなってはきたが、服は汗を含んで重い。

「うわ、まだやってる」

　誰かと思えばナツだった。朝一で薬草を摘みに行くその姿を目にしたが、今はその帰りだろうか。

「朝、何かやってるなーと思ってたけど、結局これ何やってんの？」

「柵作り」

「柵？」

「前に魔王が来た時に言ってただろ、ドラゴンと来るって。観光に来た野次馬にもしもの被害が出ないよう、柵を作ってるんだ」

「正気？　ドラゴンなんてこんな柵があったところで意味無いでしょ」

「分かってる」

「は？　じゃあ何で？」

「アリバイ作りだ。役場で対策はしてました、って言うためのな。柵を作っていたっていう事実が必要なだけであって、安全の役に立つかどうかは別問題だ」

「はあ？　バカなの？」

「しょうがないだろ。ドラゴンが来るなんていきなり聞かされたところで、どうしろって言うんだ。金も無い、人手も無い。規格外の木材を格安で買って、この身一つで肉体労働の残業をする──これ以外に何ができる？」

　もちろん残業代は出ない。そんな予算、とっくに無くなっていた。

「何だって理屈だけで世の中が動く訳じゃないんだ。正しいことを言って世が治まるなら、そんなに楽なことは無い」

　でも現実はどうだ。

「この街を救おうとしたら、老人からは売国奴と言われて、他所よその街からはほどほどにしろと釘くぎを刺される。挙句、仲良くしましょうと握手を交わした魔族は、早速勝手なスタンドプレーで力を誇示してくる──クソッタレ！」

　最後の杭くいを打ち込むと同時、俺はハンマーを投げ捨てた。手袋を外した手は、皮が剝むけて流れた汁で湿っている。

「……珍しいね」

「何がだ」

「ハルが怒るの」

「ちょっと待て、俺はいつも怒ってる。ナツが本気で受け取ってないだけだ」

　ナツは少々バツが悪くなったのか、コホンと一つ咳せき払ばらいを挟んだ。

「ハルは今日、もう帰れるの？」

　あとは杭くいをロープで囲っていくだけだが、それは明日やればいいだろう。

「今日はあと、これだけだな」

　杭くいで囲われた円の中心──そこに打ち込んでいた一本の杭くいを抜く。

「何でそんなとこに杭くいがあんの？」

「この杭くいに十メートルのロープを括くくってたんだよ。ロープを張ったまま一周すれば、一人で径二十メートルの円を作れるだろ」

　そうして等間隔に杭くいを打ち込んでいった訳だが、全ての杭くいを打った今、既に中心の杭くいは不要となった。

　杭くいを抜いた穴に、俺は数個の木片を落とす。

「なにそれ」

「退魔通行証。この前魔王城行く時に、魔族から送られてきただろ。道中で魔物に襲われないように、って」

　手の平大の木片に呪文が書かれたものだ。魔物が忌避する魔法が込められているらしい。

「何でそんなとこに落とすの？」

「一ヶ月以上経たって、既に魔力切れ。ただの木の板だ。捨てる」

　ただし廃棄するにしても、特殊製法のため燃えずに残るから、捨てる時は埋めてくれ──と、説明書に書いてあった。

「わざわざこんなところに埋める？」

「お守り代わりだ。ドラゴンが変なことしてくれないようにな」

　もちろん、既に魔力切れだから意味など無い。実際は、捨てるのを忘れて長らく机の上に置いていたが、そう言えば今日、丁度いい深さの穴ができるなあ、と思い付いただけである。

　あとは、勝手にドラゴンを寄こしてくるような真似まねをする魔族に、心理的に少しでも抵抗したかった、ということもある。てめえらの足元には退魔の呪文があるんだぞバーカ、という。

「あとは道具を片付けて、書類の整理だけして帰る。ナツは先に帰ってくれ」

　穴に土を被かぶせながら伝えると──。

「あれ、今地面で何か動いた？」

　ナツの指差す先には、指二本分くらいのモグラがいた。

　俺はそれをヒョイと拾い上げた。モグラは手足をバタバタと動かしている。

「──これ、殺せるか？」

　唐突、ということは自覚している。

　案の定、俺の言葉に対してナツは、一瞬ポカンと口を開け、そして眉をひそめた。

「いきなり何言ってんの？」

「この前、君が言っていた──魔獣を倒すっていうのはそういうことだ。斬れば血が出るし、絞めれば涎よだれが垂れる。勇者のレベルアップは、その積み重ねなんだよ」

　俺はモグラの首根っこを摑つかんだまま、彼女の手にそれを触れさせた。

「これを握り潰せるのが、君が言ってた『レベルアップする』ってことの前提だ」

「これは魔獣じゃないでしょ。殺しても意味ないじゃん」

「そんなことない。今日のスープに肉が増える」

「それとこれとは──」

「同じことだ。人間の欲と生活を満たすために魔獣も狩られる」

　モグラに触れるナツの手が微かすかに震える。それを確認して、俺はモグラを地面に逃がした。

「また君が変なことを言い出すかも分からないからな。きちんと実感しておいてほしかった」

　ナツの目を見る。

「君はできることをしてくれれば良い。役に立たない護衛だろうが役場としてのアリバイ作りだろうが、レベル１の安い勇者というのは今この街に必要なんだ。お情けで言っている訳じゃない。自信を持てとは言わないが、必要とされているってことは覚えておいてくれ」

「それ褒めてる？」

「褒めてはいない。当たり前だろ」

　もー！　とナツが頰を膨らませてそっぽを向いた。どこに褒められる可能性を感じたのだろう。謎である。

「じゃあ、気を付けて帰ってくれ」

　そう告げて、手袋やらハンマーやらを回収していると、まだナツがいた。

「どうした」

「……んー、まあ、その……ありがと」

「何がだ」

　それを聞いたナツは一瞬眉をひそめ、小さな溜ため息いきをついたが、最終的に「別に」という言葉を残して去っていった。

　すると──。

「ハルくん、超下手くそ系」

　役所に戻ろうとしたら、また別の女子の声が聞こえた。口調からも分かるとおり、アキ嬢だ。

「そろそろ家の門限じゃないんですか」

「ユーバさん最近疲れてる系だしー、あんまうるさくない系」

　そうかもしれない。例の魔王が来るセレモニーまであと五日。町長も不安が絶えないだろう。

「なっちんはねー、ハルくんの力になりたい系なんだよ」

「何です急に」

「なっちんもハルくんにお世話になってるって感じてるからー、レベル上げたりしたいとか言ってみた系なんじゃないかなー」

「そんな殊勝な人間ですか」

「んふー。分かってるくせに」

　アキ嬢は満足気に笑っている。

「僕は未いまだにナツのこと──というより、あなたたちのことが分かりませんよ」

　ついこの間まで異世界だ何だという話をしていたと思ったら、今度はゲームアプリなんていうまた新しい言葉が出てきた。

「町長の娘さんまで異世界人だなんて──全くどうなってるんだか」

「所詮はゲームプログラミングだしー。あきたちが入ってきた時に、キャラの記憶とか小道具とかが都合良く変化しちゃった系だねー」

　例えばアキ・キアサという彼女の名前だ。町長の姓名はユーバ・リバーユで、彼女と姓が一致していない。

　実際のところは、立場上の要らぬトラブルを避けるため、タフタ町長との繫つながりを世間に感じさせぬよう、学校では母親の姓であるキアサを名乗っていたという話だが──。

　アキ嬢が言うには、その設定からして、アキ嬢がこの世界に入ってきた際に後付けで組み込まれたものだろう、ということらしい。本来ならそんな事実は無かったはずだが、町長一家をはじめとして皆、記憶が書き換わり、文書の文字等も該当箇所は全て書き換わったという──。

　もっとも、そんなことを言われたところで信じるも何も無い。例えば俺の記憶が書き換わってしまったとすれば、それ以前のことがどうだったかなんて、もはや確かめることもできない。

　で、アキ嬢の説明では、そんな状況が全世界的に都合よく発生している、ということなのだ。そうなんですか、としか言いようがない。

「まあ、その話はこれくらいで。まさか今さら、こんな説明の復習に来た訳じゃないでしょう？」

「まーねー、本題はこれ」

　アキ嬢は一枚の手の平大の紙を渡してきた。それは薬の数量と金額が書かれた伝票だった。

「液状狂きよう騒そう薬やくと……それから鎮静剤も？」

「昨日の夜、うちに例のサンドラおじさん？　が来て、ユーバさんともめてた系だったんだけど、帰る時にヒラヒラ～って落としたっぽいの」

「狂騒薬なんて、あんな爺じいさんが何に使うんだ……？」

　元々は勇者が魔獣と戦う際に服用するための薬だ。圧倒的な興奮状態に陥り、冷静さを失う反面、腕力や機動力が桁違いに強くなる。

「液体っていうのも珍しいな。最近は管理が楽な錠剤が主流だろうに」

「あき思うんだけどー」

「……何です？」

「ドラゴンに使うのかなって」

「ドラゴン？　って、セレモニーの？」

「サンドラさんは魔族との友好協定を邪魔したい系で、できれば魔族が危険で野蛮だ、っていう意識をみんなに植え付けられればベストでしょー？」

「だからドラゴンを暴れさせる？　うちの街が壊滅しますよ？」

「だから頃合いを見計らって鎮静剤も──みたいな？」

　そりゃあ、実際にそれができれば間違いなく魔族との協定はおじゃんになるだろうが──。

「リスクが大き過ぎる。下手しなくても死人が出ますよ？」

「でもねー、あのお爺じいちゃんならねー」

　やりかねないか？　いや、まさか。でも──。

「あの、アキ嬢、できればお力を」

「もちろん！　貸す系！」

「本当ですか？」

「あきが作った世界がこんなに好き勝手動いてるとかもう、超尊い系だし。ここでゲームオーバーは勿もつ体たいなさ過ぎるよね？　もっともーっと見てたいもん！」

　アキ嬢はうっとりと空を見つめている。もしかしたらまともな協力者ではない──のかもしれない。
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　五日後、暦は十月に入った。

　この時期は、紅葉を見るか栗くりを食べるか、もしくは冬籠り前に盛りの付いた山の獣の交尾を拝むくらいしか娯楽が無い。

　そんな中にあって、ふと湧いて出た歴史的な一大事──有史以来初めて、一般市民が平和的に魔王のご尊顔を拝む日が来た。世間の興味を引かない訳が無い。

　午後の日差しの下、役所周辺の芝生の上には、人の群れができている。その数、五百は下らないだろう。この街の総人口以上の人間が来ていることは間違いない。

　役所の前のスペースには直径二十メートル、周囲六十メートル超の柵にロープを巡らし、関係者以外立ち入り禁止区画としている。ここにドラゴンを含む魔王御一行を呼び込み、柵の外から野次馬に見物してもらう算段だ。

　しかし、やはり旅客の数が多い。

　見込んでいたとおり、昨日は街に一つしか無い宿屋の限界を大きく超えてしまったため、役所も臨時に宿所として活用した。それでも足りず、民家に宿泊を交渉する者や、野宿する者も多くあった。

　また、数少ない飲食店にも人が溢あふれており、ここ数年で久々に野外出店などというものも目にした。

　店は目が回る忙しさだっただろうが、嬉うれしい悲鳴でもあるだろう。事前に商業組合と連携して、客の大規模受け入れのための準備を進めていたことが功を奏した。今のところ、大きなトラブルも出ていない。

「ね、まだ？」

　役所から外に出て群衆を遠巻きに見ていたところ、ナツが声を掛けてきた。今日はセーラー服の上に、役所にあった黴かび臭くさい革の胸当てや、刃のこぼれた剣を身に着けている。

「魔王一行は時間ギリギリか、もしくは遅れて来ることになってる。その方が尊大な印象になるからな」

「フユは五分前行動をさらに十五分早めるのがデフォルトなのに……。遅れてきたらあの子、罪悪感で死ぬかもよ？」

「死なれたら困るな。できれば定期的に街に来てもらって観光資源になってもらいたい。客が来る、店が儲もうかる、住民の所得が増える、そして住民税が増える」

　サンドラ氏の言うとおり、街が廃れた元凶は魔王なのかもしれない。しかし、魔族による間接支配が今さら消えたところで、もはやここまで衰退した街が明るくなるとも思えない。

　それならば、魔王をダシに金を落としてもらった方が良いい。これは俺だけではなく、恐らくは街の住民の多くもそう感じているだろう。だからこそ、サンドラ氏の署名だって、いいとこ二十人程度の名前で終わっているのだ。

「観光資源って言い方。ハルはフユを何だと思ってんの？」

「街を救う女神かな」

「もう魔王ですらないじゃん……」

　ナツは溜ため息いきを吐くと、腰の脇に両手を置いた。

「確認だけど、私はフユが来たら、あの子に付いて歩いてれば良いんだよね？」

「そうだ。あっちの秘書のシキさんもいるから、その横にいれば良い」

「私、本当に殺されたりしないよね？」

「何だ今さら。ナツに戦闘力が無いことくらい、あっちだって分かってる。だから警戒されることも無い。弱いから安全ってこともあるんだ」

　ナツは「まーね」と、ごく浅い納得の言葉を吐き、僅かの同意を見せた。

「とにかく頼むぞ。そろそろ魔王も来る頃──」

　言った矢先である。

　野次馬が俄にわかに色めき立つ。彼らが見る上空には、小さな黒い影。それは次第に大きくなり、やがて巨大なドラゴンだったことが分かる。

　俺とナツは柵の内側に入ると、そのままドラゴンが降り立つのを待った。

「ちょっと大き過ぎない？」

　ナツが呟つぶやく。

　徐々に天から近付くドラゴンは、街の一軒家以上の大きさがあった。以前、魔王城へ出掛けた時もこれほどのサイズに出くわしたことは無い。羽ばたく翼によって起こる風は嵐のようで、後ろの野次馬たちは若干引いていた。

　この時点で、俺が丸一日掛けて打ち込んだ柵など、何の安全対策にもなっていないことがよく分かる。

　しかも嫌がらせなのか何なのか、ドラゴンは柵の中心ではなく、わざわざ柵の端に降り立ち、杭くいをバッキバキに破壊した。さらに、左右に揺れる尻尾が別の杭くいをなぎ倒し、羽の風圧でロープはぶっ飛んだ。

　あー、残業が全くの無意味に帰すこの瞬間、たまらねえぜ！

　さて、真っ赤な巨きよ軀くの獣から降りてきたのは、他でもない魔王様、及び護衛の騎士であるシキ氏だ。

　相変わらず大きな帽子を被かぶった魔女っ気のある魔王。対して長い銀髪の秘書兼護衛は、青い衣服と薄手の鎧よろいを身に着けていた。

「ど、どうもありがとうございました！」

　魔王が頭を下げる。もっとも、その相手は自分を乗せてきたドラゴンである。すると即座に、横のシキ氏が耳打ちした。

「魔王様、尊大に」

「あっ、そっか、えーっと、お疲れ、ハウス、ハウスハウス！」

「それだと帰ってしまいます」

「えっえっ、あっ、そっか、ステイ！　ステイでお願いします」

　魔王がドラゴンに命令するも、心なしかドラゴンが戸惑っているように見える。最終的に、シキさんが「座れ」と言うことで、ドラゴンはその場に腰を落ち着けた。

「ようこそお越し下さいました」

　魔王とシキ氏、二人に対して改めて一礼すると、シキ氏が小声で呟つぶやいた。

「名ばかり協定の人質交換で『ようこそ』と言われるのも、おかしな心持ちではございます」

　シキ氏の皮肉な笑み。

　言われてみればそのとおりだが、この観光客の数を目にすると、いくらでも歓迎したくなるのも事実だった。許されるなら、毎月人質を受け取りに来てもらっても良いくらいだ。

「今日はよろしくお願いします。魔王様の護衛として、以前と同じく、こちらのアマナツ・ツナマもご同行させて頂きます」

　それだけ伝えて、ここでの俺の役目は一旦終了する。

　この後は協定の調印と、町長と魔王それぞれの挨拶。その後、人材交流者の紹介となる。

　司会進行は上司の仕事。俺は即座にその場を離れ、丘に建つこの役場よりもさらに小高い山林へと向かう。

　途中、野次馬たちの会話も聞こえたが、その多くは、「どちらが魔王だろう」というものだ。

　背の高い銀髪の方が、もちろん魔王っぽい。しかし「魔王様」と呼ばれていたのは、あの小さい魔女っ娘ではなかったか──と。

　無理もない。俺だって、事前に知っていなければ、あのおかっぱ頭の少女が魔王であるなどということは絶対信じない。さっきだって、ドラゴンから離れ、背中を曲げて俯うつむき気味に歩くその姿からは、お遣いでお金を川に落としてしまった子供のような哀愁が漂っていた。

　まあそれはいい。

　さて、役場から直線距離にしておよそ百メートルほど走ると、打ち合わせ通り、大人が二人ほど隠れられる大きな岩の後ろにアキ嬢がいた。

「いますか？」

「モチのロン」

　アキ嬢は岩から顔を出し、そっと指を差す。そこには、俺たちよりも若干低い位置取りで、同じように岩陰に隠れている一人の老人がいる。

　まさしくサンドラ氏である。そして、その手にはボウガンが構えられ、眼下のドラゴンの様子を窺うかがっているように見える。

「まさか本当にアキ嬢の仰おつしやったとおりになるとは……」

　この前、アキ嬢がサンドラ氏の動向をこちらに知らせに来た際、アキ嬢は当日サンドラ氏がどのように動くかをすでに予測していた。そして今、その全てがそのとおりに動いている。

「そもそもあきは、マップを作る時に、役場を狙撃するならあそこの岩、あそこの岩の狙撃手を狙うならここの岩──みたいな感じで設計・配置してたから、まー当然こうなる系だよね」

　にわかには信じがたかったが、そう聞くと、彼女がこの世界の創造主というのも何となく頷うなずけてしまえる気がしなくもない。

「でもここから役場まで百メートルありますよ。ボウガンの射程なんて普通は二十メートル、いってせいぜい五十──あ、でも高さがあるのか」

　ここから役場までの距離を考えると、有効射程に入っているとは言いがたいが、それでもここらは役場より高い位置にあるため、まだギリギリ狙える──と、言えなくもない。いや、よく知らないけど。

「あとはサンドラ氏の腕次第か……」

　そう言えば以前から、昔は弓の名手だったと言っていた。となれば、ドラゴンという巨きよ軀くに薬矢を打ち込むことくらい、訳無いのだろうか。

「まあ何でもいい。止めに行きますよ」

「え？　止める系？」

「は？」

「なんてゆーか、もっとクエストを盛り上げてからの方が面白い系的な？」

　あ、やっぱこの異世界人も、例に漏れず碌ろくでもねえわ。

「言ってる場合か！　止めますよ！」

　俺は即座に飛び出て、十メートルほど離れた岩に駆け寄った。そして振り向くサンドラ氏。

「あっ！　貴様、売国奴！」

「テロまがいのことをしてる人に言われたくないですよ！」

「ああ……あきが作ったキャラが、意思を持って争ってる……尊い……マヂ尊い……」

　後ろで何か聞こえるが、構っていられない。

「その矢に狂騒薬が仕込まれてるのは分かってるんです！　もうやめましょうサンドラさん！」

「何を言うか！　貴様らが人の話を聞かん以上、こうするしかないわ！」

「そんな片手持ちの小さいボウガンじゃ、こんな距離からじゃ当たりませんよ！　下手したらドラゴンの周りのお客さんに当たっちゃうかもしれませんから！　距離で威力は落ちるとはいえケガしちゃいますから！」

　ボウガンを持つサンドラ氏の手元に、俺は自身の両手を掛けた。

「ええい放せ愚か者！　誇りを失った猿！　従順な犬！　それから、ええと、バカ！　アホ！」

　暴れる老害。語彙が貧困なくせに力が強い。必死に彼の腕を押さえつけていたが──。

　パシュン──と。

　もみ合いの中、やや上を向いたボウガンから矢が放たれてしまった。

「ヤッベ──」

　とは言うものの、こんな適当に放たれた矢が当たる訳も無い。事実、上方に打ち出された矢は、ドラゴンを越えて役所の屋根に突き刺さりそうな軌道を描き──、

「あ、バカ、羽ばたくな！」

　お座りを決め込んでいたドラゴンが、あくびをして羽を伸ばした。その豪快な羽ばたきは四方八方に風を送る。

　その煽あおりをもろに受けた矢は、ドラゴンの上空でほぼ真上へ向かう軌道へと変化し、やがて真下へと落ちていった。

「噓うそぉ!?　噓うそぉ!?」

　断末魔の如ごとき俺の叫びも虚むなしく、ごく小さな矢は、ドラゴンの大きな尻尾に刺さった。

「ハッハ！　天は我に味方せり！」

「ジジイ！　てめえ！」

「何がジジイだ！　公僕の分際で！」

　俺たちの虚むなしい罵倒をよそに、ドラゴンの挙動が不審なものへと変わる。

　低い唸うなり声が轟とどろいたかと思えば、すでに脚は大地を踏みしめ、鼓膜を揺さぶる雄お叫たけびを上げている。

「ヤバイヤバイヤバイ！　サンドラさん！　鎮静剤！　撃って！　早く飛ばして！」

「矢の装塡に三十秒は要る。ちょっと待て」

「吞のん気きなこと言うな！」

「やかまし！　そもそもちょっとくらい暴れてもらわんと、民衆による魔族への悪印象が生まれんだろが！」

「怪け我が人にんが出るんだって！」

「それもやむなし。儂わしらの生涯の痛みはそんなものではなかった」

「うるせえ老害！」

「誰が老害かっ！　四十年前、貴様ら役場は儂わしらに何もせんかっただろが！　三十年前、儂わしらの訴えを無視した！　二十年前、儂わしらに賦課する税金を上げた！」

「俺が勤める前の話なんか知るか！　さっさと撃てボケカス！」

　その間にも、ドラゴンは尻尾を振り回し、役場の壁の一部を粉砕していた。

「あー！　修繕費ぃ！　サンドラさんお願い！　マジでマジで！」

「壊れたのが物で済んで良かったな小僧！　さあ眠れドラ公！」

　サンドラ氏は狙いすまして鎮静剤の薬矢を撃った。外れた。

「あああああああああ！」

　俺とサンドラ氏の悲鳴が重なった。

「バッカじゃねえの!?　なに外してんの!?　はあ!?　弓の名手だったんじゃねえの!?　うえええええ!?」

「待て待て待て！　これは、これは……久し振りだったから！」

「予備の矢は!?」

「無い」

　絶望。

　──その時。

「面白くなってきたぁ！」

　目を輝かす一人のクレイジー。アキともいう。

「ハルくん、ゴー！」

　アキ嬢が俺の手を引き、ドラゴンのいる方へと走り出す。

「アキ嬢!?　何か策でもあるんですか!?」

「近くで見たい系！」

「はあ!?」

「あきが！　プログラムしたドラゴン！　本気の戦闘！　尊い！」

　さっきから何を言っているのだこいつは。

　慌てて逃げ惑う人々が視界に映る。もはや倒れた柵で穴ぼこだらけになった役所の前で、ドラゴンと対たい峙じしていたのはシキ氏と魔王、そして──。

「何でナツがまだいるんだよ！」

　腰が抜けそうになっているのか、あるいは足が震えているのか。

　状況は判然としないが、魂の抜けた顔で棒立ちになっているその姿だけは確認できた。

「お前は早く逃げろって！」

　叫んでみても、まだ五十メートル強の距離がある。聞こえていようがいまいが、俺自身がナツに何かできる訳でもない。

　遠巻きにドラゴンの様子を窺うかがう野次馬たちとすれ違う。ナツもこの集団に紛れて逃げてくれれば良かったのに。

　その刹那、ドラゴンが尾先で地面を叩たたきつけたことにより、小さな地震が起きた。たたらを踏む人々。

　当然ナツもその一人。彼女は役場から持ち出してきていた錆さび剣を、咄とつ嗟さに地面へ突き刺すと、それを自身の体の支えとしていた。

　一方で、ドラゴンに対抗しうるはずの戦力を持つであろうシキ氏は何をしているのかと思えば、ドラゴンの注意を自身に引き付けるだけであり、明確な攻撃動作は行わない。恐らく、魔族の大事な「資産」であるドラゴンを傷付けたくないのだろう。気持ちは痛いくらい分かるが──。

　てめえが連れてきたんだろボケ！

　そんなボケ魔族の隣で、慌てて地面から剣を抜くナツ。すると、その剣の先には、俺が埋めた木片──退魔通行証が突き刺さっていた。

「あっ、ちょーどいい」とアキ嬢。

「え？」

「フユちょん！　魔法剣！」

　走りながらのアキ嬢の呼び掛け。それに魔王が視線で応える。

　その瞬間だった。

　魔王の手が一瞬光ったかと思うと、その刹那にはナツの剣が光り始めた。

「は!?　なに!?」

　事態を一向に把握していないナツが、混乱の色を見せる。

　だが、そんな彼女の理解を待たず、退魔通行証付きの錆さび剣は、四方八方に散る閃せん光こうを発してひび割れた。
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　そんな中、通行証を介した図太い閃せん光こうの一つが、目の前のドラゴンにぶち当たる。

　突如、轟ごう音おんと共にドラゴンが倒れた。だが外傷はない。

　──静寂。

　気絶したのか、ドラゴンは全く動く気配が無い。

　俺も民衆も、そしてナツ自身も、呆気あつけに取とられていた。

「ありがとうございます、勇者様！」

　その声はアキ嬢。

　いつの間にか俺の手を放していた彼女は、走ってナツのもとへと向かっていた。

「え？　アキ？　なに？」とナツ。

「わたくしはタフタ町長の娘のアキ・リバーユです！　勇者様！」

　アキ嬢はナツの手を取ると、芝居掛かった口調で続けた。

「皆様、ご覧になりましたか!?　我が街が誇る勇者ナツが、今、たった一人で危機をお救い下さいました！」

「え？　あの？　アキ？」

「自らの身を挺ていして、ここに集まった幾百、幾千の命を！　そして、魔王様の命を！　救ったのです！」

　突如始まったアキ嬢の演説に静まり返る人々。しかし、次の一言でそれは一変する。

「我が街は屈しません！　この勇者ナツ様がいる限り、どのような差別や圧力にも屈することはないでしょう！」

　ざわつく民衆。

「ドラゴンをものともせず、友好を誓い合った魔王様をお護まもりいたしたのです！　これだけの正義と力をもって、どうして不平等な約定に縛られることがございましょう!?　我々は、如何いかなるものにも対等なのです！」

　そうだ！　と、どこからか声が上がった。そしてまた一つ、同調の声。聞き覚えのある、タフタ町民の声だ。

「ねえ魔王様！　我々は共に、どこまでも対等で、どこまでも友好である──そうでしょう！」

「え？　あ──、ですです」

　アキ嬢から話を振られた魔王が、勢いのまま首肯した。そして、アキ嬢に促されるままナツの隣へと連れられ、勇者と魔王が手を結ぶ。

　そして沸き起こる、「ナツ・フユ」の大合唱。地鳴りのような民衆のコールが果てしなく続く。

　俺はその隙に、ドラゴンの尻尾から矢を一本抜き取り、密ひそかに服の下へと隠していた。
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「素晴らしい！　これで魔族も目じゃないな！　ガハハ！　勝ったな！」

　三日後、役場ではサンドラ氏が応接テーブルで笑っていた。

「虐しいたげられる時代も終わった！　まさかこんな、魔族と対等にやり合える勇者がいるとは！」

　そう宣のたまうサンドラ氏の向かいには俺とナツが座り、苦笑いを浮かべている。

「しかもまだレベル１！　いやあ、先が楽しみだ！　その調子で、強気外交で行こう！　すぐに洞窟も開放だ！　ハッハ！」

　──あの日のドラゴン鎮圧は、世間的にはナツの手柄となっていた。

　もちろん本来、ナツは何一つとして成しておらず、全ては魔王の魔力と──その魔力を供給源として再度効力を発した退魔通行証によるものだ。

　しかし、当時誰一人として、シキ氏の後ろにいた魔王の手元など見ていなかったこと、ナツが剣を地面から抜いたアクションに目を奪われていたこと、そして直後にその剣が光ったこと──などの要因が重なり、「絶大な戦闘力を誇る勇者ナツ」という存在が創り上げられてしまったのだ。

　しかしそれは、サンドラ氏のような町民にとっては特効薬になった。

　散々魔族に虐しいたげられてきた（と思いこんでいる）彼らは、魔族と対等な武力を持つということが長年の悲願だった訳だ。

　力が対等であれば交渉も平等だ、というのが真実かどうかはさておき、少なくとも彼らはそう信じている。

　もっとも、肝心の魔族──当事者の魔王はもちろん、横にいたシキ氏だって、今回のカラクリは当然知っている訳で、今後の交渉にはあまり旨うま味みが無い訳だが──。

　しかしながら、ドラゴンが暴れ出したというそのこと自体の原因については、魔族側は知らない。これだけは、サンドラ氏と俺、そして今は魔王城で人質となっているアキ嬢の秘密だ。

　だからこそ、ドラゴンの監督不行き届きの件については、魔族との交渉での攻めの材料になる。ボウガンぶっ放していた時はどうなるかと思ったが、結果的には上手うまい形で転んだ訳だ。

「それでは儂わしは帰る！　さらば！」

　そう言って、サンドラ氏は年齢を感じさせない、活気ある後ろ姿で去っていった。

　──どっと疲れた。

「ちょっと外の風に当たるか……」

　俺が提案すると、ナツは黙って頷うなずいた。気力が削そがれたのは俺だけではないらしい。

　外に出ると、冷たい午前の風が肌を撫なでた。

「ねえハル……良いいのかな」

「何が」

「何か騙だますみたいになっちゃってる」

「良くはない。けど、正直悪くもない。サンドラ爺じいさんがクレームを付けなくなったのは良いいことだ」

「でも──」

「君が何かした訳じゃない。アホのような偶然が重なってこうなってしまっただけだ」

　今のところ、それで生まれた害よりも、湧いて出てきた利の方が大きい。だからこれでいい。

「結局まだ元の世界には戻れそうにないのか」

「そうみたい。まあ、一個イベント終わらせてクリアになるようなゲームも無いから、それは当然なんじゃない？」

「そういうものか？」

「小説で例えたら、まだ二章くらいかも」

「そうか」

　ゲームというものがいまいち把握できていない俺に、ナツが呈した比喩。彼女にしては分わかり易やすい例えだった。

「私、役に立ててるかな？」

「どうした急に」

「だって、ハルは頑張ってるから」

「何が」

「今回のこととか見てて凄すごく思う。あのお爺じいさんだって勝手なこと言ってるけど──結局あの人たちが今まで何十年間、何もして来なかったから、ハルがそのしわ寄せで今、魔族とあーだこーだやってる。それこそ不公平だもん」

　ナツが俺の目を見て言う。何故なぜだか俺は笑ってしまった。

「何かおかしい？」

「いや、それ、絶対街の中で言うなよ」

「何で？」

「あの人たちだって、今までずっと真面目に税金払ってきたんだ。愚痴も言いたくなるさ」

「ハルは腹が立ったりしないの？」

「するよ。するさ。でも今、ほんの少しだけ楽になった」

「どうして？」

「普段俺が言えないことを、そうやって口に出してくれる人がいるのは──救われる」

「あ、そ」

　ナツは幾分目をひらいて、何度か頷うなずいた。

「何だよ」

「意外だったから」

「意外？」

「素直に言ってきたから。びっくりした」

「俺はいつも素直だよ」

「うそ。絶対違うもん。ひねくれてる」

「そんなことない」

「あります、ぜえったいあるもん」

　普段の会話の調子だ。互いにそれを悟ったのか、どちらからともなく笑みがこぼれた。

「あ、もしかして私、役に立った？」

「何が」

「ハル、楽になったんでしょ？　私のおかげで」

「……まあ、そうか」

「役に立ったでしょ？」

　犬のような目で見てくる。のようなっていうか、もう本当に犬だな。

「立ったよ。凄すごく」

「でしょ！　でしょ！」

　異世界の女子高生の目尻が下がる。

　彼女が元の世界に帰るまで、この世界はあと何章の余白があるのだろう。

　それはまだ、誰にも分からない。
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　我がタフタ町と、隣町のミンミ町を繫つなぐ洞窟──その名を二十三号洞窟。

　別に二十三個の洞窟があるという訳ではなく、単に「二」番目の街と「三」番目の街を繫つなぐ位置にあるので、二十三号という名前が付いた。

「ね、何で私が行くの？」

　十月の肌寒い空の下、洞窟の入り口前で、ナツがまだ何か言っている。

「他に行く人がいないからだ」

「ハルがいる」

「一人だけで行ったら、何かあった時に役場へ連絡できないだろ」

「何か？　何かある場所なの？　危ないの？」

「俺か君、少なくとも片方が残っていれば、助けを呼びに行くこともできる」

「今『助け』って言った！　やっぱり危ないんだ！　また私を危険な目に遭わせる気だ！」

「『また』って何だ、人聞きの悪い」

「だって私この前死にかけた！　ドラゴンに殺されそうになった！」

「あれは魔族が勝手に連れてきたからだろ。しかもそこの統治者は君の友人だ」

「それはもう終わった話でしょ」

「蒸し返したのはそっちだ」

「埒らちが明かないなあ……」

　腰に手を当てて首を傾かしげるナツ。隙あらば自身を正当化するその姿勢は見習いたい。

「まあ、多分大丈夫だ。その魔族から結界具も貰もらったし」

「結界具？　って何？」

「周囲に結界を張る魔具だ。種類に応じて、野生の魔獣を遠ざけたり、出入り口を塞いだり──」

　説明しながら、白色の結界具をナツに渡す。蜘蛛くもの巣すをかたどった、手の平よりも少し小さいくらいのものだ。衣服に貼り付けるだけで魔獣の類が寄り付かなくなるという。ただ、これは簡易的なものなので、効果時間は貼ってから半日──六時間程度らしいが。

　それからもう一つ。さらに一回り大きい、赤色の結界具。

　洞窟の入り口を塞ぐ大岩にそれを押し当てると、ものの見事に岩は崩れ去った。

「二百年間、誰もどうにもできなかった岩が、あっけないもんだ」

　思わず独り言が出た。

　若手勇者のレベルアップを防ぐために、魔族により閉ざされていた洞窟。それが、魔族と再度関わりを持ち始めたこの数ヶ月のうちに、試験的とはいえ開放できてしまった。

「あーもー、超行きたくないんですけど」

　──認めたくはないが、この異世界人のおかげであることは間違いなかった。

　先日の魔王招致のセレモニー。あれ自体、ナツの発案が切っ掛けであったし、そこで起きたドラゴンの暴走を収めたのも彼女だ。

　そして、ドラゴンの監督責任の非を負った魔族が、今回、洞窟の試験開放を認めた。

「……なに見てんの？」

「見てない」

　礼を言うのは癪しやくだった。ランプの灯あかりを点つけて、洞窟の中へと向かう。

「って言うか、今さらこんな洞窟、開ける必要ある訳？　二百年使ってなかったんでしょ？」

「前も言っただろ。隣町まで行く陸路でコストパフォーマンスが良いいのがこの洞窟なんだ」

　魔獣と出会わない対策さえしていれば、一時間程度歩くだけで済む。

「後は資源の問題だ。今まで活用されていなかった植物や何かがあれば収入にもなる」

　一番金になるのは魔獣だろうが、自ら進んで魔獣を狩ることはできない。魔族から禁止されているからだ。魔族はそもそも勇者のレベルアップを懸け念ねんしているのだから、当然の要求ではある。

「洞道を整備して本格的に通行可能になれば、通行料を徴収できる。それでも、需要は間違いなくある。今まで高額の魔女便で空路を使うしかなかった層もこちらに流れてくるはずだ」

「その長い話、まだ続きそう？」

「じゃあやめます、はい」

　そっちが聞いてきたんだろ、と言っても意味が無いことは先刻証明されていた。あとはただ従うのみである。

　洞窟内は意外と広く、人が五人くらいは並んで歩けるくらいの幅がある。頭上も余裕があり、昔は交通路として使用されていたことが窺うかがえた。

「ね、何か向こう明るくない？」

　ナツが俺の袖を引いて言う。確かに、洞窟を進めば進むほど何やら明るさを増しているように見える。

　──魔獣かもしれない。

　が、そんなことを口にすれば、今すぐナツは踵きびすを返かえすだろう。しかし、結界具があるのにいつまでも近くに魔獣がいるものだろうか。

「ねえ、魔獣とかじゃないの？」

　ナツに問われるが、答えない。正解は沈黙。

　まあ魔獣がいるとしても、昔の資料に書いてあった中で危険そうなのは、犬型の魔獣くらいだ。それでも、中堅勇者にとっては敵にもならないくらいの強さ。もちろん、俺のような一般人や、ナツみたいなレベル１の勇者は殺されてしまうのかもしれないが。

「とりあえず行ってみよう。結界具もある」

「イヤ」

「大丈夫、意外と大丈夫だから」

「イヤだって」

「ちょっとだけだ。ちょっと奥に行くだけ」

「噓うそ！　そうやって『ちょっとだけ』とか『先っぽだけ』とか言って、結局行き着くとこまで行くつもりでしょ！　エロ同人誌みたいに！」

「何だ先っぽって」

　そしてエロドウジン氏とは。先っぽが凄すごい異世界人らしい。

　ナツを宥なだめつつ先に進むと、明かりの原因が分かった。

「……ヒカリグサだ」

　断定したが、見るのは初めてだった。

　膝丈くらいの萌もえ黄ぎ色の草が、仄ほのかに発光している。

「えっ、光ってる草だからヒカリグサ？　超安直じゃん。ウケる」

　図らずもウケてしまう。いつの昔に誰が名付けたものかは存じませんが、あなた様の安直さのおかげで幸せな笑顔が生まれました。

　それはともかくこのヒカリグサ、その特性から、夜行時の道具として加工されたり、あるいは薬に用いられたりと利便性が高い。しかも希少であるため、そのままでも高い値が付く。

　本道の他、ところどころある脇道にも明るさが確認でき、あちこち深入りすればまだまだ見つけられそうだ。

「──ってことは、良いい結果だったってこと？」

　三十分後、洞道を引き返す途中、ナツが尋ねてきた。

「まあそうだな。ヒカリグサの他にも金になりそうなものはあった」

　今日は半分ほど行ったところで引き返しているが、ミンミ方面の残り半分の道には、また別なものがあるだろう。それも後日の調査で判明する。

「でも、何か良いいものがありそうだ、っていう期待はそもそもあったんでしょ？　ならどうして、魔族はこの洞窟、横取りしないの？」

「魔族だって筋は通す。仮に世界統治を狙っているのだとすればなおさらだ」

　トップが誰であれ、実際に生活を営むのはその土地にいる「人」だ。市民感情にしこりを残すようなやり方をしていれば、その後に政権を握った時に必ずしっぺ返しを食くらう。

「それに、魔族にとってはここの資源に、さして興味も無いんだろう」

　財政状況が芳かんばしくないうちの町と違い、魔族の財政は安定していそうだ。

　この洞窟を直接支配下に置くよりも、今のまま間接的なお目付け役でいる方が、面倒が無いと踏んでいるのかもしれない。もちろん、五年後、十年後にどうなっているかは分からないが。

「じゃ、安心だね」

　ナツは親指と人差し指で丸を作り、笑う。

「だと良いいけどな」

「何か問題あんの？」

「普通に考えれば、無い。でも世の中、普通じゃない人間もたくさんいる」

「思考が性格悪過ぎ」

　ナツが顔をしかめるが、そもそも普通じゃないリストにお前も入ってるからな。

「あ、そう言えばさ」

「何だ？」

「今思ったんだけどね、ここって、タフタ町とミンミ町を繫つないでる洞窟だよね？」

「そうだ」

「ってことは、この洞窟の持ち主？　管理する人？　──っていうのは、どっちなの？」

　もっともな質問だ。そしてドキリとする。

「二百年前まではタフタとミンミ双方の合同所有だったけど、今はタフタ町だけの所有だ」

「何で？」

「二百年前に魔族がこの洞窟に介入してきた時に、ミンミが手を引いたんだ。利益を手放す代わりに、魔族とのゴタゴタからも距離を置いたんだろ」

　俺も役場で古い書類を読んだだけだから実情はよく知らない。けれど、タフタ町の専有であることが書類に明記されている以上、それを根拠とするより他に無い。

「そっか。じゃあやっぱり安心じゃん。うちの町が何しようと、誰も関係無い」

　ナツは言う。それもやはり、もっともだ。

「良いいこと言うじゃないか。そうだ。そのとおりなんだよ、絶対そうなんだ」

　俺は自分に言い聞かせるように何度も「そうだ」と唱え、洞窟を後にした。
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「──だからね、二十三号洞窟はミンミ町の所有でもある訳だ」

　そんなことを言われたのは、あれから一週間後のことだった。

　ミンミ町役場の道路河川課長。そして、ログラ教ミンミ支部長。この二人の男女が、うちの町役場に来るなり語気荒く口をひらいたのだ。

「いや、でもですね、当時の資料に、ミンミ町は権利を放棄するって書いてあって──」

「そういう見方もあるけれども、」

　反論する俺に、応接テーブルの対面で言葉を遮る課長。四十代の恰かつ幅ぷくの良いい男性だ。

「いや、そういう見方しかないんですよ」

「文字に残っていることが全てじゃないからね」

「いやいやいや、僕ら行政は文書主義でやってるんですよ？　後で言った言わないにならないように、こうして二百年前の文書だって残して──」

「実質的な占有をしていたのは、わたくしたちです」

　次に言葉を被かぶせてきたのは、まだ二十代に見えるログラ教の支部長。赤色の長い髪が特徴の女性だ。碌ろくに染色もしていない薄茶の布を纏まとい、帯で結んだだけの簡易な衣服を着ている。

「占有？」

「そもそもあの洞窟──『陰りの洞窟』は、我が町のログラ教徒の聖地的存在でした」

「聖地って……うちの町にも敬けい虔けんなログラ教徒はいますけど、あそこの洞窟が聖地なんて聞いたこと無いですよ」

「派閥が違うのです」

「派閥？」

「こちらの街の教徒は、バグリ派で、わたくしたちの街の教徒はシヨー派です。教義が異なります」

　そう言えば聞いたことがある。ログラ教の派閥問題。

　そもそもログラ教というのは、この世界に伝わる古くからの教えのことだ。

　人の暮らす世界は自然との調和で成立している。生きる我々はことさらに自然と乖かい離りしてはならず、過ぎたる人工物を生み、使用してはならない。

　つまりどういうことかと言うと、「機械」を作るな、ということだ。

　自然の力とかけ離れた機構を持つものの一切を禁ずる。言い換えれば、本来ある力よりも異常に「大き」かったり「永続的」だったりするように力を変換するものが禁じられている。

　感覚的に言えば、一目見て機構がよく分からない複雑なものを作るな、ということだ。

　初めてナツと会った時、彼女は「スマホ」とかいうものを見せてきたが、あれなんかもそうだ。不可解な仕組みで眩まばゆい光を生み出す機械。

　実際、そうした機械を生み出そうとした人々は、ほぼ例外なく命を落としているらしい。組み立てていた機械に挟まれて死んだり、あるいは、不運な落雷により死んだり。

　そうしたことがあるから、それは教えを犯した禁忌ということになり、機械の類は忌避されている。

　支部長が今着ている簡易な衣服も、『自然に近いものを』という理由で多くの教徒が身に着けるものだ。ただ、その布も織しよつ機きという機械で作ったのではないか、などと野暮なことを言ってはいけない。ログラ教においては、そういうのはセーフらしい。

　さらに言えば、以前サンドラ氏がドラゴンを倒す時に使ったボウガンもどうなんだという話になるが、あれもセーフらしい。根拠は「サンドラさんが死んでいないから」だ。つまり、死ななければ禁忌を犯していない、という逆説的な論法である。

　さて、そんな中で話題に出てきたバグリ派とシヨー派。しかし俺は敬けい虔けんな教徒という訳ではないので、その違いに明るくない。

「そのバグリ派とシヨー派で何が違うんです？」

「違うなんてものではありません。バグリ派はログラの教えを愚弄しています」

　支部長は声を荒らげた。

「バグリ派は毎日の祈りもおろそかにし、年に一度の礼拝にすら参りません。教えを軽んじ、自然への慈いつくしみも忘れているのでしょう」

「はあ」

　要するに、うちの街の教徒は怠惰だ、ということらしい。

　まあ教徒だけでなく、町民全体にやる気が無いというのは当たっている。でなければここまで寂れてもいない。

「年に一度の礼拝は、この世の五つの街の中心に位置する『恵みの洞窟』で行われます」

「恵みの──？　ああ、０号洞窟ですね」

「おやめなさい！　行政的な呼び名で我々の聖地を愚弄するのは！」

「はい」

　怒らせてしまった。何が地雷になるか分からない。でもここは役場で俺は公務員なので、行政的な呼び名の方が自然だと思います。言わないけど。

「あれ？　今、『聖地』って言いました？　ということは、その『恵みの洞窟』と、二十三号──『陰りの洞窟』と、あなたたちには聖地が二つある──？」

「いえ、陰りの洞窟はあくまで聖地『的』存在です」

「……テキとは？」

「恵みの洞窟に準ずる第二の祈りの場です。本来であれば祈りは毎回聖地に赴いて行うべきですが、距離的な問題もありますし、それは不可能ですので」

「ああ、それはまあ」

　ミンミ町から０号洞窟までは空路でも一時間以上掛かるし、毎日そんなことをしてもいられないだろう。だからこそ、聖地での礼拝は年に一度、と言っていたのだろうし。

「つまり、祈りの代理の場所として、陰りの洞窟を見なしていた、ということですか？」

「代理などではございません！　聖地に準ずる祈りの場所です！」

　正直、「代理」も「準ずる」も変わらないと思うが、本人にとっては大事な区分なのだろう。人は決して分かり合えないということがよく分かる。

　俺は気を取り直して話を進めた。

「すいません、本題からずれましたね。それで……洞窟の実質的な占有をしていたということでしたか」

　恐らく、ミンミ側の狙いはそこだろう。

　たとえ所有権が無くとも、実質的にその場所を長期間占有しており、本来の所有者がそれについて咎とがめていなければ、実質的に占有していたその違法者に、所有権が認められる場合がある。この世界の慣例ではそうだ。

　つまり、本来洞窟の所有権が無いミンミが、この二百年間、実はずっと洞窟を使ってましたという事実があれば、我がタフタの所有権が脅おびやかされる可能性がある、ということ。

「でも、洞窟って今まで二百年間、ずっと封印されていたんですよ？　誰も出入りできなかったのに、『占有していた』というのは？」

「祈りです」

「はい？」

「我々は毎日、陰りの洞窟の外から、洞窟に向かい祈りを捧ささげておりました」

「つまり中には入っていなかったんですね？」

「教義の上ではそれは些さ細さいなことです」

「そんな訳はないでしょう」

「祈りというのは精神上の行為ですから。たとえ洞窟の中におらずとも、祈りを捧ささげている間は精神的な場所の占有があったのです」

「精神的な占有」

　思わず言い直してしまった。とんでもない言葉が出てきたものである。

「……つまり物理的な占有は無かったということですね？」

「精神か肉体かというのは些さ細さいなことです」

「だからそんな訳ないでしょって。精神と肉体は別。パンを食べる想像をしたところでお腹なかは膨れないでしょう」

「それは信仰が足りないからです」

「はへっ」

　変な笑いが出てしまった。ちょっと待て。これはどう対応したら良いいか分からないぞ。

「ハルくんね、そもそもさ、うちのミンミ町は二百年前、洞窟の所有権をログラ教のミンミ支部に譲渡してたんだよね」

　道路河川課長が何か言い出した。嫌な予感しかしない。

「譲渡？」

「そうそう。所有権を放棄する前にね、どうやらログラ教の方に所有権を渡していた、っていう書類がね、こちらから出てきて」

　そう言って、課長は隣に座る支部長を見た。そして支部長が、一枚の古びた書類を出す。

　そこには「譲渡契約書」という文字と共に、何やら色々書いていた。そして確かに、今しがた課長が言った内容と同義の文が記されている。

「ですので、本来は、文書上も、我がログラ教ミンミ支部に、洞窟の半分の所有権が存在していたのです」

　この女はそんなことを言っているが──。

「いや、そんなことを言われても、それを通知する当時の文書がうちには届いてないんですよ」

「どうして通知する必要が？」

「あるでしょ。うちとミンミの『共同』所有だったんだから」

「そうでしょうか」

「あなたね、例えば一緒の家に住んでる人間がね、何の報しらせも無しにいきなり出て行って、代わりに突然別の人間が住み始めたらギョッとするでしょ？」

「祈ればどうということは」

「ああそう！」

　怒りの限界値が近い。さっきからまともな意見も証拠も無い。あるのは後出しの言い掛かりばかり。

「そもそもですよ。ログラ教に所有権が移っていたなら、洞窟の管理についてうちと魔族が取り決めをしてた時に、ログラ教の代表者も話し合いに加わってなきゃおかしいじゃないですか」

　だが、そんな記録はどこにも無い。

　それに、この女が出してきた譲渡契約書だって本物かどうか怪しい。

「うちと魔族で洞窟封鎖を決めた時、あなた方、何も言わなかったんでしょう？　自分たちが権利者だ、って主張しなかったんでしょう？」

　その時点で権利放棄したも同じじゃないか。

「ですがこの二百年間、洞窟を祈りの対象として実際に使用していたのはわたくしたちです」

　埒らちが明かない。

　どうせ、洞窟にめぼしい資源があったことを聞きつけて、無理やり自分たちの利益をむしり取ろうとやって来ただけだ。

　なりふり構わず、こんな無茶苦茶な理屈を振り回してきて──。日頃のナツの屁へ理り屈くつの方が、理屈としてはまだ上等だ。

「他にも洞窟っぽい場所はあるでしょう。そこで祈れば良いんじゃないですか？　何か、ほら、川の下の洞穴とかありませんでしたっけ」

「いいえ。陰りの洞窟でなければなりません。穏やかな陰りの中で祈りは真実を得るのです」

「今、洞窟はヒカリグサだらけなんで。陰ってないのでやめた方がいいです。終わり」

「陰りは影に通じ、光があるからこそ影もまた生まれ、わたくしたちは真実を得るのです」

「何でも良いいんじゃねえか！」

「あ、ハルくんハルくん」

　黙っていた課長が微笑を浮かべている。

「……何です？」

「今日はね、借入金の話もしようと思ってね」

　恐れていた話題。

　今、うちの町の財政はミンミ町から借金をして成り立っている。借入金を人質に取られては、交渉が──。

「うちの町も大変だからね、利息も上げざるを得ないかな、みたいな話がね、出ててね」

　はい絶望。救いがない。

　どうか俺にも、祈らせて下さい。
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　──などと、まさかログラ教に入信する訳もなく。

「──と、ゆーことであれば、ミンミ町についても、魔族による庇ひ護ご下？　に置かれることになります」

　翌週、出向いた先のミンミ町役場の応接室。俺の隣で話しているのは魔王フユ。魔王に似つかわしくない小柄な体とボブカット。ナツと同じ、異世界女子高生の成れの果て。そして、その横には秘書係の女性、シキ氏。

　向かいで話を聞いていた道路河川課長とログラ教ミンミ支部長が、双方、口をポカンと開け放っている。

「ただ今、魔王様の仰おつしやったとおりです。ここから先はわたくし、シキナシ・ナキシがご説明いたします」

「あっ、シキさんだいじょぶ。あたし全部できます」

「本当ですか魔王様？」

「この資料読めばいいんですよね？」

「わたくし用の資料なので振り仮名を振っておりませんが」

「あっ、シキさんお願いします」

　二人の間で話がついたらしい。

　長い銀髪の若い女性──魔族の王の秘書係シキ氏は、何とも言えない顔で咳せきを一つだけかますと、説明を始めた。

「元来、洞窟の封鎖と引き換えにして、タフタ町の防衛を我ら魔族が請け負うこととなっておりました。それはご存知ですね？」

　課長と支部長が頷うなずく。

「ですので、洞窟の所有権がタフタだけでなくミンミにもあるとなると、当然、ミンミに対しても魔族が防衛を請け負わなければなりません」

「うちの町ばかりが恩恵を受けるのは不公平ですからね」

　俺が補足する。そして──。

「その関連で、先日、うちと魔族とは友好協定を結び、人材交流を済ませています。ですので、この度、うちと同等の関係となるログラ教ミンミ支部及びそれを包括するミンミ町についても、魔族と協定を結ぶべきかと」

　言い添えて、友好協定書を机に載せる。と同時に、課長と支部長が顔を強こわ張ばらせた。

　この協定、人材交流とは名ばかりで、要は町の要人を魔王城に住まわせ、人質とするものである。つまり、町が魔族に対して不審な行動を取れば、即座に魔王城にいる人質が殺される、という脅しで成り立っている。

　現在、この協定を結んだうちの町では、町長の母・妻・娘の計三人が魔王城に住まわされている。彼女たちの命を担保にして、魔族と上手うまくお付き合いさせて頂いている、という状況だ。

　それをミンミ町にも強いてやろう、というのが今回の狙いである。

　先日、洞窟の件をシキ氏に相談したところ、彼女はこう言った。

『ミンミ町に力を持たれるのは、めっぽう旨うまくございません』

　ミンミ町はうちの町と違い、財政は安定し、他の町との関係も悪くない。そういった健全な町が二十三号洞窟の運営権を握ると、魔族にとっては懸案事項となる。半はん端ぱな脅しが抑止力として機能しないからだ。

　そもそも何故なぜ洞窟が封鎖されてきたかと言えば、魔王を倒す力を持った、勇者のレベルアップを防ぐというのが理由だ。

　洞窟を封鎖することで、そこに棲すむ手頃な強さの魔獣に、低レベルの勇者が遭遇することを防ぎ、勇者のレベルアップを非効率化させた。

　それなのに、ミンミ町やログラ教ミンミ支部が洞窟の管理者となればどうなるか。

　今後はミンミの独断で、洞窟内での勇者の通行を可能とすることができる。駆け出し勇者がレベルに見合った魔獣を倒しレベルアップがはかどる。これまで停滞していた勇者の高レベル帯への移行が進む。そしていつ、打倒魔族の声が上がるか知れない。

　これまでの二百年間で、人間と魔族との関係は小康状態を保っている。そこで一つの街が力を持つと──特に、勇者のレベルアップに関わる決定力を持つと、この小康状態が崩れる恐れがある、ということだ。

　それを防ぐための、今日の話し合い──という名の脅迫である。

　相手が屁へ理り屈くつで来るのならば、こちらは糞くそを投げ返す。いちゃもんという実体無き放ほう屁ひを搔かき消けすためには、武力と脅迫という実体ある糞くそで立ちはだかるしかない。

　魔族とうちの町の利害が一致したおかげで、流れはスムーズだった。魔族の持つ武力の威を借り、ミンミ町が手を引くような提案をすれば良い。それが先の、友好協定の強制だった。

　その案を出したのは俺だったが、シキ氏も意外とノリ良く承諾してくれた。以前、うちの町にドラゴンを連れてきて失敗したことが、詫わびとして良いい方向に作用しているのかもしれない。

　なにせ、魔王まで連れてきてくれるとは思わなかった。ナリも態度も頼りないが、ともかく肩書は魔王──魔族のトップである。それがわざわざ足を運んできたのだから、ミンミ町に与えるプレッシャーは小さくない。

「いかがですか、お二方」

　黙りこくっていたミンミの二人に、シキ氏の問いが飛ぶ。

「おっ、おいこらあ、返事しろよお、シキさんが聞いてるダルルォ!?」

「魔王様？　お控え下さい」

　突如豹ひよう変へんした魔王に対し、シキ氏が制する。

「えっえっ、今日って、こんな感じで行くんじゃないんですか？」

「品性を失ってはなりませんよ」

「でもでも、交渉はこうやるんだ、って──」

「誰がそのようなことを」

「アキちゃん」

「また彼女でございますか……」

　アキとは、現在魔王城に人質に取られている、タフタ町長の娘だ。会った時から自由な性格だったが、魔王城に移ってもそれは健在らしい。

　改めて、気を取り直したらしいシキ氏がテーブルの対面を見つめた。すると──

「一度ご検討させて下さいますよう、何なに卒とぞ」

　課長と支部長は頭を下げて、そう答えた。

　そしてその言葉の続きは、三日後に文書となって、うちの役場に届いた。

『誠に勝手ながら、この度のご提案につきましては見送らせて頂きたく存じます。また、陰りの洞窟における所有権は、ログラ教ミンミ支部においてこれを主張いたしません』

　つまり、一件落着ということ。

　──の、はずだ。
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「ログラ教なんて、あきはプログラミングしてないんだけどねー」

　一週間後の魔王城、俺と彼女二人だけしかいない中庭で、アキ嬢が言う。

　月に一度の面会──という名の人質確認。まあ人質と言っても、タフタ町と魔族との関係が良好な限り、その待遇は客人と変わらない。むしろ、そこらの来客よりもよほど丁寧に扱われる。実際、町長の母や妻からも、目立った不満は出てこなかった。

「あきがこの世界を創った、っていうのは前に説明した系──だったっけ？」

「うかがいましたよ。あまり意味は分かりませんでしたけれども」

　アキ嬢は、ナツやフユと同じく、異世界から来た女子高生である。

　彼女が言うことには、俺たちがいるこの世界は、仮想のゲーム世界？　であるらしい。そして、そのゲーム世界は、アキ嬢が創り出したアプリ（？）である、とも。

　そうして、アキ嬢がプログラミング（？）したこのゲーム世界に、何故なぜか彼女の友人たちと同時に吸い込まれてしまったのだ、という。

　ただしこの世界は、アキ嬢が創ってから既に何百年何千年と経過して、独自の社会を形成してしまってもいる──ということでもある。

　これが以前、彼女から聞いた話だ。ナツは勇者、フユは魔王、そしてアキ嬢はうちの町長の娘として組み込まれた。周辺の人間の記憶は、その「設定」に合わせて改かい竄ざんされた──ということらしいが──。

「先ほどの言葉からすると、アキ嬢はログラ教を創っていない、ということですか？」

「そうなんだよねー。まあ人が生きてれば、宗教なんて勝手にできちゃう系かもしれないけど」

　明るく光る髪と豊満な胸を揺らして中庭を歩くアキ嬢。相変わらず露出の多い服を好む。魔王城の誰も注意しないのだろうか。良いい城です。

「そう言えばー、あきが通ってた始まりの街の学校にもいたっぽい」

「何がですか？」

「ログラ教のシヨー派？　だっけ？」

「本当ですか」

　アキ嬢はここに人質に来るまで、親元を離れて始まりの街──トヒト町の学校で寮暮らしをしていた。

「なんかねえ、ヤバみがエグかった系」

「ヤバみが？　エグい？」

「寮の部屋のドア外してたりしてたの、その子」

「何故なぜ？」

「ドアの、蝶ちよう番つがいっていうのがー、こう、機械っぽいから、って言ってた系」

「ええ……」

「便利さから欲望が生まれ人は堕落していく」

「何ですかそれ」

「その子の口癖みたいな？　ってゆうかあ、そうゆう教え？　ってことっぽい」

　筋金入りだ。そのうち自分の体の関節も外していくんじゃないだろうか。

「でもー、ログラ教自体は、組織としては大きい系だよ？　学校の先生でもいたっぽいしー、ミンミ町の役場だってえ、結構ズブズブ癒着ある系だしー」

「まあそうだろうな……」

「ハルくんはー、これで終わると思う系？」

　アキ嬢は何を考えているか分からないところがあるが、バカではない。俺と同じ懸け念ねんを抱いていると見える。

「……思いたい系」

「願望だし。超ウケる」

　ウケて何より。こちらは全く笑えないが。

「ここからちょっと出してくれたら、あきも協力できる系っぽいんだけどー」

　アキ嬢が笑いながら、外出許可をねだってきた。しかしながら、その決定権は俺には無い。

「それはあなたのお友達──魔王様に仰おつしやって下さい」

「んふ～、どうしてそんな意地悪言うの？」

　アキ嬢が俺の右腕に腕を回してきた。胸が当たる。

「アキ嬢、周囲に人がいないと言っても、お城の中です。監視されておりますので」

「監視されてなかったら良いい系？」

　そうだよ。もっと当てよう。
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　十月も半ばを過ぎて、寒さが増してきた今日この頃。

　雪が降る前に、洞窟の通行路としての安全性調査を終えなければならない。

　洞窟には、タフタからミンミに抜ける本道の他、時折、脇道がある。恐らくはその脇道の奥に魔獣が棲すみついているのだろう。

　通行路として使うのは本道だけだが、本当に結界具だけで魔獣の脅威を防げるものだろうか。脇道から魔獣が出てくる可能性は本当に無いだろうか。

　あとは落盤の可能性だ。既に何度か本道を歩いてみたが、落盤の形跡は見当たらない。ただ、これまで大丈夫だったから、これからも大丈夫という保証もない。

　これらの調査をして、必要であれば迂う回かい路や退避路を設けるなどして安全対策を取る。そうして実際に交通路として一般開放できるのは、早くて来年の春から夏にかけてだろうか。

　これでも急過ぎるスケジュールだが、もっと急ぎたいのが本当のところだ。

　うちの財政状況がまずいのは誰もが知ってのとおりで、火の車の借金運営。どこからか借り入れを断られようものなら、それだけで窮地に立たされる。

　そんな中にあって、この洞窟は救いの収入源だ。通行料収入も望めるし、交通増加に伴っての、うちの町の経済効果も望めてしまう。

　年間の収入を見積もったところ、町長からはすぐに使えるようにしなさいとのお達しが出た。

　洞窟のメンテナンスをするのであれば、先ほども言ったように雪が降る前が絶対だ。一月二月になって外に雪が積もってしまえば、街から洞窟に至るまでの道を除雪しなければならず、そこでまた余計な費用が掛かる。事務仕事に追われる中、まさか俺がやる訳にもいかず、どうしたって外部委託だ。

　だから洞窟に係る諸もろ々もろ、早く終わらせてしまいたいのだが、そんな矢先──。

「いや、ですから、関係者以外立ち入り禁止って書いてあったでしょう」

　二十三号洞窟、ミンミ側の本道で、俺はそんな言葉を口にしていた。

「我々がどこで祈りを捧ささげようと、それは一市民の自由でしょうが」

　そんな反論の後に、口々に続く「そうだ！」という肯定の弁。

　どこからか集まった有象無象の人、人、人。その数およそ百人。ミンミ側入り口から洞窟内の本道二、三百メートルほどを我が物顔で占拠している。

「ってな感じでさ。こいつらずっとこんなんなんだよ。ハルくん、どうするよ？」

　タフタ町役場から洞窟の安全調査を委託していた職人。彼が呆あきれながら尋ねてきた。

　彼の使いから連絡があったのは、一時間前。ログラ教徒が洞窟内に居座り、調査に支障をきたしている、という内容だった。

「とりあえず今日は作業中止して下さい。こちらで話をつけたら、そちらにまたご連絡しますから」

「そう？　まあ俺らはそれで良いいけどもさ……。話って、もうついたんじゃなかったの？」

　言うとおりだ。ほんっと、言うとおり。ついてるんだよ話は。とっくの昔に。

「屁へに糞くそを投げ返したら、ゲロをぶっ掛けてきたって感じですかね」

「違ちげえねえや」

　俺の言葉に、職人も色々と察してくれたようだった。

　踵きびすを返かえす彼に頭を下げて、俺は未まだ残る有象無象に話をつける。

「あのですね、ログラ教ミンミ支部からは、もうこの洞窟はタフタ町のものですよ、っていう回答を頂いてるんですよ」

「我々はミンミ支部とは関係ない」

　五十代ほどの、いかにも面倒くさそうな感じの男性が答えた。以前、セレモニーで暴走していた我が町のサンドラ氏を思い出す。

「関係ない？」

「トヒト町、ヨツヨ町、ゴゴ町から集まった者多数。ミンミ支部は無関係だ」

「いや、ミンミ町で見かけた人たちもいますよ」

「その者らは除名されている」

「除名？」

「今ここにいる者、皆、ログラ教徒ではあるが、教会名簿からは除名されている。聖地的洞窟の所有を主張せん教会など意味がない」

「離反なさったんですか？　じゃあもう皆さん、ログラ教徒ではない？」

「違う。ログラ教徒ではあるが、教会の認めるログラ教徒ではないというだけだ」

「まあ何でも良いいですけど……」

　重要なのはそこではない。

「皆さんが何であろうと、とにかく、この洞窟はうちのものなんです。うちが持っていて、うちが管理している」

「知るか」

「知ってようが知らなかろうがそうなんです。で、皆さんは他人の家に勝手に上がり込んでるようなものなんですよ。分かります？」

「ここは我らの祈りの場だ」

　またこれ。どうしてその祈りで少しは俺を救ってくれないのか。

「いや、それはもう話がついてて、ログラ教ミンミ支部からはそういう主張はしないと」

「我らはミンミ支部とは無関係だ」

　ああそう。そういう理屈か。今度はそういうゲロみたいな理屈。

「いや、ミンミ支部と関係無いなら、皆さん今度こそ本当に、そもそもここを所有する理屈が無いですからね？　どこまでも無関係な一般人」

「我々は長年、ここに祈りを捧ささげていた」

「だから何なんですか」

「精神的に占有していた」

　はあああああああああああん！　もういや！

　俺はひとまず退散し、すぐさまミンミ町役場に駆け込み、道路河川課長を呼び出したが──。

「ハルくんね、それはもう、一市民が自由な意思に基づいて勝手にやってることだから、役場としてはどうにもできないね」

「いや、でも」

「そもそも、もうミンミ町はあの洞窟と関係ないよね？　うちは所有権を放棄してる。ログラ教ミンミ支部の方に行ってもらえる？」

　確かにね。確かにそうではあるけどね。でもね。お前ら一緒にうちの役場に来てたじゃん。押し入り強盗みたいな言い掛かりの理屈引っ提げて仲良く来てたじゃん。なのによくそんな「関係無い」みたいな顔できるね？　ちょっと祈らせてもらっていいですか？　救ってもらう税おいくらですか？

　胸中で舞う言葉を飲み込み、俺は言われたとおりログラ教ミンミ支部に向かい、支部長を呼び出す。しかし──。

「既に除名済みのお方たちのことですので、わたくしたちが対処する事案ではございません」

「いやいやいや」

「そもそも、ミンミ支部は既に所有権を主張いたしませんとの文書を提出済みでございますので、今回の件は全く無関係かと」

「でもログラの教えを信じる人たちが」

「全て人において、信仰は自由。そして、所属も自由」

「はあ？」

「ミンミ支部はミンミ支部に属する教徒の活動を管理する権限はありますが、所属外の教徒におかれましては、何ら権限を有しません」

「つまり？」

「除名教徒につきましては、タフタ町が、タフタ町の権限と責任において、タフタ町のみで解決すべき問題でございます」

　だからおめえらはよお……。

　罵倒を飲み込み、すぐにその足でタフタ町へ戻る。

　事の経緯を先輩と上司に報告し、対応を模索。二人の意見を仰ぐが──。

「殺してもらえば？」と先輩。

「まあ最終手段はな」と実務長。

「え？　殺してもらうって──何です？」

「魔族に頼むんだよ。言うこと聞かねえならヤッちゃうぞ、っていうことで一回話つけてるんだからよ。ヤッてもらえよ」

　先輩は顔色変えずに言う。

「……冗談ですよね？」

「半分はな」

　先輩はそう言うと、「なんつー顔してんだよ」と俺の背中を叩たたいた。

「殺す殺さぬは冗談としても、ナメられてるってのが一番問題だな」

「ナメられてる、ですか」

「お前じゃなくて、魔族がな」

「魔族が？」

「ログラ教のやつらもミンミ町のやつらも分かってんだよ。魔族は何もしてこないって」

　言われてみればそのとおりだろう。いくら魔族の武力が背景にあると言っても、それはあくまで脅しに過ぎない。

　むしろ、魔族が現時点で強硬策を取っても、トヒトからゴゴまでの全ての街から非難され、立場を危うくするだけだ。あまり手荒な真似まねはできない。

「この前のセレモニーで魔族が下手こいて、うちの損害補償に応じたのもマズったな。良いい意味でも悪い意味でも『話が通じる相手』ってことが世界に知れた」

　それも一理ある。意外なほどに常識的な思考を持つ相手なのだ、魔族は。うちから提案した会議に何度も応じている時点で、そんなの分かり切っている。

「今回の件、洞窟に居座っているログラ教徒は、教会とは関係無いって言ってるんですが、先輩はどう思います？」

「そんな訳ねえだろ。どうせ魔族は何もやってこない、タフタ町には力が無い──そう思って、ミンミ町と教会がグルになってるに決まってる」

　お前もそう思ってるんだろ、と聞かれた。

　もちろんそうだ。でなければ、こんな質問しない。

　つまり、教会から除名だ何だも、全部計画してやっているということだ。

　うちに抵抗するための理屈だけ通して（通ってないけども）駄々をこね、うまいこと洞窟の所有権をむしり取る。そうして、ほとぼりが冷めた頃に除名も何も無かったことにする、というような手て筈はずだろう。

「じゃ、後は頑張れ」

「え？」

「俺も実務長も忙しいから。お前、魔族と仲良いだろ？　助けてもらえ。上手うまくやってくれ」

「先輩、何か最近雑じゃないですか？」

「魔族関連はお前の仕事だから。今度から宗教関連も任せた。面倒くさいの全部お前な」

　そう言い残し、先輩は外回りに出た。残った実務長と目が合う。

「旅費、足りなかったら流用していいぞ。魔王城で打ち合わせしてこい」

　嫌です。
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　それから一週間で、洞窟に群がるログラ教徒は日に日に増えた。出入り口を封鎖しても、いつの間にか破壊されている。信仰心はあるがモラルは無い。

　以前の倍の、二百人は下らないであろうログラ教シヨー派の皆さん。洞窟の本道に我が物顔で居座っていらっしゃる。

「うわ、みんな祈ってる……ヤバ」

　俺の右でナツが呟つぶやく。

「静かに。今から俺たちも祈るんだぞ」

「ってゆうかあ、この服、お辞儀したらこぼれちゃうかも」

　今度は左から不穏な声。何がこぼれるのか、俺はあえて聞きません、アキ嬢。

　──この日、俺とナツとアキ嬢の三人が、ミンミ町側から洞窟に足を踏み入れていた。

　目的は、教徒から話を聞くこと。誰がどこに指示して、どこが協力してこの現象が起きているのかを探るためだ。

　要するに、ミンミ町とログラ教界かい隈わいに存在するであろう指示・連絡の証拠を握りたいのだ。そしてその証拠をミンミ町やミンミ支部に突き付け、今度こそ手を引かせる。

　彼らは今回の件には関係無い、という姿勢なのだから、「実は連絡・指示体制がある」ことが明らかになれば彼らの虚偽も明白になる。はっきりと「噓うそをついている」ということになれば、他の街の第三者機関に裁定を請こうこともできる。そうなれば今度こそ、ミンミも手を引くだろう。

　そのための潜入調査。ただ、ナツもアキ嬢も、以前の友好協定セレモニーで大分よそに顔が知れてしまっているので、多少の変装は必要だ。もちろん俺も、先日から何度もここに出入りしていたので例外ではない。

　全員髪型を変え、服装も変えている。自然を好むログラ教徒に倣ならい、布を体に巻き付けて帯で固定したものを着用。肌が大分スースーするが、しょうがない。アキ嬢の胸元から何かがこぼれても、しょうがない。

　二百人超のログラ教徒に紛れ、俺たちもその一角に正座する。

　正午前、ちょうど祈りの時間なのか、周囲は皆が地面に座り、両腕で胸を隠すような態勢で目を瞑つぶっていた。

　体勢を真似まねて、俺も目を瞑つぶる。こいつらみんな、冬が来る前にドラゴンに食われますように──はい、初めての割にとても良いい祈りができた気がします。才能あるかもしれない。

　さて、ぼちぼち周囲の祈りも終わり始めたようで、人がばらけ始めた。

　俺たちも歩き出し、適当な人材を探す。ターゲットは、末端よりも少し情報を持っているが、組織の中核からは遠そうな人間。つまり、偉過ぎず小物過ぎず、ということだ。情報は手に入れたいが、俺たちも自分の身を危険に晒さらしたい訳ではない。

「って言うかさ、どうしてアキが来れたの？　今、人質中でしょ？」

　ナツが小声で尋ねる。よくよく考えたら、人質中って、凄すごい言葉だな。自分が碌ろくでもない仕事ばかりやっているのがよく分かる。

「俺がシキさんに相談したら、寄こしてくれたんだ。始まりの街の学校で、ログラ教徒の知り合いもいたらしいから」

　上手うまいこと知った顔があれば、そこから情報を聞き取ることもできるだろう。

「逆にー、あきはどうしてなっちんがいるのか不思議だけどねー」

「私が？　何で？」

「潜入調査とかー、超不向きっぽい」

「はあ!?　どこがよ!?」

　怒号が洞窟内に響き渡る。周囲の人間の目が一斉にこちらへ向いた。

「こーゆーとこ」

　アキ嬢が笑う。いや、笑ってる場合ではない。目立ってる目立ってる。

「あの、あまりナツをおちょくるのはやめて下さい。シャレにならないので」

「でもー、ゲームはピンチあってこそってゆーしー」

　気にも留とめない様子のアキ嬢。そう言えば以前、タフタ町にドラゴンが来た時も、あえて万策尽きる状況を生み出すようにしていた節がある。この女もヤバい。

　未いまだまともな相棒と出会えないことを心で嘆きつつ、俺はターゲットを探す。すると──。

「あっ、あの子、学校にいたっぽいかも」

　アキ嬢が視線で示した先には、彼女と同い年くらいの女性がいた。こちらと似たような簡素な服を着ている。

「え、なに？　アキ、あの子知り合いなの？」

「んー、何かねー、色々分解して、すぐ部屋のドア外す子」

「は？　何それ？　怖っ。頭おかしいの？」

「そー、おかしい子」

「アキ嬢、言い方」

「すぐ部屋のドア外す普通の子」

　ギリギリＮＧな表現になってしまった。普通とは。

　まあいい。そんなことよりも聞き込みだ。

「アキ嬢、あの人はその……どうです？　話しても危険は無いですか？」

「んー、どーかなー」

「ここに来るような人たちなんて、誰もまともじゃないでしょ。気にせず聞けばいいじゃん」

　もっともなことを言うナツ。言われてみればそんな気もした。まともな人間がいてくれたなら、そもそも俺はこんな所でこんなことをしてはいないのだ。何か悲しくなってきた。

「……あれ？　あなた──」

　ブツブツ話していたら、何と向こうからこちらにやって来てしまった。

　そして彼女は、アキ嬢の顔をジロジロと眺めている。

「──あなた、アキさん？」

　速攻でバレた。待て、一応変装してるんだぞ。

　対するアキは、今にも噴き出しそうな顔で俺を見た。こいつ、楽しんでやがる。

「いえいえいえいえ、彼女はアキラと言いますが──お知り合いでしたか？」

　慌てて口を挟んだ俺。アキ嬢が何も言わないということは、俺に任せるということだろう。

「アキラさん──？　すみません、似た知り合いがいたものですから」

「へええ、それはそれは、へへっ」

　笑い声が裏返る。

「でもそうですよね、アキさん、今は魔王城の方にいらっしゃるはずですから。このような所にいらっしゃる訳ありませんでした」

　ご無礼お許し下さい──と、彼女は一礼して詫わびてきた。意外なほどまともだ。

「いや、でもお声掛け頂いて良かった。僕ら、今日急にここに加わることになってしまったので、あまり事情を聞いていないんですよ」

「事情？」

「ええ、とにかく集まってくれと言われて来たものの、何がどうなってここに人が来ているかとか、もうほとんど何も、ええ」

　それを聞くと、彼女は「まあ」と口を押さえたのち、「こちらへ」と俺たちを案内した。本道から外れた脇道を数分歩くと、他の人間がいない、静かな場所に出た。魔獣がいやしないかと心配になったが、念のために服の裏に結界具を貼り付けているので、まあ大丈夫だろう。

「わたし、ミゾレと申します。皆さん、お座りになって下さい」

　ミゾレ氏はそう言うと、事のあらましを説明してくれた。

　と言っても、それは大体において俺たちが既に把握している内容と大差無い。

　タフタ町が洞窟の所有権を主張しているが、長年洞窟を祈りの場として活用してきたログラ教シヨー派──特にミンミ町の教徒──にも所有権が認められるべきだということ。

　そのために、今はシヨー派が結集して、団結しなければならないということ。今からでも、実質的な占有を始めること。そして、タフタ町に自分たちの権利を認めさせること。

「なるほど」

　説明を受けて、俺はそう言うしかなかった。何故なぜならこの人が、それら全てを真顔で言っていたからだ。

　自分たちの主張にやましいところなど一つも無い。非常識なのはタフタ町である、という彼女の「常識」がよく分かった。

「まったくもって、タフタ町には自然の御心の欠片かけらもありません。あの町のバグリ派の教徒も、欲望にまみれて堕落してしまいました」

　残念そうに首を横に振るミゾレ氏。対して、アキ嬢は終始ニコニコ笑い、ナツは終始首を傾かしげ、俺は心を無にしていた。

「質問なんだけど」

　手を挙げたのはナツ。ある意味、一番口をひらいてほしくない人物だった。目配せして「分かってるんだろうなお前」とメッセージを送る。

　対してナツは両目をパチパチと何回も閉じたり開けたりした。こちらに応答したのか、目にゴミが入っただけなのか判然としない。俺はもう色々と諦めた。

「あら、何でしょう、ナツさん？」

「えっと、私はミンミの町に住んでないからよく知らないんだけど、二百年間、この町のシヨー派の人がここに祈ってたって本当なの？」

　いきなり、相当際きわどい質問をしやがった。俺は気が気ではない。対してアキ嬢はキラキラと目を輝かせている。

「面白い質問ですね？」

「え、笑いどころあった？」

　笑顔のミゾレ氏と、さらに顔が傾くナツ。嚙かみ合あってなさが凄すごい。胃が痛い。

「ナツさん──あなたの疑問は、大して重要なことではないのです」

「どういうこと？」

「二百年間の行いが噓うそか真か、それは誰にも証明することができません。そうでしょう？」

「まあそうかもね」

「それならば、我々ログラ教徒が主張するというその事実をもって、それは真となるのです」

「もうちょっと分わかり易やすく言ってもらえる？」

「本当かどうかは分からない。でも、我々が言えばそれが本当になるのです」

「それ本気で言ってるの？」

「本気かどうかではなく、言えば本当になる、という事実があるだけです」

　ナツはポカンとしていた。アキ嬢は俯うつむき、腕で顔を隠して震えている。笑うなよ、絶対に笑うなよ。

「もう一つ良いい？」

「何でしょう？」

「あなたは誰に言われてここに来たの？」

　ブハッ、とアキ嬢が噴き出す音が聞こえた。俺は絶望で自分の顔を押さえた。もうやめて。

「誰に、とは？」

「私たちは偉い人に言われてここに来たんだけど、あなたは誰に誘われたの？」

「自分の意志でここに」

「それ、おかしくない？」

「何がですか？」

「だって、さっきの話でいけば、あなたや私みたいなログラ教シヨー派が言ったことは本当のことになるんでしょ？」

「ええ」

「じゃあ、『ここは私たちの土地です』って言って終わりじゃん。それが事実なんでしょ？」

「……どういう意味です？」

「わざわざこれ見よがしに何日も集まる必要なんて無いじゃん。『ここは私たちの土地』って言えば、それでカタが付く話なんじゃないの？」

　何と言うか、色々とぶっ飛んだ論理だった。

　え、そうなる？　と思うが、しかし、言われてみればそんな気もしてくる。まあ、アキ嬢は相変わらず苦しそうに震えているが。

「あなたがさっき自分で言ったことを本気で信じてるなら、わざわざ自分の意志でこんなところ来ないんじゃない？　裁判とかになっても、『ここは私たちの土地』で全部片付くんだし」

「裁定を下すのがログラ教徒とは限りません。わたしたちの真理を理解しない人間も多くいるのです」

「じゃあ、あなたがしなくちゃいけないことって、ここに居座ることじゃなくて、同じ宗派の人を増やすことなんじゃないの？」

「え？」

「ここを占有したのが何日間──とかそういうことが重要なんじゃなくて、同じ真理に辿たどり着つける人を一人でも増やすことが重要なんでしょ」

「それは──」

「世界の人みんながログラ教シヨー派になれば、こんな争いだってしなくて済むんだから」

　そうでしょ？　──と、ナツは俺たちに同意を求めてきた。

　純粋な目だ。こいつ、もはや潜入調査だってこと忘れてるな。普通に自分の宗教観で疑問をぶつけてやがる。

「……そうかもね」

　俺は控えめに答えた。アキ嬢は「はひぃ」と腹を抱えながら奇声を発している。自分の膝バンバン叩たたいてら。楽しそうで良いいね。お前もう二度と連れてこねえ。

「ナツさん、あなた……凄すごいわ」

　ミゾレ氏が言う。目からウロコが落ちたような顔で。……いや、マジかよ。

「わたし恥ずかしいです……どうしてそんな当然のことを忘れて……本当……何で……」

　泣き始めた。

「えっ、何で泣いてんの。怖っ」

　ナツが引いている。あーもう滅め茶ちや苦く茶ちやだよ。

「ごめんなさいナツさん、わたし、本当は父に言われて来ただけなんです」

　ミゾレ氏が何か有用そうなことを語り出した。俺はすかさず相あい槌づちで誘導する。

「お父さんに？」

「ええ。わたしの父はミンミ町の道路河川課長で、洞道の管理も仕事の範はん疇ちゆうなんです」

　あらー。

「それで、お父さんからは何と？」

「陰りの洞窟の価値が上がるから、タフタ町に渡す訳にはいかない。ログラ教と協力して所有権をミンミで押さえたい──というような話を」

　あーもう完璧ですね。そういうの。そういうのが欲しかったんです。

「それで連れてこられた？」

「トヒト町の学校に通っていたのですが、父から手紙が来たのです。わたしもログラ教徒なので洞窟占有に加わるように、と」

「その手紙、今あります？」

「はい、ここに」

　彼女は服の帯の中から、折り畳まれた二枚の便箋を取り出した。

　読むと、証拠の宝庫。彼女の父親──道路河川課長の名前で、町とログラ教との結託の詳細が書かれていた。

　後は、これをどうやって持ち帰るかだが──。

「ナツさん、本当にどうもありがとうございます。わたし、ログラ教徒として大切なことを思い出しました！」

　俺が考える横で、ミゾレ氏がナツの両手を取った。そして、喜びと畏敬を込めて、その手をブンブンと上下に振っている。

「え？　あ？　まあ、どうも……？」

　ミゾレ氏の感情に付いていけていないナツが変な顔で応えている。視線で俺に状況を問うてくるが、俺は今、この手紙を持ち出す方法を考えるので手一杯だ。よって無視する。

　──と、その時。

　腕を振られて帯が緩んだのか、ナツの服から何かが落ちた。カコン、と硬い音が響く。

　──スマホ。

　おい待て。どうして今、そんな物を持ってきているのか。

　──と思ったが、そう言えば何だかんだで、今まで肌身離さず持ち続けていた気もする。いつもポケットに入れていて、何かの拍子に落としていたのも何度か見た。

「それは何です？」

　ミゾレ氏の表情が一瞬で変わる。獲物の気配を察知した肉食獣が脳裏をよぎった。

「お守り」

　口早にナツが言う。何となくヤバさを感じ取ったのだろう。素早くスマホを拾おうとするが──。

「大きなお守りですね」

　いち早くスマホを拾い上げていたミゾレ氏。表面を指の関節で叩たたいたり、僅かな突起を指の腹で押したりしている。

　また俺の時のようにいきなり光ったりしないかとドギマギしたが、そう言えば以前、ナツが「もうデンチが切れてるから無理」とか言っていたっけ。意味はよく分からないが、とにかく、光ったり音が出たりはしないらしかった。

「ね、もうその辺でいいでしょ？　返してよ」

「この側面にある切れ込みは何です？　どうしてこれ、押しても凹へこみっぱなしでなく、元の位置に戻ってくるんでしょう？」

「ボタンなんだから当たり前でしょ」

「え？　押したら自動で戻ってくる機構が当たり前？　なに？　ボタン？　は？」

　ミゾレ氏の目から光が失われ、代わりに言葉が八割増しの速度で発せられる。

「ナツ！」

　俺は叫んだ。もう余計なことは言うな、という意味だ。正直、さっきナツがしていたギリギリな質問よりも、今の会話の方がクリティカルにヤバい。

「ちょっとこれ分解しますね」

「は？　ちょっとあんたなに──っ、こら！　やめてよ！」

　スマホを二つ折りにしようとしたミゾレ氏に、ナツが食い下がる。スマホを取り合う喧けん嘩かが始まった。

　俺は先ほどの手紙を帯の中にしまいつつ、アキ嬢に問う。

「喧けん嘩か、止められますか？」

「あーもー、超写真撮りたい。スマホの電池切れてなければなあ」

　やはりこの女はダメだ。自分の幸せのみを追い求めている。

　──その時だった。

　洞窟内に響き渡ったバキィッという破壊音。

　見れば、ミゾレ氏の手により、スマホが真っ二つに折られていた。

「ちょっ──噓うそで──てめえ！」

　三秒ほどの放心の直後、今までに見せたことの無い雰囲気を引っ提げ、ナツがミゾレ氏の胸ぐらを摑つかんでいた。さすがに「てめえ」は聞いたことが無い。マジの向こう側。

「触らないで汚けがらわしい！　ナツさん、あなた、これ何なの!?　機械じゃないの!?」

「だから何だっての!?　勝手に人の物ぶっ壊し────だあああ！　ざけんな！」

「ちょっと！　さてはあなたログラ教徒じゃないわね!?　機械を持ち込んで開き直って──」

　取っ組み合った二人は、洞窟の中をゴロゴロと転がりマウントの取り合いをしている。元いた位置から離れ、今や横穴に達していた二人の体。気迫が凄すごい。男同士の喧けん嘩かなどよりも、よほど感情の牙が剝むき出だしである。

　だが、ただ見ているだけでもいけない。徐々に複数の足音がこの場に近付いてきている。騒ぎを聞きつけた人々が集まってきたのかもしれない。

　禁忌である機械を持ち込んだのは確かだ。そこから、俺たちが教徒でないことも潜入調査であることもバレてしまう。

　今なら先ほどの手紙も俺の手の中にあるし、いっそみんなで逃げてしまうのも手だった。

　だから俺は、今や横穴にまで入ってしまった二人のもとに駆け寄り、ナツを引き剝がそうとしたのだが──。

「──ん？」

　突然、空気が震えた。今までに無い鈍い響き。

　直後、轟ごう音おんと共に、地面の震動。舞う土煙。すぐ側で割れている大きな岩。

「落盤!?」

　と、気付いた時には時すでに遅し。体の自由もろくに利きかず、俺はナツに覆おおい被かぶさって倒れることしかできなかった。

　そして──。

　いつしか、音も震えも収まった。

　起き上がり、横穴から出ると、一面、大小の岩、岩、岩。ランプが壊れていたので、幸運にも横穴に生えていたヒカリグサを取り、その灯あかりで周囲を見回す。

　さっきまであった道が無い。四、五メートル四方の空間があるだけ。天井から落ちてきたであろう岩が、周りの全てを塞いでいた。

「は？　ちょっと、なにこれ？」

　起き上がりやってきたナツが辺りを見て呆ぼう然ぜんとしている。続いて、ミゾレ氏も異変に気付く。

「何が起こったのです？」

「落盤ですね……天井の岩盤が崩れたんです」

　見上げると、天井の空間が数分前よりも大きくなっていた。代わりに、落ちた岩が周囲を埋め尽くしていたが。

「道が無いんだけど」

　ナツが呟つぶやいた。直後に鼻で笑うような仕草。人間、現実を受け入れられない時には笑みが漏れるらしい。

「アキは？」

「いない。ここに閉じ込められたのは俺たち三人だけだ」

「何で」

「君たちが二人でゴロゴロ転がって離れていって孤立したんだろ」

　俺は二人の喧けん嘩かのとばっちりのようなものだ。仲裁に行ったら巻き込まれた。遠目に見ていたアキ嬢は恐らく、この岩の向こう。もっとも、事故の規模が見えないため、彼女が無事とも限らないが。

「ああああ！　教えに背いた罰です！　あなたが機械なんて持ち込むから！」

　ミゾレ氏が叫び出した。キンキンした声が狭い空間に反響する。

「はあ!?　人のせいにしないでよ！　こんなの自然災害でしょ!?」

「起こるべくして起こった災いです！　機械による人間の堕落！　それを戒めるログラの神の怒り！」

「怒ってんのはこっちだっての！　機械だろうが何だろうが人の物勝手に壊していいと思ってんの!?　どんな教育受けてんの!?」

「ああ神よ、鎮しずまり給たまえ！　自然を軽んじた人間の罪をお許し下さいますよう何なに卒とぞ！」

「償うべきはまずあんたの罪でしょ！　スマホ真っ二つにして！　バッカじゃないの!?」

「静かにしなさい堕落の民よ！　機械に魂を引かれた俗物め　災いの根源！」

「だから何でもかんでも人のせいにすんな！　そういうとこ！　ほんっと、あんたたちのそういうとこ！　そういうとこだからね！」

「俗物が人の言葉を操りまするな！　汚けがらわしい！」

「はあ!?　論理的に物事考えられないバカが何言ってんの!?」

「な──それはわたしのことですか!?」

「だってそうじゃん！　機械が悪いなら、あんたがスマホ折った時点で終わりじゃん！　なのに何でその後に落盤が起きてんの!?　辻つじ褄つま合わないんですけど!?　は!?　バカが！」

　すげえキレてる。感情豊かな人間だとは思っていたが、ここまで振り切れたのは初めて見た。そう言えばあのスマホ、彼女が唯一異世界から持ってきた小物だったかもしれない。

「あーもー！　データ引き継ぎも何もしてないのにさー！　しかも出口無い！　道が無い！　もう嫌だああ！　んあああああ！」
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　今度は泣き始めた。キレながら泣く女性というのは確かに何度か見たことがある。役場に離婚届を持ってきて、その場で（元）夫婦喧げん嘩かを始めた男女を思い出す。

「わ、わたしだって、落盤が起きるなんてそんな……どうしようもないじゃないですか！」

　ミゾレ氏が歯切れの悪い言葉で答えている。せっかくなので一つ補足しておいてあげよう。

「まあ、うちとしては、落盤の危険性を調べるために調査を委託してたんですけどね。どこかの宗教がそれを邪魔するから……」

「な──だって、わたし、そんなこと、聞いてない……あああああああん！」

　こいつまで泣き始めた。いい加減イライラしてくる。

「うるせえな！　だから立ち入り禁止って書いてたんだろうが！　何も考えずに封鎖柵までぶち壊して入り浸りやがって！」

「だって、だって……ぶええええええ！」

　狭い落盤部屋の中で、二人の「あーん」だとか「おーん」だとかの泣き声が響く。うるせえ。

　──そうして何時間経たっただろう。いつしか鳴き声は止やみ、誰も何も声を発しない。助けも来ない。静寂だけが空間を満たしていた。

　腹が減った。それは先ほどから、時々ナツが呟つぶやいている。全面的に同意する。

　けれども、懸け念ねんはそれ以上に、水と空気の確保だった。

　食べ物が無いより、水分が無い方が何倍もマズい。そして仮に、この空間が全くの密室だった場合、空気の循環が無く、さらにマズい。

　ナツとミゾレ氏二人は、相変わらず死んだ目。今俺が何か余計な現実を突きつけても、良いいことは無いような気もする。

　俺は黙って、この空間を調べ始めた。どこかに、外部に通じる隙間は無いか。

　水分は期待できそうにない。それなら、落盤により薄くなった天井が、外に通じる隙間を作ってくれてはいないか、という願いを信じるしかなかった。

　ここは洞窟の中心部ではなく、まだミンミ側の出入り口に近い。それなら、岩盤もさほど厚くないように思えた。

　崩れて積みあがった岩に足を掛け、天井を触って確かめていく。岩と岩の隙間に、光や空気の出入りは無いか──。

「何してんの……？」

　数十分ほどやっていたら、ナツが興味を示してきた。

「外に通じそうな場所が無いかどうか調べてる」

「なにそれ？　外に出られるの？」

「それは無理としても、とりあえず空気の循環は必要だ。あと、ちょっとした穴でも、そこから音を出せば救助隊も気付いてくれるだろ」

「……私も手伝う」

「そうか？　変な無理はしなくていいぞ」

　どうせ俺も、気休め程度にやっているだけだ。変に期待させるのも、それはそれで無責任な気がした。

「いいの。アプリの課金データは運営に相談すれば引き継いでくれるはずだから……」

「ああそう。知らんけど」

　何の話かは分からないが、ナツの言うことを理解せずに困ったことは大して無い。

　そうして二人でしばらく調べていたら、今度は隅に座っていたミゾレ氏が話し掛けてきた。

「無駄です……どうせ無駄。禁忌を犯した人間には死あるのみ」

　この期に及んでまだそんなことを言っている。俺は数時間振りに心を無にした──が。

「うるさいなあ……」

　ナツがまたキレそう。こういう相手には怒るだけこちらが疲れて損なのだが、まあ気持ちは分かる。

「あんたね、体動かさないなら、こういう時こそ祈るべきなんじゃないの？」

　彼女は振り向いて、ミゾレ氏を見据えた。

「祈るのが得意なんでしょ？　祈れば救われるんでしょ？　じゃあ祈れ！」

　透き通るような問いと命令が反響する。

「こういう時にこそ人を救えなくて、何がログラの教えだっての！」

「何を……分かったようなことを……！」

「あんたら『いつだって自分が正しい』みたいなこと言ってたじゃん！　じゃあ最後まで正しく祈れ！　最後まで自分の正しさに執着しろ！　できることやってから死ね！」

　ミゾレ氏は何も答えない。俺も何も言わない。ナツも、もう言葉を続けない。

　必要なものは、もう何も無い気がした。静寂の中、俺は黙々と作業を続け──。

「……ここ、風が来てる？」

　俺は呟つぶやいた。

　壁と天井に詰まった岩と岩。その隙間から空気の流れを感じる。

　岩の取っ掛かりに指を掛けてみるが、ビクともしない。転がっていた手ごろな石で打ち付けてみるが、焼け石に水。

「いけそう？」

　ナツが声を掛けてきた。俺の反対側から岩に手を掛けている。

「いいよ。ケガするぞ」と制する俺。実際、自分の指先は皮がむけて血が滲にじんでいた。

「言ったでしょ。やることやってから死ぬ」

　ナツは頑として、俺の言葉なんて聞き入れない。最近、何だか頑固になってきた気がする。良いいか悪いかは分からないが。

　その時──。

　どこからか、音がした。いや、音というよりも声に近い。

「今の、聞こえたか？」と俺はナツに問う。

「あ、やっぱり？　何か聞こえたよね今？」

　と、ナツも同意を示したその瞬間、

「ぎゃっ！」

　座っていたミゾレ氏の頭上の岩がゴロリと落ちた。危うく当たりかけた彼女が身を屈かがめたが──。

「ハル、あれなに？」

　俺の横でナツが問う。

　視線の先は、転がった岩が元あった場所。座るミゾレ氏の頭上に空いた、径二十センチほどの穴からは、犬のような動物が、目と鼻先を覗のぞかせていた。

　赤く光る眼めと、空気を震わせる唸うなり声。先ほど聞こえた声はこれだったのか。

「あの赤い目と黒い毛……魔獣か？」

　資料で見た絵と似ている気がする。そう言えばミゾレ氏に案内されて、魔物の棲すむ脇道にやや深く入ってしまっていた。

「は？　魔獣？　うそ？　結界具は？」

　ナツに言われて、俺は服の裏を見てみる。白い蜘蛛くもの巣すをかたどったそれは、サラサラと雪のように崩れ落ちた。

「──時間切れだ」

　結界具の効力は六時間。洞窟に来てから今まで、既にそれほどの時間が経たっていたらしい。

「ひえええ！　何なんですかこれ！　どうするんですかこれ！」

　ミゾレ氏が腰を抜かしながら俺たちの方へ這はい寄よってきた。穴からは、魔獣が鼻先を出して口を開け、その牙を見せつけている。

「落ち着いて。あの穴じゃ、口元を出すのが精一杯だ。今のうちに鼻先だけぶっ叩たたいて怯ひるませて、穴を岩で塞ぎ直しましょう」

　言いながら、俺は魔獣を叩たたくのに手頃な岩を持ち、穴へと駆け寄った。

　なんてことはない。魔獣とは言っても、特段、普通の犬と何ら変わるところは無──、

　──刹那。

　開いた魔獣の口から、凶悪な火炎が噴き上がった。炎は俺の前髪をかすめて、瞬間的に、この空間の半分以上を埋め尽くしていた。

　風圧で揺れる前髪。遅れて、焼き炭で肌を焙あぶるような熱波。

「熱っっっつ！」

　持っていた岩を落とし叫ぶ俺。そして、その叫びは俺だけでなく、穴の対極にいた二人の女子からも吐き出されていた。

「待て待て待て待て無理無理無理無理！」

　俺は狼ろう狽ばいを隠さず二人のもとに駆け寄る。

「ちょっとハル！　穴塞いできてよ！」

「無理だって！　ヤバいって！　死ぬって！」

　そう叫ぶ俺は、正直、涙目だ。感覚的に分かった。あれをまともに受けたらきっと、火傷やけどでは済まない。

「ヤバいのは分かってるし！　ここも超熱かったもん！　超熱かったもん！　死ぬ！」

　炎は届いていないはずだが、やはり熱波だけでも相当なものなのだろう。ナツも大いにうろたえていた。そしてその瞬間にも、炎の第二波が空間を襲う。さっきよりも勢いが増している。

「だから熱っつ──！　ダメだ！　これを落とすしかない！」

　俺は、さっきまでナツと一緒に手を掛けていた大岩に、改めて指を掛けた。外に繫つながっている保証は無いが、もうここからの脱出に懸けるより他に無い。

　そのことにはすぐナツも気付いたようで、また俺の向かいに立ち、岩に手を掛けた。

「あああああ！　お助け下さい！　ログラの神よ！　我を救いたまえ！　悪いのは全部この女です！　わたしは悪くないのです！」

　何かと思えば、俺たちの足元で、ミゾレ氏が号泣しながら祈りを捧ささげていた。

「うるせえ！」「うるさい！」

　俺とナツの怒号が被かぶる。そしてさらにナツが──。

「祈ってる場合じゃないでしょ!?　早く手伝えこのバカ！」

「さっきは祈れって言ったのに！　正しく祈れって言ったのに！　あああああん！」

「言ってる場合!?　死にたいの!?」

「生ぎだい！　んもおお生ぎだいもおおん！」

　もはや何を言っているか分からなかったが、鼻水でぐちょぐちょの顔で、ミゾレ氏もまた岩に手を掛ける。

　岩に掛けられた三人の手。タイミングを合わせて、一気に力を入れる。

「──おっ!?」

　岩が動き、ずり落ちて崩れた。その勢いで、俺たち三人の体勢も盛大に崩れる。

　尻もちをつきつつ天井を見上げると、そこには月明かり。数メートルの岩盤に開いた、径数十センチの穴。そして、その向こう──、

「何か音しましたけど──あ、なっちゃん？」

　外に通じた穴からは、こちらを見る魔王フユの顔があった。それを見て、ナツが叫ぶ。

「フユ!?　助けて！　早く助けて！　超助けて！」

「あ、良かった。なっちゃん凄すごく元気。──皆さーん、行方不明の人たち、いましたー！　みんな元気そうですー！」

「フユ！　そんなこと言ってる場合じゃないから！　熱っつ！　フユ！　魔獣が！」

「なっちゃんのことだからお腹なか減ってるよね？　今、食べ物だけ落とすからね」

「フユ！　だからそうじゃなくて！　フユ！　フ──熱っっっつぉい！」
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　閉じ込められていたのは六時間超。救助活動には、魔族からも人員が割かれていたらしい。それは、ナツやアキが巻き込まれている可能性を知った魔王の判断か、はたまたもっと政治的な理由によるものか。

　魔王が現場にいたのもそのためだ。いざとなればその魔力で岩盤を粉砕することもできただろうが、力の制御が下手なあの魔王のことだ。変に魔力をぶっ放されれば、俺たちごと粉々にされていただろう。

　ちなみにあの後、なかなか俺たちの異変に気付かなかった魔王だったが、側にいたシキ氏が全てを察知してくれて、速やかに三人脱出し、どうにか事なきを得た。思い返せば思い返すほど、魔王は来てくれない方が良かったのではないかと思う。言わないけど。

　今回の崩落事故だが、結果的にタフタ町が責任を問われることは無かった。何せ、ログラ教徒が制止を無視して勝手に入っていただけだ。

　事故がちょうど、うちの町の崩落調査期間に起こったことも幸いした。うちが危険性を認識し、対応していたにもかかわらず、ログラ教徒がそれを聞き入れなかったのだ。世間の目としては、ことさらうちの町を敵視するものは無い。

　最も崩落が大きかったのは俺たちがいた場所。他はほどほど。そのため、重傷者は出なかった。アキ嬢も無事だ。

　ミンミ町とログラ教も、あれ以上嫌がらせをしてくることも無くなった。どさくさに紛れ、俺がミゾレ氏の手紙をそのまま帯に隠し、持ち帰ることに成功したためだ。その存在をチラつかせたところ、彼らは滅法おとなしくなった。

「──ただ、お金が無いんです」

　魔王城の会議室。今回の事故の顚てん末まつを報告するために、ナツを連れてシキ氏のもとへ伺い、俺はそう口にした。

「落盤の処理と安全確保の工事費用がまるでありません。これ以上どこかから資金を借り入れるのも正直厳しいです」

　少なくとも、来年度中の開通は無理だろう。まあ、魔族にとっては、その方がありがたいのかもしれないが。

「それでは、その工事費用、うちがお出しいたしましょうか？」

　そう提案してきたのは、シキ氏だった。

「──と言うより、洞窟の所有権を魔族に引き渡して頂きたいのです。もちろん、乗っ取ろうとか、そのような意味ではございません」

「どういうことです？」

「洞窟の維持・管理は魔族が行う。ただ、実際の交通運営は、タフタ町あるいはタフタ町内の団体にお任せする、という形です」

「ハードはそちら、ソフトはこちら、という？」

「長い目で見て、これからも洞窟のメンテナンスは必要ですが、その度に財政難ではどうしようもないのでは？」

「それは……そのとおりです」

「ならば、工事を含むメンテナンスは、所有権ごと、こちらでお引き受けしたいのです」

「そちらに何の得が？」

「うちは、運営に必要な年間費用をそちらに毎年お渡しいたします。そちらは、その金を用いて交通運営をなさる」

「はい」

「そこで利用者から徴収した通行料や、採取したアイテムの売却益──それらの数％を、洞窟使用料として我ら魔族に配分して頂きます」

　なるほど。それなら少なくとも、うちの町は赤字にならず収益が出る。

　魔族にとっても、管理者としての権限があるから、勇者のレベル上げの予防や対処に今までよりも筋が通るし、やり易やすくなるだろう。さらにタフタから支払う洞窟使用料収入で、運営費用も補塡できる。

「それは是非……一度持ち帰って検討させて下さい」

　良いい返事を、というシキ氏の言葉を聞いて、俺とナツは魔王城を出た。

「何とかなりそうだ……」

　門を出ながら安あん堵どの息を吐く。

「さっきの話って、結局何だったの？」

　ナツが首を傾かしげて聞いてきた。

「理解してなかったのか……いや、でも、ナツはそれでいいのかもしれないな」

「どういう意味？」

「君はこういう話よりも、もっと心底面倒くさい話をまとめる方が得意だろ」

「なにそれ？」

　洞窟でのミゾレ氏との問答。結果的に、手紙を手に入れることができたのは、ナツの無鉄砲な話術のおかげと言えなくもない。

　前に役場の先輩は、魔族関連・宗教関連、面倒事を俺に任せると言ったが──。

　実際にそれらの解決に重要な役を担になってきたのは、俺ではなく、俺の隣にいる彼女のような気がする。

「ね？　どういう意味なのって」

「……褒めてるんだよ」

「は？　どこが？　なに？」

　本当に何も分かっていない。その様子に、思わず笑ってしまう。

「あ、笑った!?　やっぱりバカにしてるんでしょ!?　褒めてない！」

「褒めてる褒めてる」

「うそ！　絶対褒めてない！　褒めてよ！」

　十月末の寒空にナツの声が響く。いつの間にか、この透き通るような声が隣にあるのが、当たり前になっていた。

　今日の夜が明ければ十一月に入る。今度は何が起こるのだろう。ナツと一緒に、何を解決するのだろう。

　──また明日から、面倒事がやってくる。







[image: タ財第83号　魔族の内部対立の状況及び友好協定を踏まえたわが町の対応について]







「もう洞窟とかこりごりなんだけど」

　十一月の冷たい風の中、ナツは白い溜ため息いきを吐いて言う。

「まあそう言うな。ここは落盤も無い。何せ教主のいる聖地だからな。安全対策はされてる」

　この世界の中心地にある０号洞窟──ログラ教徒が言うところの聖地。図らずも、こんな所に来ることになってしまった。

　きっかけはもちろん、この前の二十三号洞窟ログラ教徒占拠事件だ。

　今後もあのようなことが続けば、うちの町の損失甚だしい。なので、もう少しログラ教と仲良くしておこう、という話になった。

　ただ、うちの町にログラ教の支部は無く、そもそもが異端じみている怠惰な「バグリ派」と呼ばれる教徒しかいない。

　つまり、ログラ教に繫つながるまともなパイプが無い。そこで、先日多大なる迷惑を掛けられたミンミ支部に口をきいてもらい、ログラ教のトップに挨拶する機会をこの度得た訳だ。

「でも、何で私たちが行くの？　相手が偉い立場なら、こっちも町長が行った方が良いいんじゃないの？」

　まともな指摘。ナツでさえそう思うのだから、誰もがそう考える。

「そのトップ──ログラ教主がご指名なんだよ」

「指名？　私たちを？　何で？」

「さあな。何でも凄すさまじい変人らしいから、理解しようとするだけ無駄だろ」

　噂うわさは多少聞いたことがある。ログラ教の中でもまともに会話が通じないとか何とか。教主の意味深な言葉は、誰にも理解されずに、それ故に真理として息づいている。

「理解できないと真理になるの？　何で？」

「みんなが理解できちゃったら『凄すごさ』が無くなるからじゃないのか。みんなが理解できないことを理解できてるから凄すごい人になれる」

「意味分かんない。難しいことを理解できるように話してくれる人の方がよっぽど凄すごいでしょ」

「それ、中に入ったら絶対言うなよ」

　ナツに口止めし、俺たちは洞窟の中へ入る。

　入り口にはランプとテーブルが置かれ、受付と思おぼしき教徒が座っている。来客簿に名前を書かされ、数分後、教主のもとへと案内された。

　五分ほど歩いて辿たどり着ついた、やたら大きな空洞。うちの役場の一部屋も二部屋もありそうなだだっ広い場所に、その人はいた。

　粗末な布と帯を纏まとった女性。背はナツよりも低く、髪もナツより短い。その髪色は、黒から茶、金へとグラデーションが掛かっており、どこか異様な雰囲気がする。

「きたか」

　部屋の中央で座っていた彼女が言う。視線は下──目の前に置かれた大皿を見ており、そこには薄く水が入れられている。

　意外なほどに若い。ナツや俺と同じくらいの齢としに見える。

　どこか見覚えのある顔。しかし、誰に似ているとも明確には例えがたい。もちろん、過去に会ったことは無い。

「おめーらが来ることは　分かってた」

　彼女は俺を見て言う。その後、「おどろいたか」と笑みを浮かべた。

「今日この時間に来る、って事前に手紙出してたんだから当たり前じゃん。しかも私たち指名したのそっちだし」

　どう返したものだろうと思案していたら、ナツが言ってしまった。

「うん　まあ　あえて。あえてだから」

　教主はそう言って俯うつむいてしまう。

「おい、何かしょんぼりしちゃっただろ。やめろよ」

「え？　あたしのせいなの？」

　小声でナツと言葉を交わす。どうやら変人というのは本当のようだ。

　着席を促されたので、彼女の向かいに俺たちも座る。

「まー　あれだ。おめーらの目的は　分かってる」

「ええ、本日はご挨拶に伺いました」

「そんな　建前は　いーからさ。本題に　入れ」

「本題……というほどのことではないですが、先日の洞窟の件では、ログラ教徒の方々にも目立ったお怪我けがはなく何より──」

「や　そーじゃなくて」

「……と仰おつしやいますと？」

「もっと　本質的なことだよ」

　言っている意味が分からない。

「あの、失礼ですけども、ログラ教の教主様ですよね？」

「もちろん。あ　こんなに若い見た目だから　疑ってるのか？　無理も無い」

「あ、いえ、そういう訳では──いや、もちろんそういう部分もありますが」

「そりゃーな。もう　何百年　何千年　生きてて　この姿だもんな。びっくりしちゃうよな」

「何千年？」

「そそ。この世ができてから　ずっと　生きてんの」

　ナツと目を合わせる。俺も彼女も小さく首を振り、「こいつイッちゃってるわ」と無言のコンタクトを取った。

　その時、ピコン、と音が鳴った。今までに聞いたことが無いような、間の抜けた高音。それは、教主の前に置いてあった大皿から聞こえる。

「あー　タフタ町のヤロー　まーた　機械　作ってやがる」

　教主が見る大皿の水。そこには、タフタ町の老害サンドラ氏の姿が映っていた。

「え、これは……？」

　水の中でサンドラ氏が動いている。もちろん、水の中に彼がいる訳ではないだろう。ではこれは──？

「なにこれ、テレビ？　パソコン？　──な訳ないか。ってことは魔法？」

　ナツが何か言っていた。テレビやら何やら、以前、彼女自身の口から聞いたことのある言葉だ。説明は要領を得なかったが。

　水面のサンドラ氏は何かを組み立てている様子だ。以前使っていたよりも大型のボウガンだろうか。見覚えのある部品がちらほら見える。

「それ以上の　改良は　アウト」

　教主は人差し指を立て、水面に振り下ろすようにして振る。すると次の瞬間、サンドラ氏が机に置いた金属部品に、雷のような青白い光が直撃し、跡形もなく消えた。

「ったくよー　いい齢としこいて　機械いじりなんか　してんじゃねーよ」

　慌てふためいているサンドラ氏だが、その声は聞こえない。ただその姿だけが皿の水に映るだけだ。

「あの、今のは……？」

「分からん？　ログラの教えに　背いた罰」

「え？」

「機械の発展は　アウト。そして　それを司つかさどるのが　あたし。ログラの教主」

　意味が分からない。つまり？　一体どういうことだ？

「この世ができてから　ずっと　あたしが　機械の発展を　防いでる」

　その時、またしてもピコンと音が鳴る。既に水面にサンドラ氏の姿は無く、また別の人間が映っている。そして彼もまた、教主の指の振りにより、何らかの機械を破壊されていた。

「説明してやんよ。外の世界の　女子高生」

　そう言って、教主はナツを見た。

「あんた、何でそれ知ってんの？」

「あたしが　この世界の　監視者だから」

　教主は俺に視線を移す。

「だから　言ったんだよ　本質的な話を　しよーってさ」

　ナツと俺が黙って目を合わせる。しかし、そうして互いの意思を確かめるまでもなかった。もはや俺たちは、この教主の話を聞く以外に選択肢が無いのだ。

「私を──フユやアキや、私をこんな所に引っ張り込んだのはあんたなの？」

「それは違う。おめーらを連れ込んだのは　世界の意志。あたしは　おめーらが来たってことを　把握しているに　過ぎない」

「どういうこと？」

「あたしは　外から人を連れ込んだり　外に人を連れ出したり　そんなことは　できない」

　干渉できるのは機械の破壊だけ──と、彼女は言う。

「おめーらを連れ込んだのは　この世界そのもの。世界が　変化を求めて　おめーらというバグを　望んだんだ」

　またややこしい物言いが出始めた。頭がパンクしないよう、話半分に聞いておこう。

「この世界が　アキとかゆー奴やつの　プログラムからできたものだってのは　知ってるな？」

「そんなようなことを言ってましたね」

「本来なら　勇者が魔王を倒して　めでたしめでたしの世界だ。でも　余計な知能が　キャラクターに　プログラムされたから」

「人間も魔族も戦いを避けて、今みたいな世の中になっちゃったんでしょ？」

　ナツが先回りして答える。

「そそ。この二百年　既に七回　主人公が設定されたが　誰も魔族に　挑みゃせん」

「良いい世の中じゃないですか」と俺。

「おめーも　今の主人公だぞ」

「あ、やっぱそうなんだ」

　ナツが合点している。以前にもそんなことを言われた気がするが、正直、こちらとしてはだから何だという心持ちしか無い。

「一般人から勇者になるイベントとか　色々あったのに　全部スルーしやがって　おめーは」

　教主から因縁を付けられるが、その言葉の半分の意味も分からない。

「おめーは　今を　良いい世の中と言うが　この世界自体は　そんなこと　思っちゃいない」

「え？」

「この　閉塞した状況を　打開するために　外部から　人を連れ込んだ」

　ということは──。

「そのために連れ込まれたのがナツたちだ、ということですか？」

「そそ。勇者と魔王を　外部の人間にすりゃ　奴やつら　情報を求めて　動き回って　嫌でもそこに　接点ができる」

「そうして人間と魔族に繫つながりを持たせようとした、と？」

「繫つながりというか　世界が求めてたのは　多分　魔族と人間の　戦争なんだろーが」

「そんなの、私とフユを勇者と魔王にしたら、絶対無理じゃん」

　ナツが呆あきれたように言う。

「そこなんだよなー。ゲームを　インストールしてたのが　おめーら三人だけだったから　どうしようもねーんだけど」

　この「世界」が干渉できるのは、ゲームをインストールした人間においてのみなのだと、教主は言う。インストールって何。

「バカみたい。そんなことのために、私たちこんな世界に連れ込まれたの？」

「まー　そう言うな。世界の望むゲームクリアをすれば　おめーも外に出られる」

「あ、やっぱりクリア条件とかが関係してるんだ。ほらハル、前に言ったとおり」

　ナツが鼻を高くして胸を張る。確かそんなようなことは言っていた気がする。

「で？　そのクリア条件って何なの？」

「ゲームクリア条件は　この世界が始まってから　ずっと　変わっとりゃせん」

「つまり？」

「主人公とその仲間が　魔王を倒すこと」

「それって──」

「おめーらが　今の魔王を　殺せばいい」

「できる訳ないでしょ!?」

　ナツの声が響いた。

　つまり、ナツの友人であるフユを殺しなさい、という話である。ナツが血相を変えるのも無理はない。

「おめーの　できる　できねーは　知らんよ。そうなっちゃってんだからさ」

　教主は顔色一つ変えない。彼女は別に、俺やナツの味方という訳ではなさそうだった。

　先ほどの言葉を借りれば、単純に、この世界の監視者である、というそれだけなのかもしれない。

「あ、そうだ、この世界はプログラムされたゲームな訳でしょ？　だったら、私たちが内側からプログラムをいじくることってできないの？」

　ナツが名案を思い付いた様子で、人差し指を立てた。相変わらず意味は分からないが。

「それを防ぐために　あたしが設定されてる」

　教主はナツの言葉に答えながら、またしても皿の中の機械を破壊している。

「この世界が　プログラミングである以上　絶対に　防ぐべきことがある。それが　プログラムの発明だ」

　教主はナツの人差し指を横から叩たたき、小さく溜ため息いきを吐いた。

「文明の発達を許せば　いつかは電子情報に行き着く。その時　この世の住民も　この世界の仕組みに気付く」

「それ、ダメなの？」

「この世界で　プログラムが可能になるとゆーことは　好きなだけ　この世界をいじくれる　とゆーことだ」

　理不尽や不条理をひっくるめて、誰かが人為的・恣意的に世界の理ことわりを操る。それは許されないことだ、と彼女は言う。

「それを防ぐため　あたしはこうして　機械を破壊してる」

　ナツたち三人が持ち込んだスマホについても、この世界で大っぴらに見せびらかすようなことがあれば、すぐに破壊する──と彼女は言う。

「僕がナツと初めて会った時にスマホを見せられましたけど、今思えば、あれも危なかったんですね」

「まー　おめーは主人公だから。おめーに見られる分には　構わんよ」

「そういうものですか？」

「それよりも　この前洞窟で　ミゾレとかいう女が手にした時の方が　タブーだな。まー　あいつ自身がスマホをぶっ壊そうとしてたから　あたしは何もしなかったけど」

　彼女なりに、色々とルールがあるらしい。とにもかくにも、この世界に息づく機械禁忌──ログラの教えとやらは、確かに存在するようだ。

「つまるとこ　あたしが　ログラの教えの名目で　文明の発展を　防いでる訳だ」

　教主がまとめると、今度はナツが声を上げた。

「何かその仕組み、超回りくどくない？　あんたみたいなものまで、アキは自分でプログラムしてたの？」

「や　関係ないだろーな。これは　世界が世界に不都合を生まないために生み出した　苦肉の策だ」

　言わばバグだが、必要なバグでもある、と彼女は言う。

「じゃああんたが死ねば、世界はもっと発展して、プログラムする機械もできて、世界をいじくれて、私たちも普通に帰れるんじゃないの？」

　ナツが普通にひどいことを言い出した。ただ、核心的でもある。

「あたしは一生　齢としを取らんし　殺されても　死なない。ただここで　ひたすら　機械を壊し続ける」

　彼女は皿を持って、自らの頭に勢いよく振り下ろしてみせた。だが、割れたのは皿だけで、彼女の頭は何ともないし、痛がる素振りも無い。

　──誰もどうすることもできない。だからナツたちが異世界に帰るためには、先ほどのクリア条件を満たすしかない。

　彼女はそんなようなことを言った。

「辛気臭い顔すんなよ。クリアには　異世界帰還っていう他にも　ご褒ほう美びがある」

「ご褒ほう美び？」と俺。

「主人公と仲間の親密度によって　エンディングが分岐する」

「はあ……？」

「親密度が高かったら　特別に　選択肢が出るんだよ。『主人公も異──」

「そんなのどうでもいいでしょ」

　ナツが割って入る。

「私はフユを殺したりなんかしない。だからそんな話も聞く必要無い」

「あ　そーかい」

　ナツの言葉に対し、教主はただ、手の甲を振った。

「じゃー　これで全部だ。もう話すこと　なんも無いから。楽しく生きな」

　追い出されるまま、俺たちはこの聖地を後にした。





＊　＊　＊　＊　＊






　それはさておき──。

「移住、ですか？」

　翌日、タフタ町役場の応接テーブル。

　俺は魔族のシキ氏と、もう一人、魔族の青年と向かい合い、確認した。

「先日、二十三号洞窟所有権の、タフタからうちへの引き渡しも終えました故。本格的に落盤処理等などの工事に入りたく存じます」

　シキ氏が事の次第を説明する。

「工事においてはタフタ町の工人にも委託を考えておりますが、現場指揮等は魔族から人を出させて頂きます」

「はあ」

「一週間やそこらで終わるような工事でもございませんから、少なくとも一ヶ月以上は、うちの者がタフタ町に滞在する、ということでございます」

「あ、なるほど、短期滞在ということですか」

「ええ。ただし、一部の者は工事終了後も、少なくとも数年、こちらに居住させたく──」

「というのは？」

「洞窟開通後の運営においては、タフタ町に委託するということでしたが、管理者である魔族との連絡窓口として彼を置かせて頂きたい」

　そう言って、シキ氏が見たのが、彼女の隣に座る青年だった。

　俺と同じくらいの齢としに見える彼は、魔族の特徴である尖とがった耳をピクリと動かす。

　しかし、魔族の如き外見はそれだけで、後は人畜無害の様相だ。金色に光る髪は綺き麗れいで、顔立ちは素直。さっきからニュートラルに柔らかな笑顔を見せているのも好印象だ。

「アラシ・シラーっす。よろしくっす」

　挨拶は多少軽い感じがしたが、変に重苦しい人間よりかは良いい。

「つまり、魔族側の洞窟関連の事務は彼──シラーさんが担になうということですか？」

「あ、アラシでいいっすよ。ハルさん」

　シキ氏に尋ねたのだが、シラー氏から返答が来る。しかも、心底どうでもいい内容について。

「……ありがとうございます、アラシさん。あなたがこれから先、洞窟関連の事務を担になうんですね？」

「そうっす」

　耳ほじりながら言うなよ。多少どころか、どこまでも軽い。

「斯か様ようにございますので、空き家などございますれば、是非お貸し頂きたく」

　シキ氏が言うが、それについては問題ない。いくつかの当てはあった。

　アラシ氏の移住についても問題ない。洞窟の事務に関しては、いくらか権限を持った人物が現地にいてくれた方が、何をするにしてもスムーズだ。いちいち書簡やら何やらで魔王城までお伺いを立てに行くことも無くなる。言わば、魔族の事務出張所がこの町にできる、というような形であり、悪いことではない。

　まあ、サンドラ氏のような魔族嫌いの過激派には注意が必要ではあるが。

　──と、その時。

「ハル、いる？」

　話し合いの途中、役場のドアを勢いよく開け、ナツがやって来た。

「あ、いた」

　俺に気付き、何度も手招きするナツ。おい来客中だぞ。

　失礼します、と断り、慌てて席を外してナツのもとへ。

「何だ」

「魔王城に行く予定無いの？」

「なぜ」

「昨日の話。アキとかフユに言わないと」

「言ってどうする。どうにかなることじゃないんだろ？　それに、魔王にとっては余計な不安を煽あおるだけじゃないのか」

　魔王の話が出る手前、かなり声を潜める。なにしろ魔族の来客中なのだ。

「その件はとりあえず保留だ。どうせ一ヶ月もすれば、また魔王城に行く機会は出てくる」

　月に一度、魔王場で人質の役をしている町長一家への訪問がある。先週、十一月分のそれを終えたので、次は来月だ。

「あと一ヶ月も待ってらんないでしょ」

「けれど公費で行ける機会なんてそれくらいだ。まさか自費で行く訳でもないんだろ？」

　未いまだ我が家に居い候そうろうのナツに、そこまでの蓄えがあるはずもない。と言うより、蓄えられるくらいならうちにいる必要も無い。空き家を提供するから既定の家賃で一人暮らしをしてくれ。

「そうやっていっつも現実的なことしか言わない。少しは希望の持てること言えないの？」

「ログラの教えでは、祈ると救われるらしいぞ」

「バカ！」

　つい先日覚えた知識を伝えたら反感を買ってしまった。やはり祈って得られる救いなど碌ろくなものではない。

　ナツは溜ため息いきをついて出ていったが、まあしょうがない。焦あせる気持ちも分からないではないが、打つ手が無いのも事実だ。今はただ、待つより他に無いだろう。

「失礼しました」

　そう言って席に戻る俺に、アラシ氏が尋ねる。

「ハルさん、今の子誰っすか？」

「ナツですか？　うちでよく護衛の仕事を頼んでいる勇者ですよ」

「あっ、勇者ですか？　やべー、そっかー」

「レベル１だし、さしてヤバくはないわよ」

　シキ氏が補足している。やっぱりナツは、魔族にとってはどうでもいい存在らしい。

「えっ、でもあれっすよね？　タフタ町のレベル１の勇者って、ほら、うちのドラゴン気絶させた例の人っすよね？」

「ああ、あれは──うん、まあ」

　シキ氏が言葉を濁した。やはり彼女、あれがナツでなく魔王の魔力によるものだということも正確に認識しているようだ。俺も彼女も、この数ヶ月で言えないことが増えてきた。殊に面倒な仕事である。

「超絶可愛かわいくないっすか、あの子。やべー」

　アラシ氏は頭を抱えて悩みだす。お前、ここ訪問先の客間だぞ。

「ハルさん、あの子、タフタ町に住んでるんですよね？」

「ええ、まあ」

「どこら辺ですか」

　やべーなこいつ。

　上司が隣にいる場でナンパの下ごしらえをしようとするんじゃないよ。初対面の取引先に女の住所を聞くんじゃないよ。

　あっ、ほら、シキさんも若干引いてるよ。俺の前だから部下に注意もできずに何かいたたまれない空気になってるし。

「アラシさんはこれからこちらに移住して頂けるとのことなので、詳しい話は後日、諸もろ々もろ済んで町のご案内の時にでも是非」

「そっすね」

　そっすねじゃねーわ。
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　二週間後、アラシ氏は本当に来た。本当に来た……。

「やべー、マジ何も無いっすねー」

　街に着いて三歩ほど歩いた瞬間、案内する俺の後ろで彼は言った。まあ事実ではある。

「アラシさんにお貸しする家ですが、役場に一番近い所にしておきました。歩いて五分、洞窟はさらに十分ほどです」

「レベル１の子の家、どこです？」

　お前会話って知ってる？

「まず、空き家にご案内しますので。お荷物もひとまずそこに置きましょう」

「そっすね」

　聞き分けは良いいんだよな……。

　その後、彼に貸す空き家に辿たどり着つき、部屋の中にて契約等諸もろ々もろの説明を終えた。

「賃貸契約についてはこんな感じです。家具等は一通り揃そろっているので、差し当たっての不便は無いと思います」

「そっすね」

「これから雪の季節になりますから、薪の確保はしておいて下さい。業者は紹介します」

「そっすね」

「アラシさん、お仕事の方はいつから始まりますか？」

「まあ明日くらいっすかね」

「明日から事務を始めるということですか？」

「そっすね」

「洞窟工事はいつからでしょう」

「土木の専門家が魔族領から来るんで、それからですかね」

「それはいつ頃？」

「来週くらいっすかね」

「くらい？」

「あ、じゃあ週明けすぐ、うん」

　うん、じゃなくて。

「あのですね、うちの町の工人たちにも声が掛かってるので、工事開始の日付が分からないと彼らも困るんですよ」

「あ、そっすね」

　もしかしてこいつ、聞き分けが良いいんじゃなくて何も考えてないだけか。

「工事委託先と交わした契約書とかあるでしょう？　どこです？」

「あ、それ、何か見たかもしんないっすね」

　彼は持ってきたカバンを漁あさり始め、三冊ほどの紙束を出した。

「どれっすかね？」

　何故なぜ俺に聞く。お前んとこの書類だぞ。

「……この『契約関連綴つづり』っていう表紙のやつじゃないですか？」

「そっすね」

　それしかねえだろ。

「──あれ、無いなあ」

　綴つづりをめくりながら何か言ってる。頭が痛くなってきた。

「……アラシさん、手分けしましょう。僕はこの『二十三号洞窟庶務綴つづり』っていうの調べます。拝見して大丈夫ですか？」

「いっす、いっす。どぞ」

　綴つづりを開けた瞬間、閉口した。何で日付順に書類が並んでないんだ。

　テーマ別に固めてあるのかと思えば、そうでもない。目次や目録の類がある訳でもないから、どういう書類がどこに綴つづられているのかも判然としない。

「アラシさん、これ、どういう順番で綴つづってるんですかね？」

「あ、何か机の上に溜たまってやつを、ガッと」

「ガッ、と」

「引っ越し準備超忙しかったんすよマジ。マジでパなかったっすよ、へっへ」

　なに笑わろとんねん。

　おかしいな。俺、この仕事午前中で終わるはずだったんだけど。一日いっぱい掛かるんじゃない？　もしかしたら明日も来なくちゃいけないんじゃない？

　その後、三十分ほど書類を漁あさり終えて、ようやく契約書が見つかった。

「……工期は来週中頃からですね」

「そっすか。あれ？　じゃあ俺、まだ仕事しなくてもいい感じ？」

「書類整理をしろ」

「そっすね」

「念のために聞きますけど、帳簿はありますよね？　伝票切れます？」

「あ、それなんすけど」

「何です？」

「今まで魔王城の臨時職員の子に任せてたんすよ。俺ずっと内勤じゃなくて現場にいたんで、事務よく分かんないっす」

「ええ……」

「あ、でも、シキさんが、分かんなかったらハルさんに聞けばいいって言ってたんで。おなしゃす」

　おなしゃす、じゃねえ。

　めまいがしてきた。どうして俺が魔族に教育を施さなくてはならないのだ。

「あ、そう言えばハルさん」

「うるせえな何だよ何です？」

「レベル１の子の家、どこっすか？」

　ぶっとばすぞてめえ。

　──と、声に出そうになった時。

「ハルいる？」

　来ちゃった。家の扉が開いたと思ったらナツ来ちゃった。とんでもないタイミングで来ちゃった。

「あ、来た。やべー、超かわいい」

「アラシさん目め障ざわりなんでちょっと黙っててもらえます？」

「そっすね」

　俺は入り口に向かう。

「どうした」

「さっき役場で日当報酬の説明受けたんだけど、先月の私の日当って危険手当入って──誰？」

　ナツが、家の中にいたアラシ氏を見る。

「あ、俺アラシっす。おなしゃす」

　呼んでもないのに来やがった。

「こちら、魔族のアラシ・シラーさん。今日からタフタ町で、二十三号洞窟の窓口業務をなさる方だ」

「あ、今日は引っ越しなんで、正確には業務は明日からっす」

　変なところで細かい。しかしさっきの様子では、明日はおろか明後日あさつてでも業務開始できるかどうか知れない。

「ああ、そっか、この人なんだ。私、ツナマ・アマナツです、よろしくお願いします」

「わー、やべー、噂うわさの生なっちゃん、すげー」

「え、私、噂うわさなんですか？」

「魔王城ではもう。魔王様がなっちゃんなっちゃん言ってるんで。やべーっす。うわー、現物超かわいい。握手していいっすか？」

「え？　あっ、はい、どうぞ、えへ」

　えへ、じゃねーわ。喜んじゃってるよこの子。

「あ、ハルさん、今日俺の歓迎会みたいなのあります？　ありますよね？」

　忘れてた。そう言えばセッティングしてたな。あまりのてんやわんやで頭から零こぼれ落おちていた。と言うか、自分から「ありますよね」と言える神経も凄すごいな。

「もちろんありますよ。街に一軒、酒場があるので、そちらで」

「なっちゃんも来ます？　来ますよね？」

「え？　私も行っていいの？」

　呼んでねえよ。

　でもこれ、もう呼ばないといけない感じだね。お客人のご指名だもんね。

「……来る？」

「ご飯あるんでしょ？　じゃ、行く」

　そっすね。
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　その夜、街の酒場で予定どおりアラシ氏の歓迎会が行われた。

　一時間ほどは少しばかり殊勝にしていた彼だったが、徐々に酒が入るにつれて、そんな自制心も吹き飛んだらしい。

　ナツの隣に座り直し、趣味から出自までを聞き出そうとしている。

　正直、彼の相手をしてくれる人間がいるのはありがたい。俺は二人を横目で見つつ、奥の方の席で顔をしかめているサンドラ氏のもとへ向かった。

「お酒の味が良くないようで」

　もはや誰も周囲に座っていない彼の横に腰掛ける。加齢臭を香水で隠した香りが鼻をつく。

「小僧、お前も飲め」

「下戸なので」

「どいつもこいつもつまらんな、まったく」

　俺がつまらないかはともかく、彼が面白くないのは事実だろう。魔族が町に移住するなど、以前、魔族のドラゴンをボウガンで射抜こうとした彼からすれば悪夢のようなものだ。

「まだお嫌いですか、魔族」

「嫌いとかそういう次元の話ではない。貴様は糞くそを好きか嫌いかで語るか？」

　まさに糞くそみたいな理屈ではあるが、真理でもあった。もはや彼の中にあるのは論理ではないのだろう。

「何にしても、魔族による一定の理解と協力があって、今回の工事──果ては開通・運営も可能なんです。それは事実ですよ」

「元々儂わしらのもんだ、あの洞窟は」

「でも、それを管理できるだけの体力が無いんですよ、この街には」

　実際、落盤が無かったとしても、交通に足る「安全な」洞窟としての維持費用は賄えなかったかもしれない。自前で施設を持てば当然メンテナンスが必要になる。しかしそれは、ある程度の金銭面での体力がなければ叶かなわない。

「貴様はすぐに正論を唱える。若いくせに夢が無い」

　そういう風に若者を育てたのはあんたらが築いてきたこの街だろうと思うが、言いはしない。俺もこの歓迎会をぶち壊したい訳ではないのだ。

「えっ！　ハルさんとこに住んでんすか!?」

　何かすげえ嫌な声が聞こえてきた。

「ちょちょちょっ！　ハルさん、こっち来て下さいよ！　一緒に住んでるってマジすか!?」

　向こうで立ち上がったアラシ氏に呼ばれる。溜ため息いきを漏らしつつ、俺は彼の隣に座った。向こう隣には先ほどからナツが座っている。

「何です？」

「なっちゃんと住んでるってマジすか？」

「僕の母と妹も含めて、です。ナツはただの居い候そうろうですよ」

「えー、でもこんなかわいい子が毎朝起こしてくれるんすよね？　ヤバくないすか？」

　横で聞いているナツは、ふへへ、と気味悪い笑顔を浮かべている。

「いや、起こすのは大抵僕の方ですよ。起こされた経験はほぼ無い」

「えっ、じゃあ毎日なっちゃんの寝顔見てるんすか!?　やべー！」

「ああ、確かにあれはヤバいですね。時々よだれとかもう」

「うるさい！」

　かわいいなっちゃんに怒号で遮られた。おこりんぼなっちゃん。やべー。

「勇者と魔族が何を懇意になっとるんだ！」

　突如、酒場に響いたのは老人の声。奥を見れば、サンドラさんが立ち上がっていた。

「貴様らはタフタ町民たる自覚が無いのか！」

　ズカズカと足音を立ててこちらに来るサンドラさんの顔は赤く、大分できあがっていた。

「ハルさん、俺、何か悪いことしました？」

「いや、まあ……ちょっと個性的な人なんです」

「魔族の肩を持つな小僧！」

「いや、さすがに理不尽ですよ」

「そっすよ」

　アラシくんやめて。

「貴様！　魔族はそうやっていつも我々人間を小馬鹿にした目で見てきおって！」

「や、そんなことないっすよ」

「噓うそをつくな！」

「やー、でも、俺今日、事務仕事とかハルさんに超お世話になったし。どっちかって言うと、俺の方がバカにされたっすよね？」

「待って待って、そういうことを俺本人に直接聞かないで」

　俺は今の「そうだね」と答えていいのか。お前プライドとか無いのか。

「話をはぐらかすな！　まったく！　貴様ら魔族さえいなければこの街は──！　クソ！」

「魔族嫌いなんすか？」

「当たり前だ！　貴様らのせいでこの街は衰えたのだ！」

「じゃあ俺たち魔族が死ねば、何か変わるんすか？」

「なに!?」

「や、本当に魔族がいなくなったとして、この街って何か変わるんすか？　今からすげー発展するんすか？」

　一瞬、酒場が静まり返った。サンドラ氏の言葉も止まる。

「全部俺らのせいみたいに言われてますけど、魔族いなくなったら、この街栄えるんすか？」

　アラシ氏は俺を見た。やめて。その純粋な目で俺を見ないで。

　これだからバカは嫌だ。本質を突くから。しかもその自覚が無い。

「正直、もう俺より若い世代って、人間に何か思ってる訳じゃないんすよ？　いがみ合ってたの、すげー昔の話だし」

　彼は顔色一つ変えず、世間話の様相でただ言葉を紡つむぐ。

「今でも中堅より上の世代の人たちは色々言ってますけど、俺はそれ聞いても別に──ぶっちゃけ、何も実感無いんすよ」

「何を……無責任な……！」

「でもそうなんすよ。二百年前に俺らの先祖が何かして、そっちの先祖からも何かされて──それを今生きてる俺たちが争うんすか？」

　何でです？　と彼は首を傾かしげてみせる。

「昔の話聞いて、悪いことしたんだな、とは思いますよ？　でもこっちだって人間に殺されたりしてたし、悪いことされたんだなって思うし」

　アラシ氏は、グラスに残っていた酒を飲み干した。

「俺は洞窟の事務やりに来たんです。喧けん嘩かしに来た訳じゃないんすよ。あ、おかわり下さい」

　こいつ。

　酒おかわりしよった。この流れで。

「あ、皆さんも飲んで下さい。今日俺の歓迎会なんで。楽しくやりましょうよ。どうせ俺の金じゃないし」

　一部から微かすかに笑い声が漏れた。それにつられたのか、二つ三つと噴き出す声。

　徐々に喧けん騒そうを取り戻す室内。各おの々おのの会話が再開し、立ち尽くしていたサンドラさんはトイレに消えた。

「何か……申し訳なかったです」

「え？　何でハルさんが謝るんすか？」

「いや……何ででしょうね」

「まーあの人の言うことも分かりますよ。実際、魔王城も最近すげー空気悪いっすもん」

「魔王城が？」

「洞窟の件で、ミンミ町？　とかいうところが、ログラ教とつるんでたじゃないすか」

「ええ」

「魔族との協定突っぱねたくせに洞窟占拠して──それが、うちの過激派の反感買ったんすよ」

「過激派、というのは？」

「さっきの人みたいに、魔族にも過激派と穏健派がいるんすよ。人間ぶっ殺せ派と、人間仲良くしよう派」

「あ、なるほど」

「今の魔王様とかシキさんとかは穏健派で、超頑張ってるんすけど、過激派はそれが面白くないんすよね」

「はい」

「それで、例の洞窟の件で、魔族が人間にナメられてるってのがハッキリしちゃったんで」

「過激派が声を荒げている、と？」

「そんな感じっすね。今回俺がここに来たのも、本当は代理なんすよ」

「そうなんですか？」

「本当はもっと事務できる人がいたんすけど、その人、過激派だったんで話が立ち消えに」

「ああ……」

　何ということだ。そのせいで俺はこいつの教育係に据えられてしまったのか。

「でも、どうしてアラシさんが代理に？」

「お前バカだから丁度いいだろ、って。わだかまりとか無いし、みたいな」

　はい。

「やー、でも本当、お城結構ギスギスしてたんで、こっち来て良かったっす。魔王城すげー息詰まるんでマジ」

「そんなにですか？」

「ここだけの話、血生臭い話とか聞くんすよ」

　その瞬間、隣にいたナツの表情が強こわ張ばった。俺に代わって彼女が会話に入る。

「それ、どういうこと？」

「言っちゃえば、クーデターとか。魔王を潰すとか退位させるとかで、過激派が実権を握ろうみたいな」

「うそでしょ？」

「噓うそなら良いいんすけどね。俺も怖いのヤだし」

　──と、その時。

　酒場の入り口の扉が勢いよく開いた。見れば、日頃世話になっている魔女郵便の配達員だった。

「大変です！」

　血相変えた若い彼女は、俺のもとに来てこう言った。

「魔王城で、クーデターです！」
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　魔女郵便のホウキに無理やり三人乗せてもらい、夜の空を飛んだ。

　ナツと俺と、それからアラシ氏。

　酒場にいた他の人間は酒の酔いが回っていて、何もできそうになかった。そのため、酒を飲んでいなかった俺とナツが、町長一家の安否を確かめるという名目で、急きゆう遽きよ出動したのだ。

　アラシ氏は「あー、俺もう酒飲んじゃったんすよねー」と渋っていたが、魔王城の情勢に詳しい人間を置いていく訳にもいかない。なので「いいから来い」とキレ気味に言ったら、「そっすね」と答えてついてきた。聞き分けは良いい。

　通常三時間半の行路を三時間で行く魔女便。彼女の魔力による暖気で周辺は覆われているが、それでも時々、十二月近い寒気が裂くようにして肌をすり抜けた。

「見えてきましたね」

　先頭で舵かじを取る魔女が言う。眼下には、既に一部が炎上し、煙と共にある魔王城が見えた。同時に、地鳴りのような喧けん騒そうが空にも届いている。

「あのー、非常に申し上げにくいんですけど、うちらもあんまり危険な所までは、ちょっと」

　魔女が申し訳なさそうな声を出した。要するに、あまり近付きたくはない、ということだ。

　降りるのを催促される前に、俺は尋ねる。

「何か情報ありませんか？」

「そうですよね、そうなりますよね……あっ、いた」

　魔女がそう言って移動した先には、ホウキでホバリングする別の魔女がいた。

　聞けばどうやら、この地点から情勢を観測していたらしい。

「三時間ほど前に、二階で魔力の暴発があったので、恐らく魔王によるものかと思います。壁に穴が開いたので、既にそこから脱出したかと」

「タフタ町長一家の安否は分かりますか？」

「それは先ほど過激派から声明が出されました。危害を加えることは無いそうです」

　ということは、現状、こちらに関わる人物のうち、安否確認ができていないのは魔王のみとなる。

「過激派と穏健派の戦況は？」

「城内は過激派が占拠したようですが、穏健派が進んで撤退したとも言われています」

「というのは？」

「ある程度、こうなることを見越していたようです。周辺に分散した砦とりでを押さえてから、そこに配備されているドラゴンで、外側から城を叩たたくのではないでしょうか」

　とすれば、今、城に行く意味は無い。それよりも、魔王の避難先を押さえるべきだ。

　ただ──。

「方角の見当は付きますが、具体的にどこ、とまでは──」

　魔女は横に首を振った。そりゃそうだ。そんなことが分かっていれば、逆に今頃、とっくに魔王の命も無いだろう。

　大方の予想としては、魔王一行は恐らく森丘の方角に向かっただろうとのこと。隠れる場所も多いし、いざとなれば崖から海に飛び込める、とも。

「じゃ、そこ行く」

　ナツが声を上げた。

「危険だ。一応言っておくけど、今の俺たちの仕事は町長一家の安否確認で、それは果たした」

「フユが死んじゃうかもしれないんだよ!?」

「俺たちだって殺されるかもしれないんだよ！」

「じゃあ私一人で行く」

　そう言って、ナツは未いまだ上空でホバリングするホウキから脚を外して落ち──。

「バカかお前！」

　慌てて、俺とアラシ氏がナツの腕を摑つかんだ。上空でぶら下がる格好のナツ。

「森に行く前に落下死する気か！」

「だってフユが死んだらもう会えないでしょ！」

「ああ!?」

「訳分かんないままこんな世界来て、訳分かんないまま会えなくなるなんて嫌なの！」

　埒らちが明かない。

「あの、ハルさん、魔族の俺もいるんで、多分見つかっても殺されたりはしないっすよ」

「いや、アラシさんは穏健派でしょ。殺されますよ」

「や、俺、過激派と穏健派どっちからも疎うとまれてるんで。バカだから」

「そうかもしれませんけど」

「相手にするだけ時間の無駄っていう風に思われてるんで、殺されることも無いっす」

　本物が言うと説得力がある。

「でも僕らは人間で──」

「や、俺が何とかするんで」

「できるんですか？」

「お二人は死なせないっす。ハルさん死んだら、俺、誰から事務仕事教えてもらえばいいんすか」

　魔族だよ。
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　結局、俺たちは魔王城を通過し、森の中腹の木陰にてホウキから降りた。

　高い空へと魔女が消えていく。これでもう、後戻りはできない。

　月明かりを頼りに周囲を見るが、一面木々に覆われている。

「多分こっちっすね」

　アラシ氏が先頭に立って歩く。上りの道だ。

「分かるんですか？」

「魔王様の魔力の匂いがするんで」

「魔族はみんなそうなんですか？」

「いえ、みんな『何で分かんの？』って聞いてきます」

　何なんだこいつ。

　でも、噓うそを言っている訳でもないのだろう。噓うそをつけるような性格ではない。

「あ、二人とも静かに歩いて下さいね」

「何でです？」

「他にも超匂いするんで。見つかったら超絶面倒くさいっすねこれ」

　過激派も潜んでいる、ということなのだろう。

「あ、そうだ。なっちゃん、それ貸してもらっていいすか」

「これ？」

　ナツが手に取ったのは、一応役場から持ってきた剣だった。

「古いものだから大して切れませんよ？　邪魔じゃないですか？」

「まー切れなくても叩たたければいいんで」

　俺の問いに、アラシ氏が答える。その流れで、特に躊ちゆう躇ちよすることなくナツから剣を受け取っていた。

　その後、三十分ほど歩いただろうか。茂みだらけの道無き道を行くと、突然、アラシ氏が歩みを止めた。

「いますね」

　声を潜めるアラシ氏。

「いる、とは？」

「十人──いや、二十人っすかね。周辺も含めたらまだいます。過激派でしょーね」

「見えるんですか？」

　俺には何も見えない。やや急な斜面があるだけだ。

「多分この斜面の向こう側っす」

「どうします？　迂う回かいしますか？」

「そーっすね、迂う回かいもアリっちゃアリっすけど、それよりいっそ、ここに集め──」

　と、彼の言葉を遮り、

「ッグシュ！」

　俺の背後でくしゃみ。

　その若い娘の高い声は、森の中によく響いた。

「ナツ、おま──」

「ごめんごめん！　だって寒くて──」

　などとボソボソ言う傍そばから、

「誰だ！」

　斜面の向こうからぞろぞろと人が下りてきた。皮の防具を身に着けた軽装の魔族の男が、五、六、七──それ以上。

「隠れてて下さい」

　瞬間、アラシ氏は俺たちに言った。

「もしダメだったら、方角今のまま。迂う回かいしながら五分走って下さい」

　彼はそう言い残し、茂みから勢いよく飛び出し、その姿を彼らに晒さらした。

「ちゃーす」

「……アラシか？」

　一人の魔族の男が名前を呼んだ。

「貴様、タフタにいたはずでは？」

「やー、あまりに仕事できないんで、帰らされちゃいました」

　それを聞き、男は五秒ほど沈黙した。そして──。

「貴様はなぜここにいる？」

「だから帰らされて──」

「なぜこの森にいるのかと聞いている」

「みんなの匂いがしたんで」

「その剣は何だ？」

「タフタで貰もらいました」

「先ほどのくしゃみは女だったな」

「そっすか？」

「タフタには女の勇者がいると聞く。随分と魔王と懇意だった、と」

　男がそう問い掛けた瞬間だった。

　アラシ氏が、持っていた剣で、目の前の男の側頭部をぶちのめす。

　呻うめき声も出さず、男は倒れ──。

　直後、笛の音が鳴り響いた。応援を呼んでいるのか、集団のうちの一人が、口に咥くわえた呼子笛を鳴らしている。

「俺、超強いんで！」

　アラシ氏は、そう叫びながら、わらわらと集まってきた魔族たちを一人、また一人となぎ倒している。

　そんな彼の身のこなしを見て、俺は種々のことに合が点てんがいった。

　そして、ナツの手を取る。

「行こう」

「え？」

「五分走る。そこにいるんだ。魔王が」

「それは分かるけど、あの人──」

「負けないだろ。気休めじゃなく、本当に」

　それだけ言って、俺はナツの手を引っ張った。彼女も納得はしていなさそうだったが、走ること自体は決意したらしく、抵抗が消えた。

　囮おとりとしての役割をアラシ氏に任せ、俺とナツはその場を後にする。寒気を吸い込み、喉を傷め、息を切らしながら走った。

　上りの道を駆けること五分、鉛のようになった脚の限界を感じつつ、俺たちは岩陰に身を潜めた。

「大丈夫なのかな、アラシさん……」

「大丈夫に決まってる。あれは多分、ヤバい部類の実力者だ」

「何で分かるの？」

「そう考えたら全部辻つじ褄つまが合った。あんなに事務に慣れていない奴やつが、どうして今日のタイミングでうちの街に送られてきたのか」

「どういうこと？」

「過激派にしろ穏健派にしろ、厄介だったんだよ。実力があるのに、自分たちの味方にならないから」

「え？」

「今日の言動を見て分かっただろ？　あいつは集団の規範に囚とらわれない。言わば自分がルールなんだ」

「だから？」

「過激派でも穏健派でもない、けれど力だけはある人物。どちらの派閥からしても、いつ自分の敵になるか分からない不確定要素だ」

「だからタフタ町に送られたっていうの？」

「さっきの魔女の情報によれば、穏健派も今日のクーデター自体は想定していたんだ。だから今日、彼をうちの街に押し付けてきた」

　過激派からも穏健派からも疎うとまれているとか、相手にするだけ時間の無駄とか、殺されることは無いとか──。

「あいつ、本当に、何一つ噓うそついてないんだ」

　本物のバカを見た。俺や魔族や、この世の全ての生物の想像の遙はるか斜め上を行くバカ。

「でも、誰の味方でもないなら、何で私たちのこと助けてくれたんだろ？」

「そりゃあ君のせいだろ」

「え？」

「散々かわいいかわいいと言っていた。君もまんざらでもなく、のろけ顔を浮かべてただろ」

「うそ！　のろけてなんてない」

「あれをのろけと言わず何と言う」

「は？　かわいいって言われたらのろけなの？」

「その後にニヤニヤ笑ってるのがのろけだと言っている」

「は？　なんなの？　褒められて喜んで何が悪いの？」

「悪いなんて言ってないだろ」

「言ってるようなもんでしょ？　そりゃ私だって普段から褒められてれば、そこまで喜んでなかったもん絶対」

「どういう理屈だよ」

「ハルはいつも嫌味と皮肉しか言わないし」

「そんなことない」

「ある、あるし、あるもん」

「多少は褒めてるだろ。仕事で役に立ってくれてることはある」

「外見褒めたこと無い」

「はあ？　そりゃ、は？　おめー、おめーよお」

　声が裏返り語彙が乱れた。慌てて自らの頰を叩たたく。

「とにかく、アラシ氏が味方をしてくれたのは君のおかげだ。感謝する」

　ナツは五秒間沈黙した後、道端の嘔おう吐と物を見るような顔をこちらに向け、舌打ちをした。

「何だよ」

「べつに」

　別に、らしい。はい。

「実際、彼がいなかったら、さっきの時点で俺たちアウトだったぞ」

　返答は無い。しかし、命の危険と隣り合わせだということは事実だ。

「この先、いざとなったら、君は自分を優先しろ」

「……いきなり何？」

「自分と、それから魔王だ。君の元いた世界の住人を優先すべきだ」

「だから何なの？」

「アキ嬢やログラ教主の言うことが事実なら、俺やこの世界は、君にとって架空の話──虚構のようなものだろ」

「それが何？」

「土ど壇たん場ばの基準を決めておこう、という話だ。ここから何かあった時、君は──」

「うるさい」

「ナツ、これは──」

「あんたみたいな人、いる」

「あ？」

「ゲームに課金したら、言ってくるの。『どうせデータだよ』『後に何も残らないよ』って」

「何の話だ」

「理屈並べて、人の趣味にケチつけて。別に私だって、何言われてるか分からない訳じゃない。分かった上で、それでもやってるのに」

　本当に、何の話だろう。

「理屈では、ハルの言うとおりかもしれない。でも、ハルは今、私の目の前にいるじゃん」

「え？」

「架空でも虚構でも何でも、今、私の目の前に、ちゃんといるでしょ」

「そりゃあ……まあ」

「それなら私にとっては、絶対現実でしかない」

「それは……いや、そもそもそういう話では」

「虚構だ何だって言うのって、結局、近いか遠いかってだけだと思う」

「近いか遠いか？」

「ハルだって、私が来る前は、魔族と関わったこと無かったんでしょ」

「ん？」

「魔族がいたり、魔王がいたり──そんな現実感なんて無かったんじゃないの」

「そう言われれば、まあ」

「たとえば、見たことも無い魔族が一人死にましたよって文書が来たとして、それは現実かもしれないけど、ハルにとっては全然現実じゃないでしょ」

「それは感覚の話だろ」

「感覚で何が悪いの？　私もハルも感覚で生きてんじゃないの？　感覚があるから生きてんじゃないの？」

「無茶苦茶言うなよ……」

「もしブラジルで人が死んでも、私にはお伽とぎ話ばなしみたいな他人ひと事ごとでしかない。でも今、目の前で人が死んだら、それは絶対虚構でも他人ひと事ごとでもない。それは絶対」

　彼女は俺と目を合わさずに、そう呟つぶやいた。

「……ナツ」

「なに？」

「ブラジルって何だ」

「……うるさい、バカ」

　ナツは溜ため息いき交じりにそう言うと、空を見上げて呟つぶやく。

「何これ？　雪──って言うか、みぞれ？」

　雨とも雪とも言えない冷たい氷の塊が空から降ってきた。寒気を伴うみぞれが髪と衣服を濡ぬらしていく。

「大分気温が下がってるな。早く用を済ませないと──」

　言いつつ、焦げるようなにおいが鼻をついた。

「何だこのにおい」

　ナツと一緒に、においの元を探る。どうやら俺たちが今来た方向──森の下腹から漂っているようだ。

「何か青くない？」

　ナツが目を凝らしている先を、俺も同様に見てみると、確かに、木々の隙間の遠い向こうに、全体的に青白くたゆたう光があった。

「燃えてる……？」

「は？　なに？」

「聞いたことがある。魔力の炎だ。焦げ臭いのも分かる」

　そしてその青い炎の勢いは、どんどんこちらに迫っているように見える。

「山火事ってこと？　でも今、みぞれ降ってるんだし別に──」

「魔力を伴わない普通の水では消えない」

「は？　ってことは？」

「このままここにいたら俺たちまで丸焼けだ」

「はあ!?　噓うそでしょ!?」

　森中に響き渡るナツの声。

「声がデカい！　敵がいるかも──」

　と、言いかけた瞬間。

　俺とナツの眼前を、鋭い光が通過した。青白いその光はすぐ横の岩を貫通し、焦げ臭い煙を残していた。

「……ハル殿？」

　そう言って、十数メートル離れた木陰から顔を出したのは、シキ氏だった。

　慌てて俺とナツが駆け寄る。木に背中を預けて座るシキ氏の衣服は破け、肌のあちこちには生傷が見えた。

「大丈夫ですか？」

「そちらこそ……当たりませんでしたか？」

　シキ氏が答える。先ほどの魔力による光を言っているのだろう。

「当たってたらもう死んでますよ」

「面目ない……こちらもなかなか……余裕を失っておりました」

「近くに敵が？」

「いえ、恐らくこの周囲にはもう──。先ほどの呼子で、ほぼ撤退したかと」

「アラシさんのおかげですね……」

「アラシが？」

　俺がかいつまんで説明すると、シキ氏はどこか皮肉な笑みを見せた。

「厄介払いした者に救われるとは……。どうにもいけませんね、政まつりごとばかり上手うまくなったような気になって、肝心なものが見えていない」

　恐らくは自嘲の笑みでもあったのだろう。その時、彼女がさすった右脚には、深い切り傷と生乾きの血があった。さする手は僅かに発光し、俗に言う治療魔法かと思われる。

「フユは──魔王は一緒じゃないの？」

　ナツが問うと、シキ氏はしばらく沈黙した後、「ここに」と、地面に手を当てた。

　サラサラと風が舞い、落ち葉で覆われていた地面の窪くぼみから魔王の顔が覗のぞく。もっとも、その目はひらいていないが。
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「魔王城脱出からここに至るまでに、魔力を使い過ぎたらしく眠っていらっしゃいます。元々お力の制御が得意でない故」

　なるほど死んでいる訳ではないらしい。ナツが安あん堵どの様子を見せる。

「シキさん今、ふもとの方から炎が──」

「承知しております」

　シキ氏は俺の言葉を遮り頷うなずいた。「時間もございませんので手短に」と断り、彼女は言葉を続ける。

「夜が明けぬうちに勝敗は決します。そもそも過激派は数も少なければ連携も稚拙」

「穏健派が勝つ、と？」

「過激派の奇襲は成せず、魔王様はこうして脱出。城を制したところで、長くは持ちますまい」

「……余裕ですね」

「今この森にいる過激派連中も、自陣劣勢と知ればすぐに逃げるような輩やからの寄せ集めにございます」

「そういうものですか？」

「人間も魔族も、最終的には自分の利で動く存在──元を辿たどれば、皆動物でしょう」

　だから──、と彼女は続ける。

「未いまだ劣勢を知らぬ阿あ呆ほうが最も厄介です。まだこの森に過激派がいるとすれば、それは間違いなく、情報を知らず思い込みだけは激しい阿あ呆ほう」

　故に交渉は成せず、ただ盲目のままに刃を向けてくる──と、彼女は言う。

「ハル殿、一つ頼まれては頂けませんか」

「何です？」

「この先の丘まで、魔王様を運んで頂きたい」

「と仰おつしやいますと？」

「このまま上っていけば植生が変わり、木々は無くなります。火の手もそこまでは広がりませぬ故、そこでお待ち頂きたく存じます」

「待つ、というのは？」

「うちの者が、海の向こうからドラゴンにて魔王様を回収・保護する手て筈はずになっております」

　つまり、丘上にて味方と待ち合わせということだ。

「わたくしもまだ、まともに動けぬ状況ですので、お二人でまず魔王様をお連れ下さいませ」

　彼女は深い傷の残る自身の右脚を見た。

　しかしそんな中、木々の燃える煙が徐々に色を帯びてくる。

「いや、火が来てるんですよ。シキさんだって連れて──」

「治癒魔法を掛けているところにございます。脚が動くところまで回復させ、わたくしも向かいます」

　今は何より魔王様の御身を──と、彼女は唱え続ける。

　考えてみれば、ナツが人を負ぶって坂道を上っていける訳もない。とすれば、ナツに見張りをしてもらいながら、俺が魔王一人を背負って行くのがとりあえずの最良の行動だろう。

「……分かりました」

「かたじけない。あと、これを──」

　そう言って彼女が渡してきたのは、指先ほどの大きさの宝石が付いた、指輪だった。

「これは？」

「魔王の座を継承する者に代々受け継がれる指輪にございます。ただの石ですが、権威ではある──。過激派はこれも狙っておりますので」

　魔王が死んでも指輪は守れということか、はたまた宝石は奪われても魔王は守れということか──。どちらにしても、リスク分散という意味では、魔王に着けているより、他の人間が持っていた方が良いのだろう。

　しかし、権威をモノに託すとは、魔族も人間もやることが変わらない。指輪で王位を継承するとは、何とも事務的なものだ。

「お預かりします」

　俺はポケットにそれを入れると、魔王の小さな体を背に負ぶった。

「魔王様を、どうか──」とシキ氏。「そちらもご無事で」と答えるが、彼女の返答は無い。

「アラシさんに最低限の事務仕事を教えてからこっちに寄越して下さい。あなたの仕事ですよ」

　俺がそう付け加えると、彼女はこれまでとは違う種類の笑みを見せて、呟つぶやいた。

「──嫌な仕事だ」
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　それから二十分ほど道を歩いて上っていくと、木々は減り、岩肌が多くなってきた。

　みぞれの中、ずぶ濡ぬれになりながら頂上に達すると、ゴロゴロとした岩の向こうに海が見えた。恐らくはここで待っていれば、ドラゴンが飛んでくる──はずだ。

　崖先に近い岩の窪くぼみに魔王を隠す。

　その時、彼女の衣服からコトリと落ちた薄い板。

「スマホか……」

　ナツと同じく、彼女も常に肌身離さず持ち歩いていたらしい。魔王の衣服をまさぐる訳にもいかないので、俺はスマホを自分のポケットにしまった。教主の話では、俺がこれを持つ分には大丈夫なはず。

　北はただ岩と崖、そして海が見えるだけで、南に下れば森。青白い炎が中腹にまで差し掛かっているのが見えた。

　あとは、岩肌に当たるみぞれの音と、静かに打ち寄せる波の音だけが、今ここにある。

「……正直疲れた」

　俺は腰を下ろす。軽いとはいえ、人を一人負ぶって丘を上がるのは辛つらかった。

「あとは、ここで待ってれば良いんだよね？」

「多分な。シキさんの言うとおりなら、魔王ごと俺たちやシキさんも保護してもらえば、任務完了。あとは過激派の投降を待つだけだ」

「そっか」

　ナツはそう答え、座るのかと思いきや、未いまだ立ったまま忙せわしなく足踏みをしている。

「どうした？　立ってると目立つぞ」

「ちょっと」

「寒いのか？」

「それもあるけど」

　──ああ。

「どうせ下は海だ。たかが人間一人の小便が流れたところで何も問題ない」

　俺がそう言った瞬間、ナツは顔を真っ赤にして俺の肩を叩たたいた。グーで。

「くっそ痛いてえ……」

「あっちでしてくるから。絶対に見ないでよ！」

「あまり離れるなよ、危険だからな」

「覗のぞこうとしてる！」

　この状況でそういうことができる神経であれば、俺ももっと出世しているだろう。

「……じゃあ石でも持っとけ。覗のぞきに行ったら投げつけてくれて構わない」

　ほら──と、手の平に収まる程度の石を投げ渡す。

　これ以上論争しても埒らちが明かない。とりあえず気の済むまで離れてもらい、早々に出し切ってもらうより他に無さそうだった。

　遠ざかるナツの足音。それを聞きながら、俺はポケットから先ほどの指輪を取り出した。

　何の変哲もない指輪だ。シキ氏もただの石ころだと言っていたし、特別魔力がどうこう、というものでもないのだろう。まあ、本来なら俺が直接触ることのできるようなものでないこともまた、確かなのだろうと思うが。

「ただの役場の下したっ端ぱだぞ俺は……」

　どうしてこんなことになってしまったのか。魔族の政治対立に首を突っ込んで、今や隣には魔王がいて、代々魔王が受け継ぐ指輪なんてものを眺めている。

「全部街のため──だったはずなのにな」

「だった」というか今でもそうなのだが、既に街のためそれだけでもない気がする。

　当たり前だ。街のためだけだったら、こんな所まで来ていない。それもこれも全部──。

「ナツのため、か」

　口に出して、自らに問う。しかし改めて頭の中で反はん芻すうすると、不思議な言葉だった。

　ナツの「ため」？

　ナツの「せい」ではなく──？

　そんなふと湧いた疑問に首を傾かしげていると、後ろで微かすかに足音がした。意外に早く出し終えたらしい。

「ちゃんと出し切ったか、ナ──」

　瞬間、頭が揺さぶられた。脳が揺れ、世界が揺れ、気が付けば視界が地面に覆われた。頰に、濡れた土がへばりつく。

「人間か──？　何でお前がこんなもん持ってんだ？」

　聞き覚えの無い男の声。

　初めてそこで、殴られたのだと気付く。みぞれが頭を打ち付け、冷気で意識が判然とした。

　側頭部の鈍痛に気が触れそうになりながら、俺は体を捻ひねりその声の主を見る。

　全く、ただの一度も見たことのない若い男。特徴的な耳先で魔族ということだけは分かる。

　皮鎧よろいすら身に着けていない軽装中の軽装。恐らくは、ただの物見程度の役。

　俺を見下ろす男の手には、先ほどまで俺の手の中にあった魔王の指輪が収められている。

「ここに魔王がいるのか、はたまたお前が指輪だけ託されたのか──」

　男は指輪をしまうと、代わりにナイフを取り出して、地べたを這はう俺を見るが──。

「……待て、待て、話を聞け」

　未いまだ揺れる視界をどうにか制しながら、俺は声を放った。

「何だ？」

「過激派の劣勢だ。夜明け前には決着がつく。俺とあんたがここで何をしても意味は無い」

「交渉してるつもりか？　真に受けるとでも？」

　──思うはずもない。

　そりゃそうだろう。俺が相手の立場でも、今会ったばかりの、しかも指輪を持っていた人間の言うことなど、絶対に真面目に聞いたりはしない。

　こんな状況だというのに、俺も彼もやけに冷静で、降り続けるみぞれと同じように、冷たい言葉だけが宙を舞っていた。

　俺はポケットに片手を突っ込み、じりじりと、地面に尻を付けたまま崖の方へ下がる。

「言え。魔王がここにいるのか？」

　しゃがんだ男から、喉元にナイフを突きつけられる。

　ナツを呼ぼうにも、大声を出した瞬間に刃が喉を貫通するだろう。

　──観念した。

　今日だけは、ログラ教に入信してやる。

「あそこだ」

　ポケットから抜いた手を上空に伸ばす。男の視界がそれに引きずられた瞬間、俺は手の中のスマホを宙に放った。

　すぐに目を瞑つぶる。

　刹那、まぶたに閉ざされた視界が、赤白い淀よどんだ光に満たされた。遅れて、響く地鳴り。

　同時に、男の呻うめき声。

　目を開ければ、もはやスマホの姿は無く、目を押さえる男だけがそこにいた。

　俺が聖地で見たとおりなら、恐らくはこのみぞれの中を、雷光が飛び、スマホに直撃したのだろう。教えのとおり、機械が破壊され、ついでに雷光が目くらましとなった。

　地面に落ちたであろうナイフを探すが、見当たらない。危険を察知した男が咄とつ嗟さに投げ捨てたのかもしれない。

　ならばしょうがない。俺は男の胴を摑つかむ。そして、全力で崖に向かって体当たりを決め込んだ。

　しかし、悲しいかな所詮は事務屋の体力。予想外に重い足腰をした男を突き落とすには及ばず、崖の先で二人、倒れ込んだだけだった。

「げ──っ!?」

　俺の視界が回る。

　男は視力も冷静さも取り戻したのか、俺と体を入れ替えた。今まで彼の上に覆おおい被かぶさろうとしていた俺の体が、簡単に下になる。形勢が逆転する。

「……ああ、お前、タフタの役人か。よく城に来ていた」

「──がっ────！」

　見覚えがあるなと言いながら、男は俺の首を絞める。

「友好協定もバカにしたもんじゃないな。わざわざこんな所まで来るなんて、友好どころか献身に過ぎる」

　首が圧おされる。視界に黒の斑点が飛ぶ。唾液が喉に溜たまる。

「運が悪かったな」

　男は笑っている。

「人間も魔族も、過激派も穏健派も、俺は別にどうでも良かったのにな。何となく過激派に巻き込まれたから、適当にここでやり過ごそうとしてただけなのに」

　男の顔は若かった。俺やアラシ氏と同じほどの齢とし。つまるところ、アラシ氏と同様、そこまで強い信念がある訳ではないのだろう。

「何か音がしたから来てみりゃ──指輪持ってんだからよ。じゃなきゃ殺さなかった」

　恨むなよ、と男が言って、喉にさらなる圧が掛かる。自分自身、聞いたことのない呻うめき声が喉を通った。

　──何とも泥臭い。

　魔王と勇者の戦いなんてものは無く。

　ここにはただ、名も無い民間人と、名も無い一兵卒の殺し合いがあるだけ。

　バカみたいだ。

　二百年間戦わなかった人間と魔族が、今さら、こんな所で命を奪い合っている。

　何の得にもなりはしないのに。

　俺はただ、自分の生まれた街を──。

　──その時。

「ハル!?」

　みぞれがボタボタと岩に跳ね返る中で、俺は彼女の声を聞いた。

　男が振り返った瞬間、声の方から飛んできた石が彼の頭を直撃し、首の絞め付けが緩んだ。

　声にもならない声を上げて、俺は力を振り絞る。突如の投石によりバランスを崩していた男の体を揺すり、そして──。

「──のっ、野郎！」

　──崖の向こうへ押し投げた。

　断末魔の声も碌ろくに聞こえず、俺は落ちていった彼を黙って見つめた。その体たい軀くが岸壁に跳ね返り、波に紛れたところで、俺は自らの体を仰向けに返し、上体を起こした。

「ハル!?　大丈夫!?」

　すぐ目の前に、ナツが膝をついていた。

　また、彼女に助けられた。

「よく頭に当てた」

　息を切らしながら、俺は言った。

「……偶然だけど」

「運で生き死にが決まることもある」

　別にこんな話をしたい訳じゃなかった。けれど、さっきまで迫っていた死の現実感は、どうにも思考をおかしくする。

「そんなことよりハル、大丈夫なの？」

「ああ、ケガとかは別に──」

　──と、立ち上がろうとした瞬間。

　崩れた。

　今まで俺が座っていた崖の切っ先。

　──は？

　落ちる体。

　咄とつ嗟さに腕を伸ばすも。

　既に陸は指先の向こう──。

「ちょっと！」

　声と共に、落下が止まる。

　見上げれば、俺が伸ばした腕の手首を、ナツが身を乗り出して摑つかんでいた。

「バカじゃないの!?　何で崩れんの!?」

　そもそも地質が脆もろかったのか、先ほどの雷が地面をも穿うがっていたのか、先の男の怨念によるものなのかは分からないが──。

　運で生き死にが決まることもある。

　つまり、そういうことなのかもしれない。

「ハル！　今、上げるから──！」

　ナツが絞り出したような声で言うが、身体からだはどんどん下がっていく。無理もない。俺は男で、彼女はごく普通の女性だ。「勇者」などでは、断じて、ない。

「……君を優先しろ」

「え!?　なに!?　聞こえない！」

「手を放せ！　俺は君の現実じゃない！」

　俺がそう叫んだ瞬間、手首に、もう一本手が増えた。ナツが両手で摑つかんできた。

「バカ！　何やって──！」

「うるさい！　バカ！」

　怒号に搔かき消けされる、俺の声。

「何が噓うそで何が本当かなんて──！　全部私が決めるに決まってんでしょ！」

「屁へ理り屈くつを言うな！」

「私はハルといたいの！」

「な──」

「帰るのがこの世界だろうが、あっちの世界だろうが、私は──！　ハルと一緒にいたいんだよ！　分かれ！　バカ！」
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「無茶苦茶言うな！」

「うるさい！　私は！　絶対！　一緒に帰る！」

　──と。

　彼女が叫んだ瞬間だった。

　俺の手首を摑つかんでいた彼女の手が、消えた。

　手を放した、ではなく。

　彼女の存在ごと、砂煙のように消きえ失うせ──。

　──海へと、宙を落ちていく俺の体。

　同じ速さで落ちていくみぞれだけが止まって見えて。

　風を切る音だけが耳を埋め尽くして。

　さっきよりも断然、現実感の無い死の前兆。

　右手首の温ぬくもりが雨粒で冷やされて。

　その時、俺の耳元で、声が聞こえた。

　まさか隣に人がいる訳でもない。

　幻聴の類。

　何を言っているかも聞き取れず、先ほどのナツの声で上書きされる。

　一緒に帰る──と。

　彼女は言っていて。

　俺だって──。

「──一緒に帰りたいよ」

　目の前が、真っ白になった。

　そしてピコン、と耳元で一つ──。
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　──痛み。

　鼻の奥に水が入るその刺激で、俺は目を覚ました。

「ぼ──ッハ──！」

　咳せき込こんで、咳せき込こんで、やっと鼻から水が抜けて、視界に意識がいく。

　ツルツルとした壁、床。

　人が三人もいれば一杯になりそうな狭い場所。

　ずぶ濡ぬれの体。

　体が丸々入る大きな入れ物に水が張られている。俺の体はそこに浸つかっており、先ほど溺れかけたのはそのせいらしい。

「浴槽……か？」

　断言はできないが、造りは似ている。ただ、材質は不明だ。妙に光沢があり、異常に艶がある。石を磨いたものに似ているが、どこか弾力を持っている。

　──扉。

　すりガラスだろうか。光が入ってくるが、窓のような透明さは無い。

　──海に落ちたはずでは？

　しかし絶対に海ではなかった。明らかに人為的な空間。だがそれがどこなのか、皆目見当もつかない。

　一体どれくらい、ここで気を失っていたのか。いや、そんなことよりも、早く周辺を探るべきか。

　思考を巡らせていると、扉の向こうで音がした。俺は水中に半身を埋める。

　扉一枚隔てた場所に、人影が一つ。

　人間か魔族かも分からない。

　布を畳むような音が聞こえる。そうして何枚かの布の音が終わり、すりガラスの向こうから、この扉に向かって人が近付き──。

　──万事休す。

　奇襲で身を守るしかない。俺は覚悟を決め、体勢を整える。

　そして、扉が開け放たれる。

　と同時に、俺は立ち上がり、拳を握ってその人に飛び掛かったが──。

「あ？」

「え？」

　間の抜けた俺と彼女の声。

　咄とつ嗟さに握り拳を解いたが、いかんせん体の勢いは止めることもできず、そのまま、彼女の体に飛び込む格好となった。

　床に倒れこむ俺と彼女。眼前で見るその顔は、やはり、間違いなくその人だった。

「ナツ？」

「ハル？」

「何で……ここは……？」

「えっ、うそ？　だってここ、私ん家ちで、え？　何で？　何でいんの？」

　俺も彼女も要領を得ない。何が起きたのか見当もつかない。けれど、そんなことはどうでもよくて──。

「ハル！」

　ナツは仰向けのまま俺の首に腕を回して、その再会を喜んでくれた。なるほどその心はこちらも何一つ違たがうことは無い。

　──が。

「ナツ……」

「なに？」

「服……着ませんか？」

　ナツは全裸だった。
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エピローグ






　十五分後、随分整った家の中の、居間のテーブルにて。

「いや、だから俺のせいじゃないだろ」

「裸。見た。勝手に。バカ。死ね」

　俺の横に座る彼女は、さっきから罵倒しか口にしない。

「俺が脱げと言った訳じゃない」

「勝手にお風ふ呂ろの中にいた！」

「それも俺がやった訳じゃない！　勝手にそこに飛ばされてたんだ！」

　ナツの話によると、ここは彼女の元いた世界──つまり、俺から見ての異世界、ということらしい。

　この家は彼女の自宅。今は両親が仕事に出ている時間のため、彼女以外に誰もいないとのこと。

　また、彼女にとって幸運だったのは、俺の世界に飛んだ日から今日の日まで、一日も時間が経過していないということだ。

　つまり、この世界の時間は、ナツが初めてうちの世界に来た時点から、まだ数時間も経たっていないということらしい。俺の世界での数ヶ月が、こっちの世界での数時間にもなっていない、という言い方もできる。

「そもそも君も俺も、どうしてこの世界に来てるんだ」

「私が知る訳ないでしょ」

　これだ。

　聞けば、彼女は三十分ほど前には、この家に戻ってきていたらしい。

　とにもかくにも、みぞれで冷えた体を温め、ずぶ濡ぬれの衣服を替えるためにシャワーを浴びようとしていたというが。

「普通、魔王やアキ嬢の安否確認が先じゃないか？」

「だってスマホ無いんだからしょうがないじゃん。ずぶ濡ぬれで透けた服のまま近所を走れっての？　変態」

　言いたい放題だ。けれど、いちいちこれに腹を立てていてもしょうがない。

「教主が言ってた条件は、ゲームをクリアすることだろ？　そしてその条件は、俺たちが魔王を倒すこと」

「そう。でも全然。フユは寝てただけだったし、逆に、死にそうになってたのはハルだし」

「だよな。唯一目の前で倒したのって、あの魔族の男────あ」

「どうかした？」

「魔王の指輪」

「なに？」

「シキさんから預かった、王位継承の指輪だ。あいつ、崖から落ちた時、それを持ってたんだ」

「だから何？」

「つまり、理屈上は、あの瞬間、あいつが王位を継承してたんだ。あの瞬間だけは、あいつが魔王だった」

　そしてそれを倒したのは俺。条件を満たしている。

「そんな理屈……だってそんな、え？　役所仕事じゃないんだから」

「でもそう考えるしかない。そうすれば辻つじ褄つまが合う。しかもそれでいけば、多分、魔王もアキ嬢も既にこの世界に戻ってきてる」

「待って待って待って」

「何だ」

「私とフユとアキはそれでいいとして、ハルはどうなの？」

「何がだ」

「だって、ハルは元々あの世界の住人でしょ？　教主が言ってたのは、あくまでハル以外の私たち三人が元の世界に戻るってだけじゃん」

「ああ……そうか」

「そうでしょ？　どうしてハルまでこの世界に、ってなるよね？」

「教主、他に何か言ってたか？」

「ん～。何かエンディングが分岐するとか何とか言ってなかった？」

「エンディング？」

「私もよく覚えてないけど、選択肢がどうとか」

　ああ。

　思い出した。用語が複雑になってきたから、若干意識が薄れていた時だ。

　確かナツが途中で言葉を挟んでいた。




『主人公と仲間の親密度によって　エンディングが分岐する』

『はあ……？』

『親密度が高かったら　特別に　選択肢が出るんだよ。「主人公も異──』




　そうだ。

　崖から落ちる時、俺は似たような声を聞いた。ハッキリとは聞こえず、幻聴と思っていたが。




『主人公も異世界に行きますか？』




　そして俺は、一緒に帰りたいと──。

「ナツ」

「ん？」

「親密度が高いっていうのは、ゲーム的に言えばどういうことだ？」

「なにいきなり？」

「いいから」

「文字通りでしょ？　仲が良いいとか、好きとか」

「好き」

「ギャルゲーとか乙女ゲーで言えばね。……なに？　どうしたの？」

「どうもしない」

「うわ、何か即答してるし。絶対何かあるでしょ？　なに？」

「いやいやいやいや」

「必死なんだけど。キモ」

「うるさい」

　俺は首を二度三度横に振って、雑念を払う。

「それより、俺は帰れるのか」

「帰るって？」

「元いた世界だ」

「さあ」

　ナツは両の手の平を、くるりと上に翻ひるがえしてみせた。

「さあ、って何だ。さあ、って。俺は真面目に聞いてるんだぞ」

「だって私にとっては他人ひと事ごとだし」

「な──」

　俺が口を開けると、ナツは人差し指を俺の鼻の頭に突き立てた。

「私が初めてそっちの世界に行った時、ハル、どういう対応したか覚えてる？」

「それは──」

「何か変なの来たな、とか。何かヤバいの来ちゃったな、とか。そんな顔してた。丸っきり他人ひと事ごとで。私の不安なんか考えもしないで」

　変なところで記憶力が良いい。俺はぐうの音も出てきやしない。

「私も、今のハルみたいな気持ちだったの」

　分かった？　と彼女は胸の前で腕を組んだ。俺は「はい」と答えるほかない。そして──。

「──そう、そうだ、重要なことがもう一つ」

「なに？」

「泊まる所が無い。食べる物も無い」

　それこそ、いつぞやの──俺の世界に来たばかりの女子高生のように。

「それ、うちに泊めろってこと？」

「贅ぜい沢たくは言わないので。ダメでしょうか？」

「そんな顔しないでよ。私が悪者みたいでしょ」

　悪者かどうかはともかく、さっきまで俺のことを罵倒してはいた。言わんけど。

「別に泊めるくらい良いいけど……あー、お父さん超うるさそう。何て説明しよう」

「そんなに厳しいのか」

「厳しいって言うか……何か色々面倒。あとキモくてクサい」

「もし不可能なら……あ、魔王やアキ嬢も戻ってきてるなら、そこに泊まっても良いのか」

「は？」

「え？」

「いや、うちで良いいでしょ」

「でも難しいんだろ？」

「うちで良いいって言ってんでしょ!?」

　急に怒鳴られた。怖っ。

「いや、まあ、大丈夫なら全然、俺もそれに越したことは無いけど」

「履歴書とか無いの？　もう適当に留学生とか何とか言って、強引に行くしかない」

「履歴書？　まあ書類ならいくらでも、噓うそも本当も混ぜ込んで作るくらいはできる」

「そうだよね、ハル結構噓うそつくもんね」

　言い方。

「要は親父おやじさんのハンコを貰もらえばいいんだな？　起案書も作ればいいのか？　それから添付資料として──」

「ハル、うちは役所じゃないの」

「それもそうか」

　何を考えているんだ俺は。自分の気付かないうちに気が動転しているのかもしれない。

　会話が止まる。そして、数秒の沈黙の後、ナツが声を上げた。

「ま、何だかんだ言っても、良かったよね」

「え？」

「ハル、目の前にいるもんね」

　その時、家の中に甲高い音が響いた。

「あ、チャイム」

　ナツが玄関に向かう。それを待たずして、玄関からは、聞き覚えのある女子高生二人の声が聞こえていた。





終わり
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『異界の民がラノベ書く必要あります？』第20話（総集編）「あとがき」






　私、くさかべかさく。ひょんなことから日本に転移してしまった異界の十五歳の少女です。

　急に日本に来て戸惑っていた私だったけど、日銭を稼ぐため、異界に古くから伝わる物語を飯いい田だ橋ばし駅で諳んじていたところ、電撃文庫の小お野の寺でらさんに声を掛けられました。

　事情を話したら、「小説家として名をあげれば、ご両親も君がこの世界にいることに気が付くかもしれない」って、小お野の寺でらさん。その後、デビュー作の『クズが聖剣拾った結果』四巻出したけど、未だに両親の情報は無いまま……。そんなある日、小お野の寺でらさんと同じく私の担当をしていた吉よし岡おかさんが「第三異界にお父さんがいるかもしれない」なんて言い出して……。

　第三異界に渡るためには新作のオーラが必要と知った私たちは、『世界ＪＫ町おこし』の刊行を決断。イラストレーターｓｕｎｅ先生の協力を得て、オーラを発動しました。ｓｕｎｅ先生には、マガジンでの連載から文庫化に至るまで長くお世話になり、誠にありがとうございます。いつも綺麗なイラストを見るのが楽しみです。また、応援して下さる読者の皆様、編集者様のご協力のおかげで新刊が出ます。感謝の気持ちを胸に、私は第三異界に旅立ちました。

《Ａパート終わり・画面暗転のちＣＭ三十秒》

　ＫＡＤＯＫＡＷＡラブコメライトノベル・ラインナップ！

　①■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　②■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　③■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■（他レーベルにつき電波障害）

　この面白さ、見逃せない！

《ＣＭ終わり・画面暗転のちＢパート》

　無事に第三異界に渡った吉よし岡おかさん、小お野の寺でらさん、私の三人でしたが、そこで見た武闘トーナメントのチラシに、私のお父さんの名前が……。急いでお父さんに会いに行きましたが、お父さんは記憶を失っているようで、私を見ても何も思い出しません。

　お父さんを裏で操る組織に近付くため、私たちもトーナメント出場を決意。幾度のピンチを潜り抜け、ついに、お父さんのチームと戦うことになったのですが……。

　やめてお父さん！　私、お父さんのことを八つ裂きになんてできないよ！

《Ｂパート終わり・画面暗転のち次回予告三十秒》

　中学最後の電撃祭。なんと、小お野の寺でらさんと二人で実行委員なんです！　二人の距離を近づける絶好のチャンス！　でも小お野の寺でらさんてば、何だか上の空……。

「くさかべさん、じつは僕、想いを寄せている人がいるんだ」

　えぇっ、それって、もしかして……？

　次回『いかラノ』第21話──「恋散る電撃祭！　涙も枯れる大重版？」

　私の恋と受験はどうなるのぉ……？
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くさかべかさく

日本に転移した異界の少女。同じく日本に転移した両親の手掛かりを得るため、小説を出して名を世に知らしめようと２０１４年に電撃文庫でデビュー。２０１７年に第四回小学館ジュニア文庫小説賞で金賞を受賞。現在は第三異界で記憶喪失の父を操る組織と戦っている。
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イラスト／suneすね

籠り絵描き。よろしくお願い致します。

異世界ＪＫマガジン掲載から約一年、

一周年＆文庫化おめでとうございます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「くさかべかさく先生」係

「sune先生」係











初出



「タ財第４５号　魔族及びタフタ町における観光事業の提携について」

「電撃文庫MAGAZINE Vol.56」（2017年7月号）

「タ財第５２号　魔族及びタフタ町における友好協定に係る人材交流について」

「電撃文庫MAGAZINE Vol.58」（2017年11月号）

「タ財第６１号　タフタ町二十三号洞窟の試験開放について」

「電撃文庫MAGAZINE Vol.61」（2018年5月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「タ財第８３号　魔族の内部対立の状況及び友好協定を踏まえたわが町の対応について」

は書き下ろしです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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異い世せ界かいＪＫ町まちおこし




～このことについて、魔ま族ぞくに依い頼らいしてよろしいか伺うかがいます～








くさかべかさく





発　行　　　　2018年5月10日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）
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※2018年5月10日発行の電撃文庫『異世界JK町おこし　～このことについて、魔族に依頼してよろしいか伺います～』初版に基づき制作
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